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日本国際生命科学協会（InternationalLife Sciences 

Institute of Japan, ILSI JAPAN）は、健康、栄養およ

び食品関連の安全性に関する諸問題を解決するため、

政府機関、学術機関および産業界の国際的な協力体

制のもとで、科学的な観点から調査研究を推進する

ために設立された非営利の科学団体である国際生命

科学協会（InternationalLife Sciences Institute; ILSI) 

の一部門として日本を中心に活動している非営利の

科学団体です。
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I L S I Globalization Program 

Executive Director, ILSI Globalization Program 

杉田芳久

11月から ILS I本部での勤務が始まった。

本部はワシントンのホワイトハウスから 4ブ

ロックほど真北にのびている 16番街に面した

ロシア大使館の真ん前にあり、環境としては

大変良いところである。古い、労働組合所有

のピルの 1' 2' 3階を借りて、ここに現在

日人の専任職員が働いている 。 ILS I, 

ILSI NAの各技術委員会の運営担当、 Risk

Science Institute, Nutrition Institute, Allergy 

Institute, HESI (Health Environment Science 

Institute) , ILSI Publicationなどの人たちである。

八割が女性であるが大変優秀な人たちで極め

て忙しく立ち働いている。一月のカンクーン

での年会の準備も始まっており、残業のつか

ない上級職 （管理職とは云わず Exemptstaffと

呼ぶことを今回知った）は遅くまで残って仕

事をしている。

今度ここでの私のタイトルは Executive

Director, ILSI's Globalization Programというも

ので、世界化計画担当専務理事とでも云うか

大仰な名前となっているが、内容としては、

新しい支部を作るお手伝いをし、既存の支部

と本部の橋渡しをし、各支部にまたがるよう

ILSI Globalization Program 
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なプロジェクトの推進を図ると云うようなも

のである。

I L S Iは云うまでもなく Internationalを名

前の頭に付けているように、始めから国際的

なものを目指してきたが、もともと米国 IL 

s IそしてNutritionFoundationの流れをくみ、

資金的にも委員会活動面でも本部は米国主体

の傾向が強かった。Institutesで、具体的にシン

ポジウムを推進する担当者や、年会等会議を

切り 回しているMs.Merritt等を別にすると、

各支部と本部をつなぐ人は居ないという驚く

様なことが現状で、これまでCoca-ColaのMs.

Colemanが半月に 3日位ボランテ イアでワシ

ントンにやってきて仕事を担当してきた。

新しい支部の創設については、ある国に問

題があり ILS Iの存在が必要であり、そし

てその国の 8以上の企業が賛同し、その国の

学術関係者の参加協力が得られることがはっ

きりすれば、そこに新しいStudyGroupを作っ

て行くという方針がある。現在候補に挙がっ

ている新しいところは、 Chile,Costa Rica, 

Columbia, India, South Africa, Egyptなどであ り、

先日韓国支部が発足した。チリについては南

YOSHトHISASUGITA, Ph.D. 
Executive Director 
ILSI Globalization Program 
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アンデス支部（ILSISouth Andean）として11

月末にStudyGroupが9杜の参加で発足したと

ころである。まずStudyGroupとしてスタート

し、その活動内容を深め、年会で理事会

(Board）の承認を経て支部として活動を始め

ることになる。

基本的に食品産業として、世界の中で問題

のあるところを、共同で科学的に、現地の協

力を得て解決して行こうと云う考え方で、い

わば国連軍に共同参加すると云うようなイメ

ージである。特に W T 0 (World Trade 

Organization；世界貿易機関）が出てきて食品

規格・安全性の問題に関する調整機能がFA 

0 /W  H 0 Codex Alimentarius Commission 

(CA C）に委ねられることになったので、世

界の食品流通の中で果たす役割が単なる勧告

機関から大きく変わってきており、 ILS I 

のFAO/WH O委員会の役割も強化されて

千子かねlまならない。

ある国の政府が特殊なやりかたに固執する

ような時も ILS Iに期待される場合がある。

ことが科学的な場合、充分な科学的データを

提供するために、それを特定の会社の努力で

はなく、共同のものとして ILS Iがシンポ

ジウムの開催，プロシーデイングスの出版な

どの形で行うことになる。例えばある国の様

に、政府に提出された新しい申請は無条件に

半年以上塩漬けにする方針を持っているとこ

ろとか、中国・香港・台湾のように、経済圏

が重なっていながら違った食品法が施行され

ていると云うようなことを直して行く努力で

ある。ベトナムのように FAO, WH  Oなど

国連機関，政府機関と共催で食品法、食品安

全性に関するシンポジウムが行われたケース

もある。インドのように社会の中で士農工商

的感覚があるところでは、 ILS Iのような

中立学術団体によるその国の学者による情報

提供、教育努力が有効であろう。

忘れてはならないのは、 ILS IはNon-

ι 

profit scientific organizationでLobbyingはいっさ

い行わないと云う点である。しかし、国の政

府に対する最新の科学的な情報提供による、

その国の学者のその国の言葉による説得と、

一企業（特に外国）のロピイングの効果の違

いは論を待たないであろう。

I L S Iの範囲は出来るだけ広い方がよい

わけで、賛同する企業が集まり、きちんとし

た学者が協力してくれるなら、国の数は多々

益々弁ずである。数が多くなった場合の国連

総会のような状況を回避する方法はいろいろ

考えてあり、出来るところで地域グループ化

(Indonesia, Malaysia, Philippines, Singapore各国

の代わりにILSISoutheast Asia）等も行われて

いる。新しいところがILS Iの信用を落と

すようなことがないよう、学者の質，財政的

な健全性，活動計画などに目を光らせ、理事

会に勧告するのも今度の仕事のうちである。

会員会社としては、まず自分の所と世界各

国との関係の中でどう ILS Iを使ってやろ

うかと考えていただくのが良いのではないだ

ろうか。日本の会員の方は学術的な協会の一

つに加わっているというより、世界的に広が

りを持ち、安全性，栄養，健康，アレルギー，

バイオ，リスク・サイエンスなどに亘って

2,000人からの学者の輪を持っている大変ユニ

ークな組織を利用する権利を持っているのだ

という風に考えていただければ良いと思う。

IL S Iの中には奈良セミナーなどで皆様

もよくご存知のDr.MohrのHistopathology

Instituteがあるが、 IV A A G (International 

Vitamin A Consultative Group ；国際ピタミンA

添加勧告協会）もやっているNutritionInstitute 

が活動している。またネズミにがんが出来た

から直ちに禁止という短絡思考をやめ、人間

にとって本当に安全度はどうなのかを調べる

Risk Assessmentを中心課題に据えているRisk

Science Instituteがある。ここだけで10人の職

員が居るが、その中立性科学性は広くアメリ

，ιSI.イノルシ－ (No.4.勾 95.12
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カ政府の信用を勝ち得ており、環境庁（Ep 

A），農務省（USDA), FD Aなどとの共

同研究プロジェクトも多く、実に運営資金の

半分以上が米国政府から出ているほどである

のは驚きである。

シンガポールで行われ、 400人の参加者を集

めたFunctionalFoodsのシンポジウムは各支部

からの参加者に多大の興味を起こさせた。欧

州、アメリカなど各支部での技術部会の活動

をハーモナイズし、相乗効果が出るような活

動が進められるように全体としての計画を立

て、連絡調整を行って行くのも業務に入って

くる。このように各支部で共通の興味を持ち

取り上げている問題を取り扱って行こうと云

うのが大きなテーマでもある。

ワシントンに着任して、全員が電子メール

で結ぼれていてそれがそのままインターネッ

トにつながっている便利さに感心した。すな

わち隣の部屋の人に置き手紙をするのも、フ

ィンランドの先生に手紙を出すのも、全く同

じ操作で簡単に行え、無料（に近い）である。

アメリカの学界・学術団体はe-mailが速さ便利

さで極めて一般的になっている。電話も自動

不在録音はピジネス電話でも普通である。今

までイ吏っていたマッキントッシュのワード、

E GワードやExelから IBM  LAN上での

Windows版WordPerfect, Quatroproへの切り替

えでー苦労したが、何とか各支部への挨拶状

を出し終わって動き始めたところである。

年会では各支部が一堂に集まるので、正に

かき入れ時というか、皆さんのご意見ご希望

をうかがい、今後一年の本部としてアクシヨ

ンに結びつける極めて重要なときとなる。日

本からも大勢のメンバーが参加され、 ILS 

Iの実体と広がりをつぶさに見られる機会を

持たれることを願ってやまない。私も今後と

も日本支部の皆々様のご支援を得て任務をは

たして行く所存なので、是非しヨろいろご注文

，ιSI.イノルシ－ (No.45) 95.12 

をお寄せいただきたい。そのためにも年会は

よい機会だと考えている。

では皆さんメキシコCancunでお目にかかり

ましょう。

ι 
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「エイジングとがんJ

国立がんセンター名誉総長
東邦大学学長

杉村隆

・本原稿は第2回「栄養とエイジングJ国際会議における基調講演をまとめたものです。

＜座長＞スーザン・ハリス (ILS Iヒューマンニュートリション研究所長）

発病した人はいうまでもなく、その家族や親しい友人達にとってもつらく悩ましい病気で

あるがんは世界中の人々にとって今日重要な健康問題である。現在、世界中で10人に l人の

割合でがんによって亡くなっている。最近の人口統計によれば、有効な予防や治療の突破口

のないがんによる死は世界的な高齢化に伴い増加するだろうと予測されている。

がんはもはや先進諸国だけの問題ではない。後進諸国が経済的に発展するに従い、感染や

栄養失調による死亡は減少し、人々は長生きになったが、その反面、先進国でみられる病気

に擢る危険性が高まっている。 WHOによれば、毎年900万人が新たにがんに催り、そのうち

500万人が先進国の人々である。最近の傾向によれば、 2020年までに毎年1,500万人ががんにな

り、そのうち1,000万人が先進国の人々である。

食事やそのほかの環境要因ががんの発生とその予防に関わっている。遺伝子の損傷はいろ

いろな場所にがんが発症する最初の要因である。不幸にも長生きすればそれだけ遺伝子の損

傷が蓄積し、それを防ぐ体の機構も弱くなってしまう。遺伝子の損傷によるがんの発生を長

期間にわたって防御する機能の助けとなるかもしれない食事の取り方を理解する事が重要で

意味ある研究方向の一つである。

杉村隆先生はこの分野で世界的に有名な研究者であります。私たちは損傷DN Aの修復機

構と食事因子との関係についての先生の発見に敬意を表します。

”Aging and Cancer" TAKASHI SUGIMURA 

President Emeritus, 

National Cancer Center. 

President, 

Toho University 

/LSI.イJレシ－ (No.45) 95. 12 



ー－B_ife－そ56-e五ce-&-2函 :-h"ftTず -BL/e

当
ただ今ご紹介にあずかりました杉村です。

座長のスーザン・ハリス先生からご鄭重な身

に余るご紹介を頂き心より感謝します。今回

I L S Iの主催するこの第 2回栄養とエイジ

ングの国際会議に、基調講演者と選ばれたこ

とは誠に光栄なことである。

この機会に ILS Iのプレジデントの長年

の友人であるアレックス・マラスピーナー博

士、 ILSIJAPANの角田会長、組織委員会委員

長の木村先生、その他、関係各位の方々に深

く感謝申上げる。

私の本日の講演は“エイジングとがん”で

ある。前回のこの国際会議は今ハリス博士が

言われたように 4年前に行われた。本日は、

なるべく最近の知見、とくに私どもの国立が

んセンター研究所の諸君の関係した仕事と、

一緒に考えたことをお話する。一人一人の共

同研究者の人々の名前を上げないが、今日の

お話は多くの人々の努力の結果によっている。

今世界で10人に 1人、がんで亡くなるとい

う事が座長からお話があった。日本では 4人

に1人がんで亡くなる。非常に暗い感じだが、

大切なことが一つある。

今、日本中に、一度がんにかかっていたが、

/LSI.イノルシ－ (No.45) 95.12 

社会で活躍している人が100万人いる。その人

達はがんに勝った人達である。

私たちの病院にも、一度がんになって治っ

て医師として、 看護婦として働いている方が

何人もいる。そういう人はがんの患者さんに

とても親切であるので、がんの病院で働く人

は、皆一度がんになって、皆治るととてもい

いと思う 。

東京大学の赤門をくぐって行くと 、東京大

学の医学部の本館があり、その 3階に小さな

ミュージアムカfある。

そこに、山極先生がウサギの耳にコールタ

ールを塗って世界で初めて人工的ながんを

1917年に作った標本が今でも保存されている。

これには長い年月がかかった。ある日いきな

り正常の細胞から、がん細胞に変わるのでは

なくて、長い時聞がかかって、その聞に刺激

がずっと続いて起こることが大切である。だ

から、がんはどうしても年取った人に発生す

る。エイジングとがんの関係はとても大切で

ある。

実際に、ラットと人間の場合に、横軸に年

齢を、縦軸にがんの頻度をとると、大体年齢

に対して10の4乗の関係でがんが発生する 。

Lょ
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年を取るとがんが増えてくるのはラットの場

合も人間の場合も全く同じである。

世界各国で1900年から2020年の聞に65歳以

上の人のパーセントは増加した。日本では

1985年頃は65歳の方が大体10%以下だったが、

2000年になると20%を超える。急激に高齢化

が進んでいる。西欧諸国では、前からそうい

う高齢化が段々進んできたが、日本では非常

に高齢化の進み方が早く、第二次世界大戦後

起こってきたのが特徴である。

それに伴って色々病気が変わってきた。抗

生物質その他によって、感染性の疾患はどん

どん減ってきた。例えば結核も、非常に少な

くなった。それに比べてがんは増える一方で

ある。それから脳出血はだんだんに減ってき

ている。多分食塩摂取の低下と、抗高血圧剤

の進歩によると思われる。

がんが増えると同時に、困ったことに、虚

血性心疾患は増えてきている。

同じがんが増えると言っても、がんの種類

によって増え方が異なっている。日本の特徴

的ながんであった胃がんは、減り始めた。そ

れに比べて肺がん、乳がん、それから大腸が

ん等々は増加している。

がんは老人に多いが、正常細胞からがん細

胞にいきなりなるのではない。たくさんのス

テップがあり、多段階があり、そのために多

重な遺伝子変化が加わっていってがんになる。

これは最近の分子生物学の進歩によって見事

に証明された。しかし、 1954年にイギリスの

ドール博士が胃がん、大腸がん、肺がんにつ

いて、年齢と発生頻度を解析して、実は胃が

ん、大腸がん、肺がん共にその発生には、い

くつかの出来事が関係することを、すでに発

表している。

最近同じような事を、私の友人の岡本君が

発表した。日本に多い成人T細胞白血病はウ

イルスで起こる。このウイルスは乳児が母親

から授乳を通じて垂直感染する。感染は若い

己

頃に終わっているにもかかわらず、実際に白

血病の発生は30歳、 40歳、 50歳である。数学

的に分析すると、ウイルスの感染は必要な条

件であるけれども充分な条件ではない。その

後幾つかの出来事があって、初めてこの白血

病が病気として表れることが分かつた。

今、日本では肝がんが多い。調べてみると、

そのだいたい8割はC型肝炎ウイルスの感染

者である。 B型も C型も肝炎ウイルスの感染

で、肝がんが発生するのだが、いずれも感染

してから20年、 30年の潜伏期聞がある。その

聞に正常の細胞から肝がん細胞に変わるため

にたくさんの遺伝子変化がたまっていく。

発がんを模式的にあらわすと、正常の細胞

に1つの遺伝子変化ができ、それがやがて 2

つ、 3つ、 4つになる。こういうふうにして

いって最後に10も遺伝子変化がたまると、本

当に悪性腫蕩細胞になる。非常に初期のがん

細胞、あるいは、前がん細胞は全く正常な細

胞に比べて、悪性のがんに大変なりやすい。

実は非常に問題のことが現在ある。マルテ

イプル・プライマリー・キャンサー（multiple

primary cancer）が私たちを悩ましている。例

えば食道がんがあって、それが締麗に治され

た。しかしその近所にがん細胞になるには充

分ではないけれど、ある数の遺伝子変化があ

る細胞があって、これは容易に二番目のがん

を作る。二番目のがんである。一番目のがん

の再発でもなく、転移でもない。全く新しい

二番目のがんができる。この現象もすでに

1953年にスロータ一博士によって発表されて

いる。

国立がんセンターの結果では、第一番目の

がんが食道にできた場合に、第二番目のがん

が口腔咽頭にできるチャンスはほぼ27倍高い。

こういうことがしばしば起こるので、ーペん

がんが治っても、その人が段々年を取ってゆ

くと共に、またがんになる可能性もある。

どうしてそんなことが起こるのだろうか。
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どうしてそんなに遺伝子変化がたまるのだろ

うか。それは先程マラスピーナ博士が言われ

たように、一つは体の中でできるいろいろな

ラジカルなどであり、内因性因子（autobiotics)

である。もう一つは、外からくるものである

ので、外因性因子（xenobiotics）である。食

品に含まれるいろいろな遺伝子変化を起こす

ような物質や、ディーゼルエンジンの排気に

含まれるものはゼ、ノバイオティクスである。

もちろんタバコは最も典型的なゼノバイオテ

イクスである。

今までのことをまとめてみると、がん化の

過程は多段階である。それには遺伝子変化が

多重にある。それを起こす原因因子は体の中、

外を含めて沢山あり、いわゆる環境因子であ

る。さらに多重な遺伝子背景が人間にはあっ

て、がんになりやすい体質、なりにくい体質

がいろいろあることがわかった。そして多重

な原発がんが発生する。がんができないよう

にする第一次がん予防が非常に大切である。

幸いにそれには様々なアプローチがある。栄

養はこの予防に最も重要なものである。また

いろいろな多重の遺伝子変化によるので、将

来は遺伝子治療を含めて、様々なアプローチ

が可能になる。

ここで 2, 3の食べ物と、エイジングと、

がんの関係を考えてみると、日本で胃がんが

多いところは、食塩をたくさん食べ過ぎてい

る。食塩は胃の粘膜に傷を作り、粘膜を構成

している細胞の膜の不飽和脂肪酸が酸化され

て過酸化脂質が出来る。やがてエンドパーオ

キサイドとなり、そしてマロンジアルデヒド

になる。このマロンジアルデヒドはDN Aの

デオキシグアノシンと結合して修飾グアニン

化合物をつくり、遺伝子の傷になる。食塩を

長く取り過ぎている人には、萎縮性胃炎があ

り、そこからがんが出てくる。

人の胃には、ときどきヘリコパクターピロ

リーがいる。何本かの鞭毛があるヘリコパク

/LSI.イノルシ－ (No.4Sリ95.12

ターは炎症を起こすのでそこに白血球、喰食

細胞等が出てくる。

これらの細胞中にはナイトリックオキサイ

ドシンターゼ（N0 S）という酵素が含まれ

ている。喰食細胞のN0 Sは、 L－アルギニ

ンを Lーシトルリンに変え、酸化窒素を遊離

する。その時にNADP Hが補酵素として利

用される。

さらに喰食細胞、或いは白血球により活性

酸素が形成され、デオキシグアノシンから

8－ハイドロキシデオキシグアノシンが形成

される。これは国立がんセンター研究所の葛

西君が世界で一番始めに見つけた。

さらに酸化窒素は、デオキシメチルシトシ

ンの脱アミノ化をおこして、 CをTに変える。

この時に、たまたま DN Aの合成が起こると、

Tを鋳型にしてAができるから、 CG対がT

A対に変わる。人間の体の中で毎日こういう

反応が起こっている。これが老化の原因にも

なり、そのことが、がん遺伝子、がん抑制遺

伝子、あるいはがん関連遺伝子に起こり、が

んができる遺伝子変化がたまっていく。

その他にさまざまなものがあるが、普通に

私どもが食べているものの中にも、微量では

あるが発がん物質ができる。牛肉、豚肉、魚

肉とも、肉の中にはクレアチニンと、グルコ

ースと、フェニールアラニン他のアミノ酸が

ある。これに熱が加わると、フェニールアラ

ニンの場合にはフェニールイミダゾピリジン

という物質ができる。チトクローム p-450 

1A2によって、この物質はアミノがハイド

ロキシアミノになり、それにアセチール或い

はサルフェートがついて、最終的な活性体に

なる。そしてグアニンに大きなアダクト形成

が起こる。こういうものは自然に毎日食べて

いるものの中に、少しではあるけれど含まれ

ている。

今のフェニールイミダゾピリジンを合成し

てラットに与えると大腸がんができる。関連

ι 
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したイミダゾキノリンも同じ様に大腸がんを

作る。

ところで今、がんの研究者には、一つまた

頭の痛いことがある。それはジェノミックイ

ンスタピリティー（genomicinstability）であ

る。がん化は階段を上がるように、段々と悪

性になる。一般に、老化と共に、どの細胞も

階段を少しず、つ上がったようになる。けれど

も細胞の中のある特別の遺伝子に変化が起こ

ると、ジェノミック・インスタピリティーと

いう現象となり、次の遺伝子変化がどんどん

早く起こるようになる。それが起こると、傾

斜がそれまでよりも、急になる。例えばDN 

A遺伝子の修復酵素の遺伝子に変異が起こる

と、この様なことが起こる。だから、少しの

物質でも、たまたまその物質がこういう変化

を起こしてしまうととても困る。先程述べた

フェニールイミダゾビリジンで作った大腸が

んにはこのような性質がある。

もう一つ、非常に大切なことは、正常の組

織と、それから前がん状況と、初期がんとは

区別がなかなかっきにくく、ある所はオーバ

ーラッピングをしていることである。時聞が

経つに連れて遺伝子変化の蓄積が起こってい

る。良く気を付けないと、がんと診断しすぎ

て手術をしてしまうことになる。手術をした

方がよろしい、まだする必要がないという判

断は難しい。そのためには、がんの悪性化の

予防を考えたほうが大切かも知れない。研究

がもっと進んでいくに従って、 DN A診断が

盛んになり、外科手術のやりすぎが避けられ

るようになると思う。

昨年11月のニューヨークタイムスに出てい

た記事がある。毎週火曜日にはサイエンスの

欄があるが、記事は非常に正確な情報に基づ

いている。 40歳から50歳の女の人の39%は詳

しく調べると乳がんが、 60歳から70歳の男性

の46%は詳しく調べると前立腺のがんがある。

しかしこれらの39%、46%の大部分のものは

己

静かにしている。臨床的に病気として診断さ

れないでそのままでいる。だから、がんでも

非常におとなしい状況のがんなのである。驚

いたことに50歳から70歳の年齢の人で解剖を

すると、すべての人に小さな甲状腺がんが認

められた。しかしながら、その甲状腺がんの

1,000分の lだけが、本当に困るような病気の

甲状腺がんになる。だから、どうしても、が

んを静かにしておく、がんを予防するという

事、或いは最後の階段を上がらないようにす

るということがとても大切である。

こういう話は具体的な例の方がわかりやす

いと思う。私の大腸には、 X線二重造影法で

ポリープが認められる。 1990年9月のものと、

1995年7月のものはほとんど変わっていない。

これは前がん状態の一つであるけれども、も

う少しほっておいてもいいだろうということ

になっている。私は大腸に前がん状態のもの

を飼っている。

飼っている前がん状態は、一種類だけでは

ない。胆嚢を超音波でしらべたら、胆嚢に出

っ張ったところがある。これはがんであるか

がんでないかというのはよくわからない。そ

の境みたいなところである。大体私の年にな

ると、こういう所見はよく調べると 4人に 1

人はある。僕の友人にもあるかも知れない。

けれども、今すぐにこれを手術する必要があ

るかどうかはわからない。そこでもう少した

ってからまた調べようという事になっている。

胆嚢中に、いろいろな物質や活性酸素があっ

て遺伝子変化を起こし、これが悪性になる。

悪性になるのを予防することが大切である。

日本のお茶の中にはエピガロカテキン・ガ

レートなどのポリフェノール化合物が含まれ

ている。このものにはがんの予防効果がある

ことが、実験的に証明されている。

これは西野君という私の友達がやった実験

だが、 4-NQOという発がん物質を与えて、

それから緑茶のポリフェノールをマウスに与

/LSI.イノルシ－ (No.4f.り95.12
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えると、肺がんの数が、一匹当たり 4.9から1.8

に減る。ポリフェノールにそういう発がん予

防の効果がある。

同じような事が様々ある。フェニールイミ

ダゾピリジンを与えて大腸がんができるとき

に、大腸がんの一番最初の前駆体であるアベ

ラントクリプトフォサイ（ACF）ができる。

低脂肪食と高脂肪食を与えると、前者ではA

c Fが小さい。低脂肪は予防に役立つ。

魚の不飽和脂肪酸であるドコサヘキサエン

酸を与えると、ジメチルヒドラジンという発

がん物質を加えても、大腸がんの芽であるA

c Fができにくい。このように、がんを予防

する物質はたくさんある。

米国の僕の友人のアダムソン博士が、 Nc 
Iが発行しているカレンダーを送ってくれた。

毎号ヘルシーフードの図が出ている。黒パン、

それからメキャベツ、先程マラスピーナ一博

士が述べておられた、ブドウ、クレソン等々

がある。

ビフテキを食べるときには脂肪層をまず切

りとるとよい。極めて現実的で有効な方法が

毎月載っている。

今日本では、子宮頚部がんが減っている。

1960年、 70年、 90年と、どんどん減っている。

だけど減ってきているのは40代から60代ぐら

いまでで、 80代以上は同じぐらいである。大

切なことは山も低くはなってきているけれど

若年層から高年層のほうにカーブがシフトし

ているという事である。現在人間の寿命が100

歳の辺にあるのだと皆思っている。人間の寿

命は120とも言われているし300歳だと言う人

もいるが、私は120ぐらいだと思っている。が

んの予防が成功すると高齢の方向にがんの発

生がシフトしていく。そしてがんの発生年齢

が、この寿命を超えてしまえばがんの予防は

完全なものになる。今日本で大腸がんが増え

ているが、大腸がんのカーブは若年の方にシ

フトしている。
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私のアメリカの友人のワシントン大学のロ

エブ教授は、ある理論的な計算をした。もし

もビタミンEその他の抗酸化剤で、活性酸素

の反応をおさえ、突然変異の率を二分のーに

減らすことができたらお歳で発生する前立腺

のがんは135歳で発生することになる。 135歳

の前立腺がんというのはあまり心配しないで

もいい。

私はがんというものを、日本語で言うと

“天寿がん”と言うのだが、がんの発生をナチ

ュラル・ライフスパン、つまりヒューマン

ズ・アロッテッド・スパン・オブ・ライフの

ところまで延ばす。あるいはその発生をそれ

を超して遅らせることが非常に大切だと考え

ている。皆ががんを恐れないで、天寿の頃に

がんになってさっと亡くなる。それまでは健

康であると言うことである。

最近この他テロメレースとかアポトーシス

とかいろいろな問題が進歩してきた。時間の

関係で省くが、一つだけおもしろい例を紹介

する。西野博士がキリンビール株式会社の研

究所の方と共同してやっている。ファルネシ

ールジ燐酸からリューコペンというカロチン

の一種を作ることは植物についているある種

の細菌はできる。動物はここの酵素が欠けて

いる。そこでこの細菌からその酵素の遺伝子

を単離し、プラスミッドに入れる。植物の遺

伝子が動物の中でうまく読まれるようにいろ

いろの工夫を加える。その結果このプラスミ

ッドをNIH3T3細胞に入れるとコントロ

ールでは動物細胞では合成されていなかった

カロチンの一種が合成されるようになる。こ

れは植物の機能の一部を動物に与えたもので、

養殖している魚、例えばハマチなどにこうい

う遺伝子を入れると、そのハマチの刺身を食

べるとカロチンが一緒に入って来る。それで

がんの予防に役立つ。この種の研究は来週シ

ンガポールであるファンクショナル・フード

の研究領域で、先端を行くものだと思う。が

ι 
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んの予防に役立つものが我々が普通に食べる

ものに沢山はいっているようにすることが大

切である。

日本では中曽根元総理大臣、ついで大内元

厚生大臣等々が熱心で対がん十ヶ年戦略とそ

の2期目を推進した。現在、がん予防が重要

なプロジ、エクトとして入っている。予防には

老化、食物、ライフ・スタイル等々と関係し

ている。

がんの患者さんのうち、半分の患者さんは

治っている。社会に復帰している。半分の患

者さんは亡くなっている。これから遺伝子治

療、その他が進歩して、薬でも治る例が増え

てくる。それから診断も進んできて外科で治

る人も多くなって、今2人に l人が治ってい

るのが、 4人の内3人が治るようになるのは

時間の問題だと思う。

しかしながらもっと最も大切なことがある。

それは“がん”という全体のパイを小さくす

る事である。そのためには老化のことを考え、

関連の遺伝子変化の蓄積を考えて、そしてさ

まざまながんの予防に積極的に取り組むこと

が大切である。最後に述べたジーンプリペン

ション（geneprevention）という概念も大切と

思う。

これからはこの栄養、老化ということを考

えながらがんの対策を考えて、人々ががんに

かからないようにするということが非常に大

切である。そのためにはこの ILS Iの活動

が非常に役に立つと思う。それは研究を進め

るうえでも、それからそういう認識を国民、

或いは世界の人々に広めることからも、それ

から国際的な協力をする上でも、大変大切と

思う。益々 ILS Iの活動が盛んになるよう

に望んでいることを述べて私のお話を終る。

御静聴に感謝する。
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「栄養とエイジング：そのコンセプトの発展」

USD Aヒューマン・ニュートリション・リサーチセンタ一長、
タフツ大学教授

アーウィン屋 H・ ローゼンパーグ

・本原稿は第2回「栄養とエイジングj国際会議における基調講演をまとめたものです。

＜座長＞松尾光芳（甲南大学理学部教授）

栄養と老化一相関概念の発展一

先日、厚生省から「1994年簡易生命表Jが発表され、日本人の平均寿命は男性76.6歳および

女性83.0歳となっていることが明らかにされた。日本はここ10年間世界各国の中で最も平均寿

命の永い国である。今から100年ほど前の日本人の平均寿命は男女とも45歳以下であり、この

間に実に30～40歳の平均寿命の延長が見られたことになる。

このような平均寿命の驚異的な延長の理由は、第二次世界大戦後の日本経済の発展に支え

られた、衛生環境の改善による乳幼児死亡率の急激な低下、治療医学の進歩による結核を始

めとする感染症の克服、栄養環境の好転による動物性タンパク質および脂肪の摂取量増加な

どの複合的な生活環境の向上の結果であろう。

日本が世界各国の中で最長寿国であることから、現在の平均的な日本人の生活は長寿に対

する栄養の寄与を考察するためのよい研究対象になるものと考えられる。老化に関与する因

子は遺伝因子および環境因子に分けられる。栄養は重要な環境因子の一つである。遺伝因子

と環境因子の相互作用という観点からも、老化に対する栄養の関与は興味深い。老化につい

ては生理的老化と病的老化（いわゆる老年病）に分けて考える必要がある。栄養と老化の関

係を判定する基準としては、年齢別の死亡率ならびに老年病発症率が考えられよう。

老化に関係する現象には総て遺伝因子が関係しているはずである。老化に対する栄養の関

与については、各人種ごとに調べるとともに、各人種間で比較するととが重要であろう。現

在の平均的な日本人の栄養環境を決定している要因はおそらく生活様式（いわゆるライフス
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タイル）であろう。現状では、食糧供給事情や経済的条件は日本の栄養環境を左右する要因

になっていないからである。

病的老化の危険因子については、生活様式に支配される栄養環境の重要性が指摘されている。

中でも、動脈硬化症の危険因子はその代表的なものであろう。動脈硬化症は、コレステロー

ル、動物性脂肪、植物性脂肪、魚肉、食塩などを含む食品の摂取や喫煙、すなわち毎日摂取

する食品や噌好品の内容に大きく影響されることが認められている。

日本の栄養環境は、伝統的な和食素材である植物性食品および海産物に加えて、第二次世

界大戦以後にその摂取量が格段に高められた動物性食品の割合が均衡しているところにその

よさがあるものと考えられる。今後、喫煙、過度の飲酒、過食などの明らかに健康を害する

生活様式の改善が課題となろう。

松尾先生の話にもありましたように日本は

世界でも長寿国となっております。今回第2

回栄養とエイジングに関する国際会議、これ

は4年前が第 1回目でございましたが、第2

回目が再ぴ日本で開催されるということは意

味があると思います。私は今回このような形

で基調講演のためにお招きいただいたことを

非常に光栄に思っております。と申しますの

は私は4年前のこの会議の準備をさせていた

だいた発起人の一人でしたので、「栄養とエイ

ジングJの概念をこの4年間に遂げた研究の

進歩をお話ししてこの会議で確認していきた

いと思います。

統計的な面を見ますと日本は出生時の平均

寿命が世界でトップでありますが、これは特

に今世紀後半の成功によるものです。すなわ

ち乳児死亡率もコントロールできるようにな

り、また成人、高齢者全体の死亡率も世界で

最低レベルにすることができたからです。

高齢者の方々が最高の健康のクオリティー

と長寿を実現するためには、以下に述べる各

部門からのインプットが必要です。食事と栄

養，産業界の工業化によってもたらされた，恩

恵、そして公衆衛生、医療の充実、また経済

~ 

成長全体からも数多くの重要な寄与がなされ

ております。これらによりまして、さらに生

涯を通じての成長と発達が影響を受けるだけ

ではなく、後で強調させていただきますけれ

ど、成人病が増大し、それを制御することに

も影響を与えます。

その日本が世界ーの長寿国であるというこ

とはほかの国々のどこと比べても心臓、血管

系による死亡率をうまく制御しているからで

す。これはよく我々としても検討しなくては

ならない点であります。もう一つ強調したい

のは、栄養が健康と関係している新しい概念、

また小児、乳幼児期の栄養が長寿に関しでも

影響しているという考え方が20世紀末を迎え

るにあたって討論の重要なポイントとなって

います。妊娠時における環境が出生児体重と

関係し、その結果が後になって成人病（高血

圧症、心疾患、糖尿病）に関係してくるとい

う考え方です。

この研究を見ますと非常に初期の段階、例

えば胎児期においての栄養状態が乳児期の健

康・発育に影響を与え、更に50年も経って成

人病に関連してくるという事です。この新し

い概念というのを更に栄養とエイジングの概

/LSI.イルシー （No.45)95.12 
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念に関連付けて考えなければいけません。長

い間分かつていたこととしては、国の所得と

生産性、それから国民の身長がこの全体の健

康と死亡率に関連があるということです。

図1は、最近行なわれました、工業化にお

ける健康と福祉に関する会議におきまして、

シカゴ大学の GailAnn Miyoka Hondaと、ハー

バード大学の TedSheyが発表したものです。

この図は日本における今世紀前半の平均身長

がいかに伸びてきたかということを示してお

ります。 3地域（工業化した地域、農業地域

とその中間地域）で見ておりますが、このよ

161.5 
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図1 Fig. 1 Average Height of Recruits by Prefectural Type in Japan. Industrial 
= less than 40% of laborforce in agriculture in 1930; intermediate = 40% to 
60% of laborforce in agriculture in 1930; agriculture = more than 60% of 
laborforce in agriculture in 1930. See Taeuber (1958), 88. Source : 
Calculated from Shay (1986), appendix. 
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うに段階的に身長が伸びてきたということ、

それが工業力とも関連していて、全体の所得

とも関連しているということです。そして図

にはありませんが、今世紀の後半にこれが非

常に加速していて、これが長寿そして健康と

密接に結び付いていると考えられます。

図2は同じ研究からのデータでありますが、

これは日本におけるヒューマン・デイベロッ

プメント・インデックス（HDI）で、 1940

年を1.0として1897年から1940年を図示してい

ます。 HD Iというのは国連で作定されたも

のであり、生活水準をより包括的に計ろうと

言うのがその目的で、単に所得だけではなく

て総合的な尺度となっております。このHD 

Iの作定の根拠といたしましては、人々の選

択肢を増やすプロセスを提供しなくてはいけ

ない。長く健康で生きる、教育を受ける、そ

して真っ当な生活水準のために必要な資源に

アクセスが得られるという選択肢が必要です。

その1990年の報告では130か国についてありま

すが、その中で日本のHD Iが最も高く、

0.9 

話0.8

~ 0.7 
r:: 
~ 0.6 
c. 
..Q 0.5 
＠ 

~ 0.4 
a o.3 
5 0.2 
工

0.1 

0.996でした。基礎になった数字は出生時平均

寿命が78歳、そして成人識字率が99%、そし

て一人当たり実質GD Pが13,135ドル／年な

どです。 そして更に分かつてきたことは身

長はこの栄養状態、公衆衛生、経済の指標と

いう形で健康に関連しているだけではなくて、

胎児の発達、出生時の栄養状態とも関連して

いるということです。イングランドのサザン

プトンについてBarkerらの研究報告も、また

ノルウェーからの報告もこの考え方を支持し

ています。この後の健康状態が胎児期のごく

初期、そして乳児期の初期に決定されるとい

うことです。こういった知見の一部が根拠と

なりまして経済的な投資の理解が高まってき

たわけです。

シカゴ大学の経済学者である1994年ノーベ

ル賞受賞者RobertFogelは、受賞講演の中で健

康に対しての投資という概念を述べておりま

す。

今世紀前半には低栄養、そして不健康の体

が問題視され、高齢者または小児期、そして

図2 Fig. 2 Human Development Index for Japan 1897・1940.HDI for Japan in 
1897 = O ; HDI for Japan in 1940 = 1. Source : Life expectancy, Nihon 
teikoku jink6 seitai t6kei, various years 1898, 1903, 1908, 1913, and 1918, 
and Nihon k6seish6, Daij的 kanb6t6kei ch6sa bu, 1920-1940; Literacy 
rates, Taira (1971); per capita GDP, Ohkawa et al. (1974), 227, and 
Umemura et al. (1988), 169・171.
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母親の人生にとって重要な関心時であったわ

けですが、特に乳児、小児期の低栄養が大き

な対象となっていました。今世紀末に近づき、

全世界で高齢化が進む中で、特に例えば日本

のような先進工業国では成人病関連疾患が

我々の健康問題で益々重要性を増しておりま

す。

2 0世紀末になるにつれて、心疾患、がん、

糖尿病、肥満、そして骨粗怒症といったよう

な慢性的な成人病疾患の擢患率、死亡率が高

まり、医療費などに大きな影響を与えるよう

になってきました。成人平均年齢が上がって

くると共にこういった擢患率が高まるからで

す。我々の研究によりますと、これは食事と

栄養に非常に密接に関連し、身体を動かすこ

と、或いは禁煙によってリスクを軽減させら

れます。

2 0世紀の後半になって、栄養と食生活が

健康と疾患の概念に結び付くようになり、画

期的な研究報告が出されました。明白な栄養

欠乏が減少し、「脚気J、「ペラグラ」、「壊血病J
が克服されております。それに対して 7つの

ノーベル賞が授与され、その結果として生化

学、酵素化学の基盤ができました。今世紀の

終わりに近くなって栄養学とバイオメデイカ

ル・リサーチに革命的研究成果が生まれまし

た。食生活と成人病疾患の関連性が明らかに

なりました。特に重要な死因である心臓血管

系の疾患や「がん」との関連が明らかにされ

てきました。肥満、糖尿病、白内障、痴呆症

などに関連しての栄養のファクターが確立さ

れ、米国では心臓血管系の疾患はここ30年の

聞に40%低減しております。

基礎的な栄養学、生化学、生理学、分子生

物学、疫学などの研究が協力してこの様な疾

患の多くを予防する基本をつくり、クオリテ

ィー・オブ・ライフ（Q0 L）のコストにも

大きな影響を与えております。我々の栄養科

学に関する知識を更に広げて成人病疾患に関

/LSI.イルシー （No.45)95. 12 

連した機能低下を緩和させなくてはいけませ

ん。そしてこの疾患と能力減退を大幅に遅延

させて医療費を節減し、 Q0 Lを高める必要

があります。

手4どものリサーチ・センターではこのエイ

ジングに関しまして、そして廃疾の予防につ

いていくつかのアプローチがされています。

それはDr.R. M. Russell他の老人医学、老人医

学のパイオニアの考え方で強調されているの

は、成人生活の年数でありますが、 Q0 Lの

基盤になっている機能が加齢と共に低下して

いくということです。そしてどの程度の低下

が生理学的に決定されるのか、遺伝的に決定

されるのか、どの程度が我々の習慣やライフ

スタイル、栄養状態等に影響されるのかとい

うことが問題になるわけです。そして研究が

進むに連れて益々はっきりとわかってきたこ

とは機能低下を予防することができる、すな

わち全体的に遺伝的に決定されているわけで

はないということがわかりました。図3に機

能低下のモデルを数本の線で示していますが、

傾斜の強い線の例では、あるところまで低減

しますと廃疾の状態に早く到達します。そし

てこの状態が余生、かなりの期間続くという

可能性があるわけです。

一番傾斜の緩い線で見ますと、この人の場

合はその機能低下の速度がず、っとゆっくりし

て廃疾状態に達するのがほぼ生涯の最後のと

ころです。この両者のQ0 Lの違い、健康医

療コストの違いは大きなものとなります。

この真ん中の線の人を見ますと、ある程度

機能が低減してくる、これは加齢と共にある

いは疾病によってですけれど、ある時点で栄

養的な関与をすることによってこの傾きを変

えられるということです。それによってこの

廃疾状態になるのを l年、或いは何年か、或

いは何十年も遅らせることができるかもしれ

ないということです。例えば心臓血管系のこ

とをいっている場合にもそうですし、視覚や

L」：
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Fig. 4 Nutritional Modulation of Degenerative Disease 
Postponement of Disability, Loss of Bone Mineral Mass 

図4

Age 

Fig. 3 Nutritional Modulation of Degenerative Disease 
Postponement of Disability 

図3

クを持っている人に対してビタミンDを投与

すると、この曲線の傾斜、勾配を変えること

ができて、このディスアピリティー （廃疾）

ゾーンに突入する時期というのをず、っと遅ら

せることができるということです。

中枢神経系に関してもかな りの効果が上がる

はずです。これからいくつか例を挙げて説明

したいと思います。

く筋肉の増強による老化防止＞

老化と共に筋肉量と脂肪組織量に変化があ

り、機能的にも重要な変化であって、この二

つが関連しているということです。CTスキ

ャンで80歳の男性の大腿部の断面と40歳の人

とを比較しました。顕著な違いとしてはこの

高齢者の場合には大幅に筋肉の量が減少して

いる。そして皮下脂肪が増加しているだけで

はなくて、その筋肉層全体に脂肪が増えてき

ているということです。筋肉量が減少すると

いう事が、それに対応する機能低下、そして

この強度低下につながるということです。こ

れはコントロールできるはずです。

75歳の男性ですがその身体的に非常に活動

レベルの維持ができている人がいます。そう

いう場合には40歳の人のようなCTスキャン

の像が得られるわけです。もう一つわかって

いることは、機能低下はあきらめる必要がな

いと言うことで、数多くの報告がボストンか

/LSI.イノルシ－ (No.45) 95.12 

く骨粗懇症の予防＞

骨粗懇症を例にして図4で説明します。骨

の量が低減していきますとディスアピリティ

ー・ゾーンに入り、ここに到達すると骨折率

がず、っと高くなるということです。骨粗懇で

問題になるのは実際的には骨折による，寵患で

あり、それによって死亡率が高まると言うこ

とです。

この傾斜を変える事ができればリスクを低

減することができる。そして医療コストも大

幅に低減することができます。今でもわかっ

ているのは骨粗怒のリスクを栄養を通じて、

低減することが可能で、適量のビタミンDを

投与することにより、この傾斜をかなり変え

ることができます。フランスからの報告があ

りますが、実際に骨折予防が可能であるとい

うことです。それは適量のビタミンDを高齢

者に投与するのですが、ビタミンD欠乏症の

リスクを持っている人に対して投与して効果

があった。皮膚内でこのビタミンDを合成す

る能力が欠落しているためにそういったリス

己
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らまたアメリカ全国からありますが、たとえ

90歳になっても運動することによって筋肉を

つけることができる。そして大幅に筋力を向

上させることができ、それによりバランスが

よくなり、転倒による骨折を予防することが

できるということです。

最近、ボストンで行なわれた 4グループに

分けて下肢の筋力を測る実験が報告されまし

た。グループ 1は10週間運動をする，グルー

プ2は運動プラス栄養補強を行なう。グルー

プ3は栄養補強のみで、グループ4は全く何

もしないという場合で比べております。この

運動や栄養補強によって、筋肉に対する影響

を見ると、大きな差がありました。対象とな

った方々は平均年齢が83歳だったのですが、

ほとんどの対象が75歳以上でした（図 5）。こ

ういった運動することによって引き続き筋肉

の量を維持することができるということです。

栄養士の方にあえて申し上げることはないと

思いますが、筋肉の量と脂肪組織量というの

はエネルギー要求に密接に関連しております
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し、この食欲にも重要なファクターです。し

たがって運動と栄養の関係を理解して機能を

維持するということもまた廃疾を予防する重

要なアプローチとなります。

く免疫機能低下の予防＞

次の問題は老化に伴う免疫機能の低下です。

リンパ球を invitroでの反応を見ると確かに低

下していて、また皮膚、例えばこういった過

敏性反応のスキンテストをしてもそれがよく

わかります。我々の研究所での研究によりま

すと、高齢者の免疫機能の低下に栄養は大き

な影響を与えるということがわかりました。

免疫改善作用にはビタミンEやビタミンB6で

認められており、後でRussell先生が詳しくお

話してくださることになっております。免疫

機能が低下すると「がん」にかかりやすくな

る、また感染症にかかりやすくなるのですが、

これは仕方がないと片付ける問題ではなくて、

食事と栄養によってこれを変えることができ

ます。したがって食事と栄養は高齢者の健康

Exercise巴ffect
P=0.0081% 

Exercise Ex. + Supp. Supplement Control 

，ιSI.イルシ－（No.4.勾 95.12

Group 

国5 Fig. 5 Changes in Lower Extremely Muscle Strength 
Boston FICSIT Study 
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状態に大きな影響を与えることができるわけ

です。

く白内障の予防＞

アメリカで行われている高齢者の手術で一

番多いのは白内障の手術であります。白内障

というのは視力低下の原因となりますが、水

晶体の透過性が悪くなるからです。アメリカ

だけでなく各国の高齢者がかなりの割合で白

内障に握っています。

白内障の発生機序もかなり判明してきまし

たが、水晶体のたんぱくが変性し、一部が結

晶化すると透過性が低下して視力障害を起こ

します。たんぱくの変性は恐らくフリー・ラ

ジカルによってダメージを受け、酵素による

部分的加水分解が起こるからだと考えられま

す。

もしこのような酸化によるダメージを減ら

すことができれば白内障の発症を遅らせるこ

とができ、沢山の人が手術を受けなくて済み、

医療費が削減されるわけです。

疫学調査によると、ピタミンC、ビタミン

E、カロテンなどの抗酸化性の栄養素の摂取

量が低い人は白内障に権り易いことがはっき

りしてきました。白内障の発症年齢が有意に

下がってくるということです。

この結果を考えると、それらの抗酸化性栄

養素を補足する介入試験を行えば、白内障の

発症を遅らせる可能性が見えてきたと言えま

す。

これらの人々のQ0 Lに、また医療関係の

方々に大きなインパクトを与えることができ

るでしょう。

く血管障害の予防＞

心冠状動脈に障害が起これば心筋梗塞、脳

血管に起きれば脳卒中というように、血管障

害は成人病の要因であり、「栄養とエイジング」

に大きく関係する問題であります。加齢に伴

!..!! 

う認知機能の低下、特にアルツハイマー病の

一部も血管の障害によると考えられていて、

それぞれ栄養の影響も関与することがわかっ

てまいりました。

25年前のことですが2歳の子供の頚動脈に

顕著な閉塞が見つかり、これが新しい血管閉

塞性疾患の原因追求の端緒となりました。こ

の子供は遺伝的な欠陥があり、ホモシステイ

ン尿症であることがわかり、血中のホモシス

テイン濃度も高い。これはメチオニンから代

謝されたと考えられるアミノ酸で、タンパク

質に取り込まれないアミノ酸であり、メチル

基ドナーとしての生理活性が高い。このアミ

ノ酸が血管の閉塞を起こすことと関係するの

ではないかと考えられ、その後の調査・研究

によって、遺伝的な異常がなくともホモシス

テインの血中濃度が高いと血管障害の発症に

つながることがわかってきました。この重要

な新しい危険因子は、コレステロール（LD 

L）のような脂質由来の因子とは全く独立し

たものです。

New England Journal of Medicineに発表され

た高齢者集団を対象にした調査によると、男

女共に血築中のホモシステイン濃度と頚動脈

の狭窄の度合いとが強い相関を示しているこ

とがわかりました（図 6）。このような血管狭

窄があることは高齢者に少なくとも 3種以上

の機能障害をもたらす可能性があります。

このホモシステイン血中レベルに影響を与

えているのが、葉酸，ビタミンB12，ビタミ

ンB6で、いずれもホモシステインの代謝と関

係してる栄養素です。

これをグラフ化したのが図 7で、ホモシス

テインが一番低い人は葉酸， V-B12が一番

高い人であることがわかります。 V-B12が

低いとホモシステインが上がり、葉酸が低い

とホモシステインが上がっています。図示は

していませんが、 V-B6も同じ傾向がありま

した。

/LSI.イルシー （No.45)95. 12 
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これらのピタミンを投与することによって

ホモシステインを下げられることがわかりま

したので、心臓血管系の障害を低下できるか

の介入試験を行いたいと考えております。

今までは食事中の脂肪やコレステロールを

減らすことに重点が置かれていましたが、こ

れからは別の栄養素も重要視する必要がある

と考えられます。葉酸， V-B12, V-B 6 

は野菜，果物に多く含まれますから、それら

を食べることによって血管障害のリスクを下

げることができると思います。高齢者にはビ

タミンBグループの欠乏が30%位あることが、

/LSI.イJレシー （N・。.45)95.12 L」：
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感度の高い測定法で測ることにより判明し、

ホモシステインとの関係がよりはっきりして

ゆくでしょう

このように血管障害の予防さらには認知機

能の低下を防ぐには、栄養がいかに重要であ

るかを研究してゆく必要があります。

く栄養とエイジングのこれからの課題と勧

告＞

基礎研究、そして集団研究によりまして是

非臨床試験が必要だということがわかってま

いりましたが、費用がかかります。臨床試験

のメリットは非常に大きく、高齢者人口が増

えると共に、成人病疾患のリスクを食事とか

栄養の介入によって変えることができるとい

うことははっきりしております。これは国際

的にもまたアメリカだけを考えても優先順位

が高い課題であります。

ですから栄養の研究というのが健康増進、

そして予防医学において最も重要であり、そ

れが民間、公的な機関での協力、さらには国

家間での協力によって行われなければなりま

せん。栄養科学の応用というものが非常に大

きなメリットを呼ぶと考えられます。

アメリカにおきましては心臓血管系の疾患

により年間800億ドルかかり、肥満は860億ド

ル，骨粗繋症は100億ドル治療にかかっていて、

白内障の手術には50億ドルぐらい必要であり

ます。ですから栄養とか食事とかのアプロー

チによりまして、例えば心臓疾患の発症を遅

らせる。骨粗霧症、白内障を遅らせると、何

百億ドルのメリットになるだろうと考えられ

るわけであります。クリントン大統領経済担

当官のL.Tysonは、医療に、そして健康産業

に投資した場合のリターンは50%位だと言っ

ております。食品メーカ一、食品加工業者、

政府、そして栄養食品科学の研究所はその方

向に力を向けるべきです。恐らくそのために

は国際的なイニシアチブが非常に重要であり、

と2

この会議で得られる様々な洞察、 ILS Iが

伝えてくれるイニシアチブが大いに寄与いた

します。どの国にとりましても栄養の研究、

そして栄養に関するプログラムを中心として

これから健康問題を扱っていくべきであろう

と思いますが、農業の専門家やバイオテクノ

ロジー、食品科学の専門家の方々の協力が必

要であります。それによって食事の改善、そ

して疾患の予防、健康の維持といったものが

可能になるでしょう。食品メーカ一、加工業

者、そして消費者は共通した関心、即ち栄養

と健康について持っています。その関係を入

念に組み上げるのが栄養、及ぴ食品科学の役

割であります。国際的に組織化された食品栄

養研究というものが非常に必要でありまして、

この会議が国際的な科学及び健康について協

力関係を得る先駆となるでしょう。それはど

の民族、そして世界にとって大きな投資とな

ります。この国際会議その他から得られる刺

激が今迎えようとする20世紀の終わり、そし

て来るべき21世紀の始めに当面して何をすべ

きかを教えてくれることを望みます。ご静聴

ありがとうございました。

/LSI.イJレシー （No.45)95. 12 
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特集 I 第 2回「栄養と工イジング」国際会議を終えて
一一一一一 これから始めなければならないものは何か？

日本国際生命科学協会副会長
国際会議組織委員会委員長

木村修一

長いあいだ私にとっては「夢jであり、ま

た大きな「ストレスJでもあった第 2回「栄

養とエイジングJ国際会議を無事終えること

が出来ました。多くの方々のご協力をつくづ

く感じさせられたイベントでした。その終わ

ったときの気持ちを一口で言うとしたら、「満

足感を併せ持ったほっとした気持ち」とでも

いうべきかもしれません。角田会長はじめ事

務局、そして会議の運営に携わった方々の共

通の気持ちだったのではないかと思います。

この領域での内外のトップクラスの研究者に

よる研究発表が行われ、出席者も最初予定し

た400人という人数をオーバーし、どのセッシ

ョンも熱のこもったレクチャーと熱心な討論

で、時間の経つのを忘れさせるほどの盛り上

がりを示していたことは誰もが認めることと

思います。最後のセッションというのは、一

般に聴衆が少なくなりがちで、主催者側が気

を採むのが常ですが、今回の会議では、最後

の日までたくさんの方々が熱心に討論に参加

されており、主催者側を代表して総括の言葉

Special Issue: 
The 2nd International Conference 

on”Nutrition and Aging" 
I . A Summary of the 2nd 

International Conference on 

”Nutrition and Aging" 
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を述べたときは、正直に言って、私は感激の

ために胸が震えたことを今でも思い出すこと

ができます。今、少しずつ時聞が経ち、周り

の方から「とても魅力的で、内容の充実した

学会でしたネj、「ホテルでやるよりも昭和女

子大でやったことが、むしろ集中して話が聞

けて勉強ができたように思いますヨムあるい

は「もっと多くの人に聞かせたかった」とい

ったさまざまな感想が寄せられ、“おだて”も

考えなくては、と思いながらも、好意的な言

葉には、本当に嬉しくなってしまいます。準

備で苦しかったことなどすっかり忘れさせて

くれるのは有難いことだと思うこの頃です。

私の勤めている昭和女子大学のご協力も暖か

いものだったと思います。学長はじめ、いろ

いろとお骨折り頂いた大学関係者には厚く感

謝申し上げなければなりません。

今回は、ずいぶんと早い時期から、「どのよ

うなテーマで、どのような演者にお願いした

らいいかjといったことについて、プログラ

ム委員会でデイスカッションを重ねてきまし

SHUICHI KIMURA, Ph.D. 
Vice President, ILSI JAPAN 

Chairman, 

Organizing Committee 
for the 2nd International Conference 

on”Nutrition and Aging 
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たし、この時世ですから、誰もが引き受ける

のを嫌がる財務委員を引き受けて下さった委

員の方々に地道な活動をしていただき、感謝

しなければならない方々がいっぱいおられる

ことを強く感じているのです。

手伝ってくれた私の教室の学生たちから、

「会社では偉い方々であろう人たちが、アルバ

イトの人たちと同じように、使い走りのよう

な仕事にまで、一生懸命に動き回っているこ

とについてj驚きと感嘆の言葉を聞き、これ

こそが、この学会を気持ちのよい素晴らしい

ものにすることに成功した最も大きな人的背

景だったのだと思うのです。

それにつけても、これだけ多くのILSI

JAPANのメンバーがそれぞれの知恵と力を結

集して立派な仕事をやり遂げたという、この

連帯感を味わえたことは、私にとっては、得

難いエネルギーの充填の機会になったことは

確かなことです。

さて、私たちは国際会議を終えて、満足感

を抱きほっとしていますが、ここで一息つい

たら、次にしなければならない行動は何なの

でしょうか。イベントの会議が成功したと言

うことは、そのまま認めるとして、これでこ

己

の会議はすべて終わったのでしょうか？ 終

わればそれで万々歳なのでしょうか？ それ

は違うと思うのです。

ローゼンパーグ教授と杉村先生の基調講演

を同時に聞くことの出来る会議などというの

は、そんなにあるものではありません。

学会ならば、それでいいと思いますが、わ

れわれの会は、そこで得られた知見をもとに

して、これを広め、社会に具体的な形で提案

できるところまで追求する必要があろうかと

思うのです。

I L S Iの本来の役割として、栄養に関す

る情報を正確に学術関係者、栄養士を始め、

一般大衆まで含めて伝達することがあります。

今回の国際会議のプロシーデイングスを発刊

する作業と共に、栄養とエイジングの関連学

術文献の調査、翻訳、整理を進め、多面的研

究業績を分類し、モノグラフにまとめ、発刊

できればと考えています。

したがって、学会で発表された知見を正し

く記録し、これを広め、これを実際に食品あ

るいは薬品あるいはまた家庭での生活にまで

届ける役割を持っているのではないでしょう

か？ 高齢化社会での具体的な食のパターン

を作り出して行く位の意気込みが必要と考え

/LSI.イJレシー （No.45)95.12 
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ます。そのようなことから言えば、会議の成

功は第一段階と言えるのではないでしょうか。

われわれにはとりあえず、今回の会議のプロ

シーデイングスを編集する仕事も残っていま

すし、この成果をどのように活かして行くか、

について考えなければならないことは多いと

思います。

後になってみると、反省すべき点も多々で

ています。しかし、この「栄養とエイジングJ
国際会議で発揮されたエネルギーが、 ILSI

JAPANを引き続き発展させるための自信につ

ながって行くものではないか、と、私は秘か

/LSI.イJレシー （No.45)95.12 

に期待しているのです。そのエネルギーを持

続し、次回の「栄養とエイジング」の国際会

議に向けて、最新情報の継続的な収集と解析

が不可欠だと思います。ILSIJAPAN会員の積

極的な参画を切に希望します。

以下は、プログラム委員会メンバーが分担

して、各セッションの講演内容のエキスをま

とめたものですので、出席された方はもう一

度反すうできると思いますし、出席出来なか

った方は、その内容が如何に現代的意義のあ

るものか、そしてその内容の深さの一端を知

ることができょうかと思います。

f.32 
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特集 E 各講演の要点

国際会議プログラム委員会

セッション 1 : エイジングに偉う泊化智雄能の変｛t

座 長

消化管上皮の細胞更新のメカニズム
大腸内細菌と栄養

＊細谷憲政（女子栄養大学大学院教授）

岩永敏彦（北海道大学教授）

セッション 1

エイジングに伴う消化管機能の変化

杉村隆先生（国立がんセンター名誉総長）

の「エイジングとがん」、アーウイン・ローゼ

ンパーグ先生（USD Aヒューマンニュート

リッションリサーチセンター長）の“栄養と

エイジング”の 2つの基調講演に引き続き、

生理的加齢現象と栄養問題のセッションとし

て、細谷憲政先生（女子栄養大学大学院教授）

に座長をしていただき、エイジングに伴う消

化管機能の変化の問題が取り上げられた。

第一回の栄養とエイジングの国際会議では

細田四郎先生から加齢に伴う消化管の機能変

化を運動機能、消化吸収能、免疫能等多面的

に知見が紹介され、シャーウット・ゴーバッ

グ先生は主として腸内菌叢の役割と栄養との

関連を取り上げられた。

Part II : Program and Overview of Session 

己

坂田 隆 （石巻専修大学助教授）

今日の一人目の演者岩永敏彦先生は話題を

消化管上皮の細胞更新のメカニズムに焦点を

当て、豊富な顕微鏡写真や、モデlレ図を駆使

して判りやすく解説された。

消化管上皮の細胞の更新のメカニズムに関

して、消化管を扱う各分野の学者の最大関心

事の一つであった。

① 寿命を終えた腸上皮細胞の運命；陰簡で

増殖し、繊毛の先端で寿命を終えた細胞が上

皮の持つパリヤー機構を破壊することなく更

新される処理機構を岩永、藤田グループが発

見した。この内モルモット型と称される方法

では、繊毛先端部でアポトーシスにより上皮

細胞は死を迎える。上皮細胞は管腔側の細胞

質を残して分断され、膜に包まれた小球状の

細胞片になる。上皮内でアポトーシスを起こ

した細胞は管腔内に捨てられる場合が多いと

Program Committee 
TAMOTSU KUWATA 
KAZUMI OSADA 
KAZUO SUEKI 
YOSHIAKI OTA 
HIROAKI HAMANO 
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NUTRIγION AND AGING 

されるが、腸では粘膜固有層のマクロファー

ジによって貧食される。貧食されずに残った

管腔側の微減毛を付けた板状の部分はその後

も残る。上皮細胞をつなぎ止める細胞接着装

置はこの部分に限局しているため、この状態

でも上皮のもつパリヤー機構は維持されてい

る。

ラット型と称される処理法の場合、繊毛の

先端部で上皮細胞の死が認められ、老化した

上皮細胞は丸ごと管腔内に脱落する。脱落す

/LSI.イJレシー （No.45)95. 12 

る際に、上皮のすき聞ができて上皮のパリヤ

ーが破壊される可能性が指摘されたが、実際

には細胞接着装置がジッパーのような動きを

するので、パリヤーは維持されると考えられ

ている。ラット型で上皮細胞が更新するのは

マウス、ヒトである。

② 腸上皮細胞のアポートシス誘導機構；上

述のアボートシスは細胞外からの様々な因子

で誘導されているはずである。

免疫組織化学や電顕での観察から、細胞傷

己
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害活性の強い上皮内リンパ球（ IEL）の内

γδ 型のTリンパ球が繊毛先端部で上皮細胞

を攻撃し、アポートシスを起こしていること

が証明された。

③マクロファージ、リンパ球と腸の病態；腸

上皮細胞の処理に関わるマクロファージやリ

ンパ球の異常が腸の病気につながる場合が少

なくない。カラギーナンや硫酸デキストリン

等の経口投与により潰蕩性大腸炎のモデルを

作ることができる。このモデルでは大腸にお

ける粘膜傷害の進展と平行して、硫酸多糖体

を取り込んだマクロファージが著しく増加す

る。

小麦たん白のグルテンに対する不耐症（セ

リアックスプルー）は繊毛の消失を伴う大腸

疾患で、上皮内の細胞傷害性リンパ球の著し

い増加が特徴である。上皮細胞のアポトーシ

スを強く誘導する結果、繊毛の短縮、消失を

来したものと考えられる。

セッション lの2番目の演者坂田隆先生は

“大腸内細菌と栄養”の演題で、細菌と大腸の

相互作用、大腸の部位差、大腸内細菌の生態

系、大腸の機能、短鎖脂肪酸の作用、大腸の

加齢変化とテーマを分割し理解しやすく講演

された。

①大腸は連続的に異なった区域から構成され

ている。；大腸を三つの機能的に異なった区

Age-related Changes concerning Large Intestine 

OBSERVED POSSIBLY 

Increased substrate influx More energy from LI 

Less enteric nerve celfs Less mixing 

Indifferent transit time Altered sensors 

Changes in food habit 

基質流入の増大 大腸でのエネルギー吸収

腸神経細胞教の減少 撹梓の低下

大腸内滞留時聞は変化せず 物理・化学受容の変化

食習慣の変化

b! 

域（盲腸、結腸、直腸）に分け、形態学的差

異、運動能、生理機能について概説した。

②大腸内細菌叢では細菌の代謝、大腸内に生

息する細菌叢の棲みわけ、細菌の代謝の変化

を見分けるメカニズムを論じた。

③大腸の機能として糞を形成する過程を解説

した。興味深い事として、細菌の活性とその

代謝物が糞塊形成に影響している点であった。

抗生物質の投与や経腸、経管栄養、大腸バイ

パス術により基質の流入量の減少は細菌の活

性低下をもたらし、腸の萎縮や下痢が発生す

る。

④ 短鎖脂肪酸の作用としては、大腸で産生

した95%以上は単純拡散輸送系で吸収され、

一部は大腸上皮細胞に利用される。残りは全

身のエネルギープールに入る。大腸上皮細胞

で利用されるのはプロピオン酸と n－酪酸で

ある。短鎖脂肪酸は大腸の食塩、水の吸収と

重炭酸塩の分泌、結腸からのアンモニアの吸

収を促す。最近の研究ではCa 、Mgの大腸

からの吸収も短鎖脂肪酸により促進される事

が判明している。ラット醇細胞の培養細胞を

用いた実験結果によると、酪酸はインシュリ

ンやグルカゴンのmRN Aの発現を安定させ

るだけでなく、遺伝子転写も刺激する。その

他、消化管上皮細胞の分裂に対する作用や消

化管運動に対する作用等が紹介された。

⑤ 大腸機能の年齢による変化としては、老

化した動物の小腸の消化、吸収機能の減少は

未消化の発酵性物質の大腸内流入量が増加す

る。

基質流入の増加は細菌叢に影響し、産生さ

れる代謝産物も増加する。老化したヒトでは

腸の神経細胞数は減少し、大腸の運動能にも

変化が見られる。栄養代謝における大腸の機

能を充分に理解する事が高齢者の栄養問題に

とって重要である。

（桑田有）
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セッション 2 : エイジングiこ偉う島体的変位~~最重勤畢

座 長

高齢者の免疫機能における栄養の役割

エイジング過程での運動と栄養の役割

セッション 2の最初の演者坂本元子先生は

“高齢者の免疫機能における栄養の役割”の演

題で講演された。

最初に生体防衛機構 （バイオフ イラキシー

ネットワーク）全般の概念を判り易く解説さ

れた。このネットワークは①皮膚表面での物

理的作用や脂肪酸等の殺菌作用や涙、唾液、

泌尿器系の分泌物の殺菌作用に始まり、②補

体系の溶菌、殺菌、 ③赤血球の免疫粘着反応、

④好中球やナチュラlレキラー細胞による食菌、

殺菌、⑤マクロファージによる食菌、抗原提

示、ついでTリンパ球からの情報による Bリ

ンパ球の抗体産生に到る一連の防衛機構であ

る。いわば外からのインベーダーの侵入に対

して 体の中では外濠、内濠、本丸のような

段階で防御の仕組が出来ている事を説明。

加齢に伴いこのネ ットワークの各段階での

/LSI.イJレシ－ (No.45) 95. 12 

＊佐藤 昭夫（東京都老人総合研究所副所長）

坂本元子（和洋女子大学教授）

鈴木正成 （筑波大学体育科学系教授）

機能が低下し、易感染性となったり、自己免

疫現象が見られるようになる。

最外層の物理的パリヤーとしての皮膚では

フイプロプラストの代謝回転やコラーゲンの

生成が衰退し、外傷の回復が遅れ、各種の粘

膜での分泌物量が低下する。非特異的な液性

因子が関与する第二の段階では、補体溶血活

性、オプソニゼイシヨン、マクロファージ貧

食誘導も低下する。食細胞が防御にめく第三

段階では、マクロファージの総数、 NK細胞

の活性低下、単球の移動停止、多形核白血球

の殺菌作用、過酸化水素による異物破壊は減

弱する。好中球の総数は変化しないが機能は

低下する。防御の最終段階の抗体産生量では

IgGや分泌中のlgA含量は低下する。

T細胞産生器官の胸腺は形態、機能ともに

変化する。T細胞ではCD-4、8で認識さ

己
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れる細胞は減少してくる。一方で各細胞の数

や機能について変化は見られない。

補体系に対する加齢の影響については、坂

本先生の得意とする分野なので相当時間をさ

かれた。補体系微生物の食菌、炎症反応の増

強、免疫複合物の清掃、細胞溶解、各種の調

節因子についての新しい情報によって免疫学

の中で再び注目され始めた。

補体系は、古典的経路、二次的経路、レク

チン経路の3つの活性経路があり、調節因子

を入れると 14の成分がある。発見された順に

C-1から C-9となっていて、血清や膜の

表面には、補体が自分の細胞を攻撃しないよ

うに調整する成分がある。

補体系は 5つの主要な役割を持っている。

①侵襲異物の認識と捕捉、②異物の捕捉と搬

送、③食菌時のオプソニン作用、④異物の溶

解と殺菌、⑤補体の調節作用による宿主細胞

1nvaders 

の維持である。

一方、赤血球上には補体のレセプター C

R-1～C R-4があり、異物を認識、捕捉

し血流を経て肝臓へ運び、肝臓で異物の処理

が行われる。赤血球は酸素や栄養物を組織や

器官へ運搬することが良く知られていたが赤

血球のレセプターを介した補体系を活性化し

て免疫能の維持が注目されてきている。

加齢と共に低栄養は免疫機構を各ステージ

で破たんさせるので、たん白、エネルギーの

適正確保と合わせて、各種のビタミン（A,

B群C）や鉄、亜鉛、銅、セレン等の微量元

素類の欠乏も免疫反応に関与するので、低栄

養に傾く高齢者にあっては、感染症、自己免

疫疾患が誘導されないよう充分な栄養が必要

であろう。

セッション 2の2番目の演者鈴木正成先生

は“エイジング過程での運動と栄養の役割”
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の標題で講演された。

鈴木先生は自ら実践し、その効能を証明し、

更にマスメディアを通して一般大衆への普及

啓蒙に努めているダンベル体操の紹介と米食

が高齢者の主食として適する事に重点を置い

て解説された。

始めのエイジングと運動に関しては、中年

からの健康作りには筋肉量の低下を抑え、代

謝活性の上昇を介しての基礎代謝増加をもた

らすエアロピック・レジスタンス運動が適す

る事、エアロピック運動（水泳、ジョギング、

ウオーキング等）のみでは筋肉の有酸素エネ

/LSI.イノルシ－ (No.45) 95. 12 己
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ルギ一代謝能の上昇、高脂血症、高血圧、高

血糖、肥満の解消にはつながるが、基礎代謝

に関与する筋肉量の増加にはレジスタンス運

動を加える必要がある事を指摘。

ダンベル体操は屋内でも手軽に実践できる

エアロピック・レジスタンス運動であり、エ

アロピック運動で期待される効果に加え、筋

肉量を増し、外力から骨を防護しさらに骨形

成を促進、骨粗繋症の発症予防に効果的であ

る事を示された。

中年期以降の健康維持には食事（栄養）と

共に運動、休養をバランスさせる事の重要性

を示された。

健康高齢者の為の食事のテーマに関しては

米食を中心とした日本的食生活が理想的であ

る事を強調された。中年期以降基礎代謝や脂

質代謝が低下し、肥満や心臓疾患の発症が増

加するが、日本人は加齢と共に自然と脂肪含

量の低い食事を選択するようになる。これは

乳幼児期から成育する段階で米を主食として

多様な食経験を積んでいる事が要因となって

いる。小麦やジャガイモと比較した場合、ご

はんの副食は 油や脂肪の使用の有無を答わ

ず、いかなる種類の食物や素材を多様な調理

法を用いて採用できるが、パン食の副食は何

んらかの形態で油脂の使用は避けられない。

この主食が米か小麦かで食事に占める脂肪エ

ネルギー比が異なる。米を主食とすると巾広

い脂肪エネルギーが選択でき、中年期以降の

日本人の食事では抵抗なく低脂肪に移れるが、

パンを主食とした場合には、脂肪由来のエネ

ルギー量が落せない。このような事から主食

の米の良さを強調された。

（桑田有）

セッション 3 : エイジンゲ主食行動・雄貴・晴好の蜜住

座長

食行動のメカニズムと栄養

味覚の分子生物学的解析

味覚臭覚の加齢変化：

栄養と免疫との関わり合いについて

本セッションでは、エイジングと食行動・

味覚・曙好の変化に関して 3人の演者がそれ

ぞれ「中枢」「末梢の分子生物学」「免疫と栄

養Jの観点より近年の最新情報をもとに講演

された。

「食行動のメカニズムと栄養Jでは新技術

事業団の鳥居食情報プロジ、エクトの鳥居邦夫

博士が新技術事業団での業績を中心に中枢レ

ベルでの食行動のメカニズムについて主にリ

と2

＊木村修一（昭和女子大学大学院教授）

鳥居邦夫（味の素（槻中央研究所主任研究員）

荒井綜一（東京大学農学部教授）

スーザン・シフマン（デューク大学教授）

ジン欠乏ラットを用いて講演された。ラット

はリジン欠乏に陥ると、脳内及び血液中にア

クチピンA、インヒピンなどの神経栄養因子

が分泌されてくることが明らかになった。こ

のことは脳内のいずれかの部位に可塑性が生

じており、その部f立がリジンを認J知している

ことを示唆するものである。その部位を明ら

かにするために、 MR Iにより脳内認知部位

を検討した。その結果、リジン欠乏ラットに

/LSI.イJレシー （No.45)95. 12 
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リジンを与えることにより、脳内酸素消費量

の変化率が視床下部外側野、腹内側核及び弓

状核などの領域で増大することを確かめた。

またリジン欠乏ラ ットでは食欲が強く抑制さ

れることが示されているが、この減少は視床

下部外側野におけるインヒピンの放出が原因

であることが示唆され、ここでも同部位が食

行動認知部位であることが明らかとなった。

「味覚の分子生物学的解析jでは東京大学

農学部の荒井綜一教授が舌表面の味覚レセプ

ターのクローニングについて最新情報を講演

された。荒井教授等が近年ク ローニングに成

功したレセプターと思われるタンパク質は、

GUS T27と名付けられたもので苦味のレセ

プターであると考えている。同分子は 7回貫

通領域を持ち、他の情報受容レセプターと同

様の形態を持っている。特に喚覚受容体（0

L FF 3）とのホモロジーは56%と高く、近

縁の分子であると考えられる。またこのタン

パクを規定しているメッセンジャー RN Aは

舌表面に発現しており、味奮においても鮮明

に見られた。同分子はまた、キニーネ、ナリ

ンジン等の苦味分子により Ip3を産生するこ

とが証明された。この事より同分子が苦味レ

τ；叫誌t
F唱》：、rl《t、‘’3、、、、、句、、、，益”，、

＂＂＂＂《 t’＇，，“・h

ド明可
i射7~ －：；！..，.，が
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セプターである可能性が強く示唆された。

「加齢に伴う味覚嘆覚の変化：栄養と免疫

との関わり合い」ではデ、ユーク大学のスーザ

ン・シフマン教授が豊富なデータをもとに以

下のように講演された。

国際的な人口調査によれば、世界各国で大

きな人口統計学的な変化が見られており、特

に老齢人口の、絶対数及び比率における劇的

な増加が顕著である。1980年の時点では全世

界の60歳以上の人口は3,600万人に過ぎない

が、 2025年には12億1,000万人に達するものと

予想される。この増加により、高齢者の味覚

喚覚の障害者の増加も当然予想される。また

高齢者の味覚嘆覚の障害は、それに伴う健康

上の深刻な影響、すなわち病状の悪化、栄養

不良、免疫系の低下、等の原因となることが

示唆されおり、従ってその様な環境の変化に

対応したグローパルな対策が必要となろう。

味覚嘆覚の加齢に伴う低下は関値及び閲値

を超える濃度での感受性の両方共に見られる。

加齢に伴う嘆覚の相対的低下は味覚よりもな

お大きい。味覚に関しては、投薬や医療状態

のほうが自然老化の結果として起こる解剖学

的、生物学的な変化よりもはるかに重要な役

bl. 
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割を果たす。嘆覚の低下においては嘆上皮、

嘆球、海馬、扇桃体複合体、視床下部等に解

剖学的、生理学的な加齢変化が見られる。薬

剤や疾病なども嘆覚欠失に関係する。

味覚や嘆覚の低下は老人の栄養状態や免疫

の状態に大いに影響を与える。第 lに、風味

は食物の栄養価のインデイケーターを提供し

ている。このことより、味覚、嘆覚システム

の低下は消化吸収後の代謝を円滑に進めるた

めの合図の役割が低下すると共に、必要な栄

養素の摂取も不完全になると考えられる。第

セッション 4 : ヱイジング主餐蓋要求

加齢に伴う栄養要求

座長

日本の場合

米国の場合

エイジングと微量成分

2に、味と匂いの刺激は胃及び醇臓の外分泌、

醇内分泌、及び吸収前のインスリン分泌等を

誘導する。このことは栄養素の体内吸収の準

備のためのそれらの分泌機構が、味覚と嘆覚

の低下によりうまく機能しなくなり、栄養素

の代謝に悪影響を与えることを意味する。第

3に多くの老人に見られる味と匂いの感度の

不可逆な低下は免疫不全につながるという。

近年の研究では食物の風味の強化は老人の免

疫状態を改善するという。

（長田和実）

＊小林修平（国立健康・栄養研究所長）

糸川 嘉則（京都大学大学院教授）

ロノTート・ラッセル

(USDAヒューマンニュートリション

リサーチセンター、タフツ大学教授）

座長 ＊五十嵐惰（お茶の水女子大学教授）

老化における微量元素の役割 和田攻 （東京大学医学部教授）

一微量元素の欠乏は老化の原因

となり、または老化を促進させるか一

中枢神経系（脳を含む）における 井戸達雄

微量元素の動態 （東北大学サイクロトロン悶センター教授）

ビタミンとがん G・ファン・ポッペル

本セッションは、高齢化と栄養の関係につ

いて問題提起をするために企画されたもので、

2つのパートから構成された。すなわち、一

つは、小林修平（国立健康・栄養研究所長）

座長の「加齢に伴う栄養要求Jといったサブ

己

(TNO栄養食品研究所）

タイトルのパートで、糸川嘉則教授とロパー

ト・ラッセル教授による、日・米での高齢者

の栄養状態等について発表がなされた。もう

一つは、五十嵐惰（お茶の水女子大教授）座

長の「エイジングと微量成分jといったサブ

/LSI.イJレシー （No.45)95.哩2
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時制お

~~ミ ゆ
タイトルのパートで、和田攻教授、井戸達雄

教授、 G・ ファン・ポッペル博士による、ビ

タミン・ミネラルのより薬理作用的な側面と

加齢による疾病発症予防との関連について発

表がなされた。

まず、「加齢に伴う栄養要求Jパートでは、

「日本の場合jといったテーマで、京都大学の

糸川教授は“高齢者の栄養特性”、“日本にお

ける高齢者の栄養所要量”、“日本人高齢者の

栄養素摂取状況”及び“高齢長期入院患者の

栄養4犬態”といった 4つのメインテーマにわ

けで発表された。高齢者の栄養特性について

は、若壮年に比較して、生理学的な個人差が

大きく、種々のストレスに対する抵抗力が弱

く、慢性的な疾病を持っている場合が多い。

また、味覚の低下による栄養摂取状況や身体

構成成分の変化が認められ、特に、細胞内液

量減少に伴う、マグネシウムやカリウムの減

少傾向に注目するべきであると説明された。

高齢者の栄養所要量について、現在の日本人

の栄養所要量については、ピタミン類、ミネ

ラル類、タンパク質に関して若年成人とほぼ

同じであり、現状では妥当と評価しつつも、

高齢者の栄養代謝に関する知識を蓄積して、

/LSI.イノルシ－ (No.45) 95.12 

より適切化をすすめる必要性を強調された。

ちなみに、米国の場合は、ピタミン B1、B2,

ニコチン酸、鉄 （女性）の 4種の微量栄養素

については、低カロリ一、低タンパク質摂取

の食習慣、女性における閉経といった観点か

ら若年成人（23～50歳）より低く、これらの

栄養所要量が設定されている。

高齢者の栄養素摂取状況について、 1992年

度の調査結果よりまとめられ、一般に高齢者

の摂取量が低い栄養素は、タンパク質、動物

性タンパク質及びビタミン B1で、比較的栄養

学的な問題が少なく、むしろ若年層の方に問

題が多いと話された。高齢長期入院患者の栄

養状態については、ミネラ Jレ（ Ca, Mg, 

Zn, Cu）とピタミンBl及びB2のそれぞ

れの摂取量と血中濃度について紹介された。

この結果について表 1に簡単にまとめた。こ

の表には示さなかったが、ピタミン A, D, 

B6, C及びニコチン酸の栄養状態も悪い状態

であると説明された。

次に、「米国の場合」といったテーマで、 U

SD A，タフツ大学のラッセル教授は、“米国

の栄養所要量”、“栄養素の摂取状況”及び

“栄養素の機能性”といった、 3つのメインテ

Lと
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ーマに分けて発表された。栄養所要量につい

ては、具体的に若年成人と異なる点を紹介さ

れ（前述）、その設定については、単純に若年

成人で行われた試験の結果から外挿するだけ

では不十分であることを強調され、高齢者の

生理状態については、更に詳細な研究を進め

る必要性を説かれた。栄養素の摂取状況につ

いては、ピタミン B1, B2, B6，ニコチン酸，

D, A及びカルシウムについて紹介された。

国民栄養調査II (HANESII）における65

～75歳の高齢者集団の1989年RD Aに対する

状況をピタミンA, B1, B2, C，及びニコ

チン酸について、その結果を表2に示したが、

RD Aの3分の 2レベルの比率は15～ 41%と

かなりな高率で存在した。また、食習慣にも

大きく影響される。例えば乳製品低摂取集団

でのビタミン B2充足率の低下、高炭水化物摂

取集団のビタミン B2要求量増加等も興味ある

表 1 高齢者におけるミネラル及びビタミンの摂取量と血中濃度の関係

若年成人に比較した 摂取量と
血中濃度浸ぴ摂取量 血紫中濃度

カJレシウム 低い 相関関係有意差なし

マグネシウム 低い 有意の正の相関関係 (RDA は300mgが適当）

車鉛 低い 。 (RD Aは10mgが適当）

銅 低い 相関関係有意差なし
（血中濃度は差なし）

ビタミン B1 摂取量： 50% 正の相関関係 摂取中止による血中濃度
低下がより早い、
保持能力減退

ビタミン 82 摂取量： 60%

表 2: HANES H食事調査（65～75歳） : 1989年RDA  sに対する比較

1989 HANES II %2/3 平均値の
RDA ま均j車 RDA !!:QR DA 

ビタミン81 男性 1.2 1.3 24 111 
(mg) 女性 1.0 1.0 30 99 

ビタミン82 男性 1.4 1.8 18 131 
(mg) 女性 1.2 1.4 26 113 

ニコチン酸 男性 15 20 15 133 
(mg) 女性 13 14 23 111 

ビタミンA 男性 5000 6593 41 132 
(l.U.) 女性 4000 5481 38 137 

ビタミンC 男性 60 100 29 167 
(mg) 女性 60 105 26 175 

iJ!. /LSI.イJレシ－ (Ni。.45)95.官2
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ところであった。更に、ビタミン栄養状態の

評価として、摂取量、血中濃度だけでなく、

尿中排池パターン・量、関連酵素（赤血球グ

ルタチオンレダクターゼとビタミンB2等）や

代謝物（キサンツレン酸とビタミンB6等）と

いった種々の評価法を評価項目として検討さ

れている。

栄養素の機能性では、ピタミンB6とIL-II 

産生等の免疫能正常化、ビタミンB12と萎縮

性胃炎予防と葉酸、ビタミンB6、B12と冠状

動脈性疾病予防、ビタミンD、カルシウムと

骨異常等欠乏状態発生防止としての栄養素だ

けでなく、慢性疾病、機能障害を予防するた

めの栄養素の役割が大きくクローズアップさ

れようとしており、将来的にはRDA sの考

え方が大きく変換する時期が来ることを予測

していることが示唆された。なかでも、葉酸

摂取とホモシステイン濃度の低下は非常に興

味深く、 RD Aの2倍量である400μ g／日の

葉酸摂取量が冠状動脈疾病のリスク因子であ

るホモシステインの有意な低下を示している

結果を図 lに示す。葉酸は、この他にも結腸

がんの予防に可能性があるとの話題もあるよ

「老化における微量元素の役割－微量元素の欠

乏は老化の原因となり、または老化を促進さ

せるか－Jというテーマで東京大学の和田教

授は、エイジングと微量元素欠乏の病状や病

態での類似性に着目され、“フリーラジカルや

脂質過酸化の増加”、“免疫能の低下”、“虚血

性心疾患”、“発がんおよび痴呆”、“結合組織

代謝の障害”における、病態的背景の類似性

について、きめ細かな発表をされた。それぞ

れの病態的背景において、亜鉛、銅、マンガン、

セレン、クロム、亜鉛／銅比。また加齢と関連

する 8種の超微量元素（枇素、ボロン、カドミ

ウム、リチウム、ニッケル、ケイ素、スズ、バナ

ジウム）の欠乏による欠乏症状について説明

がなされた。また、日本人成人に対する微量

元素の所要量、摂取量、経口摂取による安全

レベルについても紹介された（表3）。また、

今後のこの分野での研究における提言として、

細胞内での微量元素状態を適格に把握するこ

とが必須であり、そのことによってエイジン

グと微量元素の関連がより明確化されるだろ

うと結ぼれた。

うである。 「中枢神経系（脳を含む）における微量元

素の動態jというテーマで、東北大学の井戸

次に、「エイジングと微量成分jパートで 教授は、“神経伝達におけるガングリオシドの

18 
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図1 葉酸摂取量 （μg／日）
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役割”、“脳機能における微量元素の動態”、

“血液脳関門と微量元素の移送”、“加齢が血液

脳関門に与える影響”、“正常な脳機能を維持

するために血液脳関門の損傷手術法”といっ

た5つのメインテーマで発表された。まず、

ポジトロンエミッショントモグラフィー（P

ET）で、高齢者あるいはアルツハイマー患

者、パーキンソン病、老人性痴呆症患者の脳

機能を評価した画像の紹介がなされた。ドー

パミン代謝の低下を示すパーキンソン病患者

では、加齢と共にD2受容体の活性が低下して

いくことが示された。微量元素との関連では、

亜鉛、パナジウム、鉄、アルミニウム、銅、

マンガンと脳機能の関わりについて、特に、

亜鉛と N－アセチルノイラミン酸及びパナジ

ウムとアセチルコリン・レセプターについて

強調された。ちなみに、ガングリオシドと微

量元素との相互作用の強さについては亜鉛＞

クロム〉マンガンの順である（図 2）。また、

血液脳関門に関しては、その損傷について酸

性症、フリーラジカル、ビタミンC欠乏、亜

鉛欠乏、神経興奮性アミノ酸（BOAA）、ア

ルツハイマー病、脳腫蕩等の関与がその要因

として考えられるとし、加齢による脳機能損

傷を予防する方法を以下の様にまとめられた。

－晴好性食習慣（飲酒、カフェイン、喫煙）

等の調節

－微量元素（亜鉛、銅、マンガン等）摂取

量の適正化

－正常な血液・脳関門状態を維持

「ビタミンと治宝ん」というテーマで、オラ

ンダ、 TN O栄養食品研究所のファン・ポツ

ペル博士は、“がん発生に関する最近の考え

方”、“各論：ピタミンA、戸ーカロテン、ビ

タミンE、ビタミンC、葉酸、ビタミンD”

という構成で発表された。 5種類のビタミン

と1種類のプロビタミンについて、がん予防

におけるそれぞれの作用機作、疫学調査結果、

一部介入試験結果について総論的な説明をさ

れた。現時点では、ピタミンのがん予防作用

については、大いに可能性を有しているが、

表3: 日本人成人における所要量、 1日摂取量および経口摂取での安全量

L之i

微量元素 所要量 1日摂取量

Zn 

Cu  

Mn 

I 

Cr 

Se 

(mg/d) (mg/d) 

経口摂取 経口摂取

10～15 11～15 

2～3 1.6～4.7 

2.5～5 2～9 

0.1～0.15 0.3～1 

0.05～0.2 0.18～3 

0.05～0.15 0.1～0.2 

N 0 E L : no observable effect levels 
L T D : lowest toxic levels 

経口摂取での安全量
（×所要量）

長期間摂取
急性毒性レベル

安全量 NOEL-LTD 

3～10 10 400 

5～10 16 125～1,000 

3～6 10,000 

10 10～15,000 >50,000 

80(Cr3') 

5 10 80～600 

/LSI.イルシー （No.45)95. 12 
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図2：ガングリオシドと微量元素の相互作用

ビタミン栄養補給剤摂取の積極的な推奨をす

る域には達していないとし、ビタミンC、E、

戸ーカロテンのような抗酸化栄養素や葉酸を

豊富に含んでいる果物や野菜の豊富な食事が、

がん発症リスクの低減に寄与するというレベ

ルに現時点はあるということでまとめた。更

に多くの良質な研究の進展が望まれるところ

である。願わくば、もう少し具体性があると

より良かったのだがという印象を残した。

（末木一夫）

セッション 5 : 笹掌蝿査からみ企業蓋技湿の理技

座長

日本人が長寿になった栄養学的要因

米国での加齢に伴う栄養状態の変化

はじめに安本教惇先生より本セッションの

意義について述べられた。20世紀の始め頃、

先進国の中では、日本は短命で米国、西欧諸

国の平均寿命は50歳を越えていたが、日本の

寿命は30歳そこそこであった。日本の平均寿

/LSI.イノルシ－ (No.45) 95.12 

＊安本教惇 （京都大学食糧科学研究所教授）

柴田 博 （東京都老人総合研究所副所長）

ジョハンナ・ドゥワイヤー
（フランシススターンニュートリションセンター長，

タフツ大学教授）

命が男女とも50歳に達したのは1947年で、区大

米諸国より 50年も遅れていた。

しかし、第 2次世界大戦後の日本人の死亡

率低下は目ざましいものがある。日本の平均

寿命が戦後伸長した原因を疫学面から報告 し

bl. 
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ていただくのと、平均寿命が高かった米国は

現在どのような状況に成っているか、米国の

状況は今後の日本人の寿命に大きな影響を与

えることになる。

柴田 博先生は、日本人の平均寿命は、今

世紀のはじめは感染性疾患により乳幼児の死

亡が多く非常に短命であったが、 1947年から

1960年にかけ結核、肺炎・気管支炎による死

亡率の著しい低下が認められた。特に、国民

死亡率の順位は1951年に結核から脳血管疾患

に変わった。1981年以降の国民死亡率の首位

はこの脳血管疾患に代わり悪性新生物が占め

るにいたった。この変遷の要因は、前段が公

衆衛生状態の改善と抗生物質の普及により、

後半は栄養状態の改善による。

平均寿命の伸長に貢献したものは、 1970年

頃までは O～ 14歳児の死亡率低下が最も大き

く貢献した。その後は、脳血管障害による死

亡者の減少により平均寿命は伸びた。最近、

もっとも平均寿命の伸長に貢献したものは、

65歳以上の余命の延長である。このことは文

字通り、長寿社会に突入したこと を意味する。

次に、日本に長寿をもたらした食生活の変

化では、第 2次世界大戦前後の日本人の食生

活はひどいものであった。総熱量こそ、今日

と大きな差はないが、動物性タンパク質と油

脂が決定的に不足していた。これは、主とし

12!. 

て後発資本主義国である日本の経済的貧しさ

によるのと、仏教の影響による食肉禁止の思

想が、食生活の貧しさに拍車をかけたものと

思われる。

しかし、仏教の影響を受けていない沖縄の

食生活はユニークであり、長寿に貢献してい

る。沖縄の経済状態は、わが国の中でも良い

方ではなかった。このことを考えると、日本

の戦前の食生活の貧しさは単に経済的な要因

だけでなく、宗教や文化的な要因が大きいと

説いた。具体的に、沖縄県と秋田県の70歳代

と80歳代の男女の疾病割合や食事に付いての

比較では、虚血性心疾患、心筋梗塞の発症率

は男女とも秋田が高かった。両県の両世代の

血中アルブミン量や血中コレステロール量の

2年間の増減を見ると秋田は大きく下がった

が、沖縄ではあまり変化はなかった。また、

各食材の摂取量を比較すると、米、食塩は秋

田が多く、緑黄色野菜、カルシウム、鉄、ビ

タミンA、B1、Cなどは沖縄で多く摂食され

ていた。

次に、 100歳老人の各栄養割合は、総エネル

ギー中のタンパク質のエネルギーの割合は男

女とも日本人の平均値より 高く 、その中でも

動物性タンパク質の摂取は男性59.6%、女性

は57.6%で日本人の平均値 （48.7%）より高か

った。総エネルギー中の脂肪エネルギーの割

/LSI.イノルシ－ (No.45) 95. 12 
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合は男女とも低かった。

最後に、日本の栄養学的特徴として、伝統的

食文化と近代化が相まって食生活パターンは

世界に類をみないユニークなもので、これが

長寿世界ーを生み出したものであり、その内

容は、

イ）過去100年間、総熱量の摂取は2,000Kcal

であり、増加の傾向を示さなかった。一方、

欧米の100年間は、 2,000Kcalから3,000Kcalを

越え好対照である。

ロ）タンパク質、脂肪の動物性成分と植物性

成分の比が 1: 1であることも他に類をみな

いのでこのことが、日本の長寿世界ーと関連

しているかも知れない。

ハ）動物性食品の内、魚と肉のバランスは良

い。平成4年度の国民栄養調査のデータによ

れば、平均摂取量は魚96.旬、肉76.lgである。

沖縄は肉の方が多いが魚も充分に摂られてい

たと強調された。

次に、ドゥワイヤ一博士によれば、 60歳以

上の老人人口は、日本では現在20%で2030年

には31%に、米国では現在17%であるが2030

年には25%を占める。このように老人が増加

することは国策、健康、医療や社会面で大き

な問題に発展すると説かれた。

米国の高齢者を対象にした栄養状態調査に

は、全米健康診断調査III (NHANES－皿

1988～91）の国家レベルでの断面調査、 NH 

ANE Sの追跡調査、国家レベルでの聞き取

り調査と個人の食品摂取に関する断続調査

(CSF-II）などがある。高齢者の調査では、

説くに51歳以上の個人を対象にする場合には、

加齢が原因で生じる栄養状態と加齢に伴う変

化とを分けて考えるべきである。加齢に伴う

変化の例としては、女性の鉄代謝の栄養改善

や骨減少の危険性などが挙げられていた。

米国の高齢者の栄養状態と健康状況を診断

する目的で設定され、杜会環境から来る栄養

/LSI.イJレシー （No.45)95.12 

失調の診断や治療に伴う健康診断を行うとき

に用いられる記憶指標『DETERMIN E』

という言葉が良く使われている。この指標内

容は、 D：疾病、 E：食事の貧困、 T：喪失

歯と口腔痛、 E：経済的貧困、 R：社会的交

流の減少、 M：複数の薬の服用、 I：無意識

な体重増減、 N：補助者の必要性、 E：年を

取った高齢者と言ったチェックリスト項目に

なっている。社会・心理・経済面をチェック

するには、 E：経済的貧困、 R：社会的交流

の減少、 N：補助者の必要性と言った項目が

重要な因子である。また、医療・生理面では、

D：疾病、 E：食事の貧困、 T：喪失歯と口

腔痛、 M：複数の薬の服用、 I無意識な体重

増減、 E：年を取った高齢者の項目が重要な

因子になっている。英語の“determine”の意

味は「tofind out＝発見する、捜し出すjと言

う意味と関連づけられている。

例えば、チェック項目の「食事の貧困」に

ついては、 NHANE Sの調査即ち、健康及

ぴ病歴調査、栄養に関するインタビュー、健

康診断等を通じて、米国民の総合的栄養状態

を監視することを目的として行われた、 NH 

A N E S -I ( 1971年から74年）、 NHANE 

S -II (1976年から80年）の調査結果と比較

されている。また、この調査では、栄養に関

連した種々の障害を含む多くの医学的な異常

に関する情報も収集している。 NHANE 

S -IIIでは調査対象者の生涯追跡調査を行い、

対象者の定期的チェックと死亡原因を明らか

にしているが、この調査は非常に役立ってい

る。 NHANES－皿と CSF-IIの調査に

よれば、米国の高齢者（51歳以上）の世代別、

性別の食品由来のエネルギー摂取量比較では、

50～59歳の男性以外の全ての高齢者のエネル

ギー摂取量は栄養所要量を下回っていた。

次に、他の栄養素、タンパク質や脂肪の摂

取量は、男女全ての世代で総エネルギーに対

する割合（%Kcal）で所要量を上回り、飽和

己
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脂肪酸は所要量より多く、多価不飽和脂肪酸

は下回っていた。しかし、単価不飽和脂肪酸

は所要量を上回っていた。炭水化物の所要量

は55%Kcalであるが、全ての世代で46%～

51%と下回っていた。アルコールによるエネ

ルギー量は l～ 3%であった。

食物繊維の摂取量は所要量もさることなが

ら国立がん研究所（NCI）が示す所要量に

も達していなかった。

他の微量成分では、鉄は充分に摂取してい

るが、カルシウムは80歳以上の男性と全ての

世代の女性で不足していた。亜鉛摂取量は50

～59歳の男子以外は全ての世代の男女とも少

なかった。葉酸は男女全ての世代で所要量を

上回っていた。

最後に、 NHANE Sが米国民の全体的な

栄養状態を監視するために行われてきたのに

対して、 Cs Fは世帯別の食品使用、個人の

栄養摂取とそのパターンを明らかにすること

を目的としてきた。これらの調査は、国民の

栄養摂取や栄養状態について非常に貴重な資

料である。 NHANES-IDでは、従来得た

横断的なデータでは栄養上の諸要因と慢性疾

患との因果関係の研究には相応しくなかった

ので、縦断的な情報収集により因果関係の究

明が明らかになった。

（大田賛行）

表4: 高齢者の世代別、性別食品由来のエネルギー摂取量（Kcal)

1989年
所要量 NHANES-ill (1988～91) CSF-II ( 1989～91) 

歳 男 女 男 女 男 女

50～59 2300 1900 2341 1629 2100 1450 
60～69 2300 1900 2110 1578 1900 1500 
70～79 2300 1900 1887 1435 1700 1400 
80以上 2300 1900 1776 1329 

表 5: 高齢者の世代別、性別総摂取エネルギー量に対する各栄養素の割合
N H A N E S -ill ( 1988～91) 

50～59歳 50～59歳 50～59歳 50～59歳 50～59歳

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

タンパク質（%Kcal) 16 16 16 17 16 17 16 16 15 15 

脂肪（%Kcal) 36 34 33 33 34 32 33 31 30 30 

飽和脂肪酸（%Kcal) 12 11 11 11 12 11 11 11 10 10 

多価不飽和脂肪酸（%Kcal) 8 7 7 7 7 7 7 7 10 10 

炭水化物（%Kcal) 46 50 49 51 49 52 51 55 55 55 

食物繊維(g) 18 14 18 15 17 15 17 13 30 30 
－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

鉄（rr恵） 17 12 17 13 16 13 16 12 10 10 

Ca (mg) 854 651 875 711 808 636 721 626 800 800 

Z n(mg) 15 10 13 10 12 9 11 8 15 12 

葉酸（μg) 318 239 331 279 303 272 304 256 200 180 

VE（時） 11.3 7.5 9.8 8.3 8.9 7.6 9.2 7.4 10 8 

己 /LSI.イJi，シ－ (No.45) 95. 12 
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セッション 8 : アジア地婚における加島に偉う蛍蔓技涯の理技

座長 ＊坂本 元子（和洋女子大学教授）

日本人高齢者における
栄養の実態と解決すべき問題点

中国における高齢者の栄養状態

韓国における高齢者の栄養状態

高齢者層の栄養…インドネシアの状況

タイ国における高齢者層の
栄養摂取状態

藤田美明博士は、日本人の食生活と栄養摂

取量の変化の中で、第二次世界大戦後の食生

活では、主食としての米の消費は 1955年

350g／日から 1993年195g／日まで著しく減少

した。その他の肉類、卵類、乳及び乳製品な

ど動物性食品の摂取量は著増し、動物性タン

パク質と脂肪、特に脂肪の摂取量を飛躍的に

増加させた。また、総エネルギーに占めるタ

/LSI.イノbシ－ (No.45) 95.12 

藤田 美明（東京都老人総合研究所栄養学部門）

ツアー・シホー （中国予防医学科学院）

キム・ワア・ヤング（梨花女子大学教授）

R.ボエダ・ダーモジヨ（デイポネゴレ大学教授）

ソムジャイ・ウィチャイデイツト
（マヒドン大学）

ンパク質（ p）、脂肪 （F）、炭水化物 （C)

のエネルギー供給比率、即ち PF C比率は集

団の栄養摂取状態を知る指標の一つである。

1993年の日本人の割合は 15.6%、25.7%、

58.7%で、これは栄養学的にほぼ理想的な値

である。ただ、この値は平均的に見て理想に

近いが、 実際は、低栄養摂取から過剰栄養摂

取まで、大きな変動幅を持っているので、 全

己
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てが喜べるものでない。

高齢者の栄養状態では、活発な高齢者は問

題ないが、寝たきりの高齢者では、良質タン

パク質、ピタミンAやB2、そして鉄、カルシ

ウム摂取量が不足している。この原因は生活

活動レベルの低下によるエネルギー摂取量の

減少と必須栄養素の摂取量低下によるもので

ある。高齢者の栄養問題は、生理的加齢変化

よりむしろ日常生活における活動レベルと密

接な関係がある。このため高齢者における栄

養改善の第一歩は、日常生活における活動レ

ベルの増加である。

次に、高齢者の食物晴好については、一般

の高齢者は、若者と対照的に、伝統的な和風

料理を加工調理された料理より素材そのもの

の持ち味を活かしたものを好む。最近の国民

調査によれば世帯主年齢の上昇に伴い、米類、

芋類、豆類、緑黄野菜など植物性食品の摂取

頻度が増える。一方、油脂類、乳及び乳製品

類、加工済食品の摂取頻度が低下している。

さらに調理方法では煮物調理が増加している。

日本人高齢者の食物噌好や調理噌好は、タ

ンパク質、脂溶性ビタミン類、ミネラル類な

どの必須栄養素の摂取量の減少をもたらす原

因となる。日本人高齢者の食物晴好や調理晴

好が身体機能の加齢変化によるのか、過去の

習慣によるのか、または生活環境の変化のい

ずれに起因するかは定かでない。

最後に、高齢者を取りまく様々な社会問題

に対応するため、日本政府は1989年からゴー

ルドプランの策定に取り組んだ。この目的は、

高齢者のための健康、医療、福祉サーピスの

提供であるが、 1995年には、新ゴールドプラ

ンとして改定が図られた。この新ゴールドプ

ランは、高齢者が心身の障害を抱えている場

合でも、尊厳を保ち、自立して高齢期を過ご

すことができる体制を構築することを意図し

たものであると強調した。

ツァ・シーホー博士は、中国人のエネルギ

己

ーと栄養素の摂取量は、北京在住の中年（45

～59歳）と高年齢（60～74歳）を対象に1990

年に発表したものと、地方在住者のデータは

1987年に調査したものを使った。これによる

と、摂取エネルギーは中国人の高年齢用推奨

栄養所要量の67%しか摂取しておらず、栄養

不良の危険がある。特に、 70歳、 80歳以上の

お年寄りの大部分は摂取エネルギー不足であ

った。この傾向は男性より食事量の少ない女

性高年齢に顕著に現れ深刻である。

次に、高年齢の形態計測により、 BMI 

（体格指数）を算出し肥満度を調べている。 70

歳以上の北京在住者と地方在住者で、 BMI 

が25.0（%）以上の者は、北京在住者の男性

で32.4%、女性36.6%であり、地方在住者では

男性は13.0%、女性 0%と北京在住者には肥

満者が目立った。

生化学的指標としては、鉄や亜鉛の摂取量

だけでなくヘモグロピン値を測定し北京、地

方在住者とも貧血症の擢患率は高齢者ほど高

い値を示していた。更に、血清脂質の調査も

実施しているが、中国の都市部在住者は食事

からの脂肪やコレステロールの摂取が激増し

ているため心臓病患者が増え、このことは心

疾患の危険因子に関する疫学研究調査結果と

一致していた。また、中国の都市部在住高齢

者は中国のRD Aを越えるエネルギーを摂取

し、特に脂肪のエネルギー量は総エネルギー

量の30%を超えていた。都市部在住高齢者の

40%はBMI 値が25.0を超えていたと言う報

告があった。

キム・ワア・ヤング博士は、韓国における

国家レベルでの栄養調査はほとんどなされて

いない。現在得られているデータは個別また

は小規模な組織によって得られたものである。

栄養摂取面では、韓国の高齢者は韓国人の

RD Aの充足率でみるとエネルギー、タンパ

ク質、 Ca、ビタミンA、Cは低く、地域性

は郡部より都市部が高く、男性の方が女性よ
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B1je－さ百面否吾－＆－2~亙b"lt/石t/B1/e

り摂食が良かった。形態計測や生化学的測定

により高齢者のBM Iを算出したり血清脂質

やヘモグロビン値を測定しているが、 90年代

に入って漸く BM Iが24を超える人が見られ

るようになった。

韓国の高齢者の栄養状態を調査する上での

問題点は、①高齢者の評価方法の基本概念が

確立されていない。②現在までの調査は国家

レベルのものはなく、大規模な調査が必要で

ある。③年齢別、必要栄養量及び健康状態に

関して、韓国人の高齢者の推奨栄養所要量が

明確に定義されていない。などが挙げられて

いた。韓国の古いRD Aは、 65歳以上を高齢

者グループとしてひとまとめにしていたが、

今回の新しいRD Aでは65～74歳と75歳以上

の2つのグループに分けて設定されていると

報告された。

以上のように『アジア地域における加齢に

伴う栄養状況の現状』のセッションでは日本

以外の諸国での栄養状況報告によれば、都市

部は郡部より栄養摂取状況が良いお年寄りが

多くなってきたと言うことで、トピックス的

なものが少なく高齢者の栄養に関しては今後

発展するものと思われた。

（大田賛行）

セッション 1 : 高齢者社会を湿えでの食品園整

座 長 ＊福場博保（昭和女子大学短期大学部学長）

消費者としての高齢者

高齢者社会を迎えての食生活と
栄養指導

高齢者社会を迎えての食生活サポート

始めにネステックネ土のドミトリー・シュナ

イダー先生は、「消費者としての高齢者」につ

いて、長年食品会社に於いて食品開発に携わ

ってきた立場から次の様に分析した。

人口の高齢化に伴い、明らかに無視する事

の出来ない“第3の世代”が形成されている。

彼らは主に先進諸国の裕福な層であり、ヨ

ロッパで行われた調査によれば今までとは異

なる高齢者の消費者カテゴリ である。現代

の高齢者は賢い消費者である。彼らは生まれ

た時から宣伝とマーケティングに触れてきて

/LSI.イノルシ－ (No.45) 95. 12 

ドミトリー・シュナイダー（ネステック Ltd.)

大谷八峯（厚生省保健医療局
健康増進栄養課栄養指導官）

小山 周三（フードシステム総合研究所所長）

おり、それらとともに成長してきている。従

って、一目見ればその価値が判り下手な宣伝

や製品には興味がない。彼らは品質、価値、

簡便性そしてスタイルを求め、また、読みや

すいラベル、開けやすいパッケージ、そして

少量のポーションなどの固有のニーズがある。

栄養素を多くしたりフレーパーを強めたりし

た食品や、健康問題や体力維持といったニー

ズを満たすような側面を持った製品が考えら

れるべきである。

高齢者は実際、消費者として均一ではない。

&2 
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例えば現在60・65歳の人々は大きな経済危機の

あった1930年代に生まれ、食事の制約や欠乏

を経験してきているが、 2025年頃に高齢者層

となる人々は1960年代の戦後の経済ブームの

ときに生まれ、豊かな食品、食事機会に恵ま

れていたのである。同じ高齢者といっても、

明らかにこれらふたつの層の食経験は異なっ

ている。

いずれにしても、高齢者人口の増加は、食

品産業にとってここ数十年来使われてきた

マ ケティングモデルに対する挑戦であり、

既存の世代のみをベースにした食品の消費パ

ターンや生活スタイルに関するこれまでの知

識は、将来を推定するのに使う事は出来ない。

次いで厚生省保健医療局 健康増進栄養課

栄養指導官の大谷八峯先生より、「高齢者社会

を迎えての食生活と栄養指導」について、行

政の立場からの発言があった。

栄養素の運ぴ屋が食品である。高齢者がこ

の食品を入手する際、適当なものがなかった

り、買い物や飲食店に出かける事が不可能だ

ったり、食品の入手を助けてくれる者がいな

かったりすると栄養素摂取が充分になされな

い。あるいは歯が喪失していると、殊に、歯

の喪失は岨鴫にも大きく影響し、栄養素摂取

に障害が生じる。

高齢者用の食品の開発に際して、高齢者の

生理上特に問題となるのは、低栄養状態にお

ちいるリスクが増大する岨鴫、鴨下が困難と

なる場合である。そのため厚生省は、高齢者

用の食品として「岨噂困難者用食品j及び

「岨鴫、鴨下困難者用食品Jの2つのカテゴ

リーを設定し、困難さの程度に応じそれぞれ

複数のグレードを設けている。さらに岨噌や

礁下の困難なものは低栄養に陥るリスクが高

い為、食品への栄養成分等の表示を行わせ、

また栄養素の強化を行う場合には、栄養所要

量に対して一定の範囲内であることを条件と

己

して栄養強調表示ができる制度を設けている。

一方、栄養に関する情報提供として栄養相

談や栄養指導のほか、高齢者を対象とした栄

養指導などの訪問指導も実施している。さら

に、低栄養状態に陥る危険のある高齢者に向

けて、高齢者特有の食生活上の注意点を示し

た「高齢者のための食生活指針Jも作成し、

普及啓発を図っている。

最後に、フードシステム総合研究所の小山

周三先生は「高齢者社会を迎えての食生活サ

ポートjのあり方について、次のように提言

した。

具体的に高齢者の食生活のサポートという

ことを考える場合、家庭内での食、外食、病

院での食等様々な「食Jの場面を想定してみ

る事が出来、その想定のもとで、小売り、一

般外食、給食宅配、病院、老人ホームといっ

た場面での対応が考えられなければならない。

個々の場面で、商品の使い易さ、表示の見易

さ、利用しやすさ、そして栄養のバランスや

内容、楽しさ、そういった様々な要素が満た

されている事が必要である。

高齢者の「食生活Jサポートの為には、高

齢者の心理、行動、生きがいをよく理解し、

かつ「自尊心を傷つける事のない」高齢者に

「優しいJ食提供のあり方を探る事が必要であ

る。

（浜野弘昭）

/LSI.イJレシー （No.45)95. 12 
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セッション 8 : 成人寵予防と食生活 fパネルディスカッション｝

座長 ＊小林修平（国立健康・栄養研究所長）
＊スーザン・ハリス（ILSIヒューマン

加工油脂に学ぶ成人病の予防

老年者の健康維持における
食生活の役割

肥満と成人病

血清脂質に影響する栄養と遺伝素因

ヨーロッパ18都市での食習慣：
公衆の健康状況に関する調査

今回の国際会議の最終セッション 8は、会

議全体の総括も含めたパネルデイスカッショ

ン「成人病予防と食生活」であった。

/LSI.イノルシ－ (No.4f.り95.12

ニュートリション研究所長）
＊坂本元子（和洋女子大学教授）

菅野 道康（九州大学農学部教授）

折茂肇 （大蔵省東京病院院長）

井上修二（国立健康・栄養研究所部長）

山本 章（国立循環器病センター研究所名誉所員）

ウィジャ・ファン・スタベーレン
（ワーゲニンゲン農業大学教授）

G.A.クラッグストン（WHO)

まず、 最初のパネ ラ として九州大学農学

部 菅野道贋先生より 「加工油脂に学ぶ成人

病の予防」と題して、食事脂肪と成人病の関

己
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わりについての発言があった。とくに、近年

消費が増加の一途をたどっている加工食品由

来のトランス酸やリノール酸の摂取量と種々

の成人病との関わりが論じられた。

日本人のトランス酸摂取量は、国民栄養調

査やこれまでの分析結果などから 1日一人当

たり 2gを越える事はないと考えられている。

欧米諸国ではこれよりかなり多量のトランス

酸を摂取しており、アメリカでは 1日一人当

たり約lOg、エネルギー比で 5%程度摂取して

いる。トランス酸と心臓病や動脈硬化の関係

については、摂食試験や疫学調査などから摂

取量依存性が指摘されている。しかしながら、

欧米諸国とは対照的に例えば日本人の場合、

脂肪摂取量が低い上にトランス酸の摂取量も

北米やヨーロッパ諸国の1β以下である。従っ

て、トランス酸の悪影響は事実上問題とはな

らない。

次いで第2パネラ一大蔵省東京病院折茂

肇先生より「老年者の健康維持における食生

活の役割jについての話題提供があった。

“発酵乳の寿命延長効果”に関する研究で

は、発酵乳投与群で肺炎と悪性リンパ腫の発

生頻度が有意に低く平均寿命は有意に長かっ

たo免疫機能の賦活によると考えられた。“ビ

タミンKzの骨量増加及び骨折防止作用”につ

いては、ピタミンKzが骨形成を促進させ、骨

量を増加させる作用が明らかにされた。ピタ

ミンKzを多量に含む納豆摂取の習’慣のある関

東地方では、その習慣のない関西地方に比し

大腿骨骨折の発生頻度が少ない事からも、納

立摂取が血中ビタミンKzレベルを上昇させる

事により骨折を防止している事を示している。

第3パネラーとして、国立健康・栄養研究

所井上修二先生が「肥満と成人病j即ち肥

満と糖尿病、高血圧、高脂血症及びある種の

癌との因果関係に関する知見を発表した。

L三三

肥満において成人病の合併に寄与する原因

として、インスリンレジスタンス、高インス

リン血症と免疫能の低下等が注目されている。

また肥満におけるある種の癌の合併について

は、脂肪細胞での男性ホルモンのAromatiza-

ti onによる女性ホルモン転化による子宮癌や乳

癌の誘発、高脂肪摂取による大腸癌の誘発な

どのメカニズムが注目されているが、免疫能

の低下にも一因があると考えられている。肥

満におけるそれらの成人病の予防策の第ーと

して、過食や誤った摂食パターンの是正を伴

った食事療法と運動療法の併用による体重減

少の必要性が提言された。

一方、血清脂質値は栄養によって大きく影

響されるが、それに加えて高脂血症を起こす

には多くの遺伝素因や基礎疾患が存在する事

もよく知られている。この点について第4パ

ネラーの国立循環器病センタ一研究所 山本

章先生から、「血清脂質に影響する栄養と遺伝

素因Jに関して説明がなされた。

血清脂質値を左右する遺伝素因の中で最も

強力なものは家族性高コレステロ ル血症で

あるが、その一般人口中の頻度は1β00である。

これに対して程度こそ低いがより一般的なの

はアポリポ蛋白Eの同位体によるものであり、

E2→E3→E4の順にコレステロール値は高くな

る。しかしながら最も大切なのは総エネル

ギーであり、総エネルギ一摂取と運動のバラ

ンスである。

最後は、ヴァーゲニンゲン農業大学 人間

栄養学部 ワイジャ・ファン・スタベーレン

先生によるSENECA調査結果の紹介「ヨーロ

ッパ18都市での食習慣」であった。

1988年、 ECにおいて大規模な多施設研究

SENECA( Survey in Europe on Nutrition and 

Elderly : A Concerted Action ）が始められ、

ヨーロッパの18都市圏において、 70-75歳老人

/LSI.イルシ－ (No.45) 95.12 
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の健康や日常動作に影響を及ぼす栄養学的特

性及びライフスタイルが調査された。当初か

ら予測されたように、食習慣、食生活の違い

から地域により、或は同じ地域の中でさえも

幅広い多様性のある事が示された。結果は、

急速に高齢化社会を迎える日本において、高

齢者の栄養学的特性や地域特性等を考える上

でも極めて興味のあるところであった。

活発な質疑応答の後、最後に座長のスーザ

ン・ハリス先生が次のように締めくくられた。

「諸先生方よりすばらしい情報を戴き、長寿そ

してQOLを享受する方法について役立つもの

と確信します。現在我々はどの程度の知識を

持っているか、何処までが判っていて、何処

からまだ不明であるか等がはっきりしたよう

に思います。いつもこのような会議で思うの

ですが、デイスカッションの時間に限りがあ

り、今回もこれで討論を終えるのは残念でな

りません。

昔の人々は重労働を強いられていて多くの

食事が必要だったのですが、これからは何処

かで補正して食事を減らし、しかもバランス

の良いものにする必要があります。個々の

人々がベストをつくして“栄養とエイジング、

QOL”の問題に取り組み、世界中の人達と情

報を交換しあって知識を深めて行きたいと思

います。J
（浜野弘昭）
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llIBI・
今世界の各地では

I .第 1回 ILSI機能性食品国際会議

II. Nutrition Factsラベリング実施から 1年経過して

I .第 1回ILSI機能性食品国際会議

I L S Iが主催するはじめての機能性食品

に関する国際会議が、 1995年9月26～29日、シ

ンガポールのマンダリンホテルに於て開催さ

れた。

会議には50ヶ国から400名の参加者が集い、

機能性食品の東洋と西洋におけるとらえ方、

科学研究の現状、将来の国際的な調和のあり

方が討論された。

本協会では、この国際会議に共催者の一員

として参加するとともに、日本食品添加物協

会との共催により 14名からなる参加国を派遣

し、その内容をしっかりととらえてきた。

己

このほか日本からは、国際組織委員会メン

Report from Activities of ILSI Entities 

I . The 1st International Conference 
on East-West Perspectives 

on Functional Foods 

II. The Nutrition Facts Label at One Year 

ノてーとして荒井綜ー（東京大学）、スピーカー

として大東肇（京都大学）、藤木博太（埼玉

県がんセンター）、奥恒行（東京大学）、小

島康平（麻布大学）の各先生、また参加者と

して細谷憲政（女子栄養大学）、池上幸枝（国

立健康栄養研究所）、林裕造 （北里大学）の

各先生をはじめ10名が参加した。

開会式

開会式はシンガポールの象徴であるマーラ

イオンの獅子舞の先導によって入場した A.

Malaspina I L S I会長、 H.Delaney I L S I 

東南アジア支部会長の歓迎挨拶のあと、シン

The Editorial Committee 

FUMITAKE FUKUTOMI 

SHINICHIRO AOKI 

/LSI.イノルシ－ (No.45) 95.12 
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ガポール貿易工業省 GohChee Wee大臣の基

調講演があった。

Goh Chee Wee貿易工業相は、“食品ならび

に食品成分の機能性についての研究が進み、

疾病予防や健康増進への有効性が解明される

に及んで、世界中の人々がそのような食品や

食品素材に関心を寄せている。人々の強い願

望に応えるべく産業界でもビジネスへの期待

も高まりつつあり、行政においてはその対応

が必要となってきた。”“日本では、機能性食

品がいち早く商品化され、行政上も特定保健

用食品として指定されているものの、欧米や

アジア諸国では、研究こそ活発であるが実用

面、法制面ではまだまだこれからの課題であ

る。しかし、人々の健康に対する意識の高ま

りにより、機能性食品は、将来、国際的な流

通に発展することは間違いがない。”とし、

“しかし、消費者は機能性食品の摂取における

安全性と有効性について十分保証されなけれ

ばならず、それらは、科学的データによる裏

付けをもったものであるべきである。”ことを

強調し、さらに“そのためには、国際的に受

け入れられるような評価基準と法制化が必要

である。この会議が将来の国際化に備える第

一歩となることを期待してやまない”と結ん

/LSI.イノルシ－ (No.4勾 95.12

だ。

会議

各セッションにおける講演と討論の模様を

まとめる。

セッション 1：機能性食品とは何か？

東西における機能性食品についての考え方

が紹介され、これからの国際化に向けてのと

り組みが論じられた。

C. M. Hasler （米国イ リノイ大学）は、米国

のとらえ方について述べた。従来から FDA 

の「食品とはその味と香りおよび栄養価を摂

るためのものであるjとする定義はあるもの

の、米国民の健康意識の昂揚に伴い生活や食

品へのこだわりが高まっている 。植物成分

phytochemicalsの抗がん効果の解明を中心とし

た研究成果の発表をうけての産業界のピジネ

スチャンスへの期待や消費者や科学者の関心

を背景として、栄養表示・教育法や食事性サ

プリメント健康・教育法が施行、運用されて

いる。この反面、機能性食品について、その

名称、や詳報が非常に混乱していることも事実

であり、 Medicalfoods, Nutraceuticals, Functional 

foods, Nutritional foods, Pharma foods, Designer 

己
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foods, Therapeutic foods, Super foods, 

Foodiceuticals, Organic foods, Natural foodsなど

といった用語が同じような目的で、あるいは

意味を違えて用いられているのも現状である。

機能性食品が期待どおりの基盤をしっかりと

築くためには、科学的な解明と整理、明確な

定義づけと制度化が必要であると強調した。

一方、東洋の考え、とらえ方について、 Weng

Weijian （中国伝統医科大学）とChenJunshi 

（中国予防医学研究所）が紹介した。中国の機

能性食品は、いわゆる医食同源の考えに基づ

くものといえよう。伝説上の人物とされる黄

帝（紀元前2500年）に由来するとされる「黄

帝内経」の漢方医学の理論にさかのぼり、そ

の後著わされた「神農本草経jをはじまりと

する各種の本草書で語り継がれて、今日の薬

膳に到っている。薬膳では、食品には栄養、

強壮、薬、忌避の役割りがあるとされ、疾病

予防、治療とリハピリテーションに有効であ

るとされている。食品は、味に応じて、酸、

苦、塩、辛、甘に分けられ、また特性に応じ

て冷、涼、平、温、熱に分類される。数百に

及ぶ食品をこれらの機能に分類し、それぞれ

の役割を組合わせた食事を摂ることによって

疾病を予防し、健康増進を求める。このよう

な薬膳は、数千年の歴史の中で中国民に受入

れられてきたが、その裏付けの科学的な解明

は殆ど行われていない。

オーストラリアCSIR Oの R.Headは、

機能性食品についての定義とその立証のため

の取組みの方向性について、“食品について栄

養学的役割の枠を越えた健康との係わりにつ

いて国際的に関心が高まっていることから、

まず機能性食品について、行政関係者、産業

人、医学者、栄養学者、消費者のそれぞれが

共通の認識と理解を得ることが先決で、それ

にはしっかりとした科学的な解明によって、

食品の人体生物学的利用能、栄養素聞の相互

作用、生理的作用、薬物動態学的作用などが

12:. 

対象となろう。時には分子レベルでの検討も

必要かもしれない。

科学による解明をもって国際的コンセンサス

を得ることが重要である”と主張した。

以上をふまえてパネルデイスカッションが

行われ、機能性食品については未解明の部分

が多く、研究はまだまだ続けられるべきであ

る。またその理解と認識について、東西に大

きな隔たりがある。中国の薬膳についても科

学的な裏付けに乏しい。欧米では疾病予防の

ための食生活ガイドラインが設定されている

が、これまでのものは現状の食生活と栄養源

としての食品を基本としたものである。機能

性食品は、将来、栄養のための食品の枠を越

えたもので、全く新しい視点での評価が必要

となる。 ILS Iを核とした国際的な協調作

業による取組みが必要となろう。

セッション 2：研究の現状

食品の機能と疾病との関わりについては、

世界各国で研究が行われている。

大東肇（京都大学）は、日本における文

部省の研究班による研究の背景、現状につい

て述べ、食品成分の機能性についての研究が

多面的、組織的にとり行われていることを紹

介し、次いで、自らが行っている植物成分の

抗腫蕩性について、たとえば、野菜中のオレ

アノール酸、ラクトーン類、タイ産野菜中の

有効成分などの抗腫蕩性を紹介した。

Luo Xueyun （中国予防医学研究所）は、中

国における漢方学と薬理学の理論を基準とし

た食品成分、主として漢方薬の研究の一端を

紹介し、 Ener-Gの心臓機能増強および免疫

活性化、モナスカス・血中コレステロール低

下、刺激の免疫活性化などを紹介した。

G. Pascal ( E U科学委員会）は、 EUにお

ける機能性食品の位置づけについて、そのま

ま食品に留めたままでよいのか、それともサ

プリメント医薬用食品まで拡大すべきかにつ

/LSI.イルシー （No.45)95.12 
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いて食品と薬品の区分の問題として討論され

ている段階であり、研究者は食品成分のもつ

生理活性と健康に関する課題について、たと

えば食物繊維や乳酸菌の消化系との関わりな

どのデータの蓄積に努力している。ことに IL 

s Iヨーロッパ支部はEU関係者とプロジェ

クトを共有して本格的に取組みはじめている。

その取組みは主として、（ 1 ）食品成分が関与

する生化学的ならびに生理学的機能の証明と、

( 2）生体調整機能と健康状態の維持との関係

を究める、こととしている。

行政関係者は、目下のところ食品と薬品の

混乱を生じないような施策をとっており、当

面は表示上の検討も進められている。

W. H. Glinsman （米国ジョージタウン大学）

は米国では機能性食品は法的な位置づけはま

だ行われていない。栄養表示・教育法などの

施行や健康強調表示の容認での手当てはされ

ているものの、研究や法制化はニーズやデー

タにもとづいて進められることになろうと予

測した。

セッション 3：科学データでは何が読み

取れるか？

食品や食品成分についての科学データから

疾病予防の観点から、どんなことが解るか。

これまでの情報をもとに検討が行われた。

B. Halliwell （英国ロンドン大学）は、抗酸

化性物質が冠動脈心疾患予防に重要な役割り

をはたしていることを述べ、とくに抗酸化ピ

タミン類、植物性ポリフェノールの有効性を

紹介した。

M. Roberfroid （ベルギー、ルパン大学）は、

消化系に対する食品の役割りについて述べ、

ILS Iヨーロッパ支部との共同研究の報告

を行ったが、消化管内の菌叢、消化管の嬬動

運動と食物移動、水や電解質の吸収調節、ホ

ルモン分泌効果、リンパ系の調節などの研究

の現状を報告した。
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J. Bradley （オーストラリア、フリンダ一大

学）は、免疫応答と食品成分の関わりについ

て加令と T細胞の活性変化を中心に報告した。

W.Tsakok （シンガポール中央病院）はアジ

アの食品とりわけハーブ類の摂取とホルモン

との関係について、とくに成熟への影響につ

いての示竣を与えた。とりわけアジアでは大

豆加工品がよく摂られるが健康と女性らしさ

の維持に何らかの関わりがあるとし、この面

での研究の推進を訴えた。

l.E.Dreosti （オーストラリア CS IR 0) 

は抗酸化性ビタミン類と植物中のポリフェノ

ール類が多くのフリーラジカル酸化損傷のリ

スク低減に有効であることを強調した。なか

でも茶中のポリフェノールであるエピカテキ

ンとその誘導体の抗がん効果についてまとめ

た。

奥恒行（東京大学）は、オリゴ糖類の代

謝と生体内の役割りについてネオシュガーを

例としてまとめた。また、日本ではオリゴ糖

を利用した飲料や菓子が市場化され、一部は

特定保健用食品として認可を受けていること

も紹介した。

K.D.R.Setchell （米国 シンシナチ小児病院）

は、亜麻仁や大豆のような植物由来のエスト

ロジェンについて、その生理的な役割りと抗

がん性の関係を示竣した。

セッション4：事例発表

このセッションでは、各種の食品や食品成

分についての機能性について、各方面の研究

者による事例発表が行われた。

R.Chang （米国 スローンケタリング医学研

究所）はキノコ類の研究を紹介した。エノキ

タケ、マイタケ、シイタケ等の抗がん性ある

いは免疫調節等について述べ、とくにシイタ

ケ中のレンチナン及びLE Mの免疫増強性を

強調した。

D.Karyadi （インドネシア地域栄養センター）

LE 
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は世界三大大豆発酵食品とされるインドネシ

ア産のテンペについて、そこに含まれるイソ

フラボンに注目し、腸免疫性増強、抗高脂血

症、抗アテ ローム性、抗感染症のあることを

示竣した。

S.Salminen （フィンランド タルク大学）は

乳酸菌の腸内フロラ保全の役割りに触れ、フ

ィンランドにおける臨床試験から幼児ク ロー

ム症、腸疾患予防、抗食物アレルギーへの期

待がもたれることを示竣した。

R.Uauy-Dagach （チリ大学）は魚油のω 3 

および (.V - 6多価不飽和脂肪酸について詳述

した。

J -L.Charleux （スイス ロシュ杜）は戸ー

カロチン、ビタミンC、ビタミンE、につい

て世界規模で実施された介入試験の結果をま

とめ、抗がん性についてこれらを使用した商

品が既に各地で人気を得ていることを報告し

た。

R.Mohammed （マレイシア農業大学）はマ

レイシアはじめ熱帯雨林で得られ、漢方とし

て利用されている植物について生理活性物質

己

の同定やスクリーニングを試みていることを

紹介した。

LL.Brown （オーストラリア グッドマンフ

イールダ一社）は複合炭水化物、とくに食物

繊維の生理活性を紹介、また高アミロースで

んぷんの血中コレステロール低下、脂質中プ

チレイトの代謝促進性のあることを紹介した。

O.Korver （オランダユニリーパ社）は脂

溶性ビタミンや抗酸化物質を含む植物泊につ

いてまとめた。

K.Krishnaswamy （インド栄養研究所）は、

インド人の食生活と抗がん性についてまとめ

“東洋の塩”として知られるターメリックを中

心とするカレーの効用について述べた。

藤木博太 （埼玉県がんセンター）は、茶に

含まれるポリフェノール類の抗がん性につい

て、様々ながん研究の手法によってその解明

がはかられていることを報告、とくに、エピ

ガロカテキンガレイト （EGCG）の効果に

ついて詳しく紹介した。

T.Yun （韓国がん学会）は朝鮮にんじんが免

疫増強作用をもつことから、種々のがんの発

/LSI.イノルシ－ (No.4勾 95.12
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生を抑制する作用のあることを報告した。

J.A.Milner （米国 ペンシルパニア大学）は、

にんにくについて、古代から食用として重宝

されて健康増進作用のあることが知られてい

るが、最近の研究では肝臓、大腸、肺、食道

あるいは乳房のガン発生を抑制することが判

ってきたことを報告した。

L.N.Kuzminski （米国 オーシャン・スプレ

イ・クランベリ一社）は、クランペリーが、

とくに女性の尿路系の感染症予防に有効であ

ることが証明されてきたことを報告した。

セッション 5：健康に対する効能とリス

クの解析

機能性食品や成分の健康に対する効能と裏

腹に、それらを摂取して生じるリスクについ

てどのように考えるべきか、安全性評価の討

論が行われた。

P.M.Verschuren (ILSIヨーロツノ＇＼）は、機能

性食品が食品として扱われる限り、食品と区

別して扱われることは避けるべきではあるが、

/LSI.イノルシ－ (No.45) 95.12 

他の新規食品のように、安全性についての評

価については十分な配慮が必要である。有効

性（栄養学的ならびに生理機能性）とあわせ

て安全性（毒性）についても検討を怠っては

ならないが、画一的ではなく、ケース・パ

イ・ケースの検討であるべきであると強調し

た。

Lee.H.Peng （シンガポール大学）は、機能

性食品についての疫学研究による評価も忘れ

てはならず、それは、通常の疫学調査法によ

るものとして、野菜、果物あるいは抗酸化ビ

タミンや食物繊維などについての研究事例を

紹介した。

A.C.Huggett （スイス ネスレ研究所）は、

機能性食品は一般の食品として位置づけられ

るべきであるが、その安全性確認のためには、

機能を有するとされる構成成分についての安

全性についての情報をもっておく必要がある。

とくに過剰摂取による副作用を防ぐためにも

リスクアセスメントの手法による評価をしな

ければならない。と強調した。

122 
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セッション 6：機能性食品の法制化

将来、機能性食品の流通が国際的に行われ

ることになれば、国際的な規模での法制化、

たとえば、コーデックス委員会での検討も必

要となってこよう 。

J.A.Race （ノ ルウェイ、食品庁）は、機能

性食品の国際的な流通がはじまれば、 WTO 

における Sp Mの適用をうけることになる。

FAO/WH OのCodex規格、ガイドライ

ンあるいは勧告による規制が最も有効な方法

かもしれない。

健康強調表示についていえば、現在検討が

行われている、特別用途食品に関するCodex

委員会へ提議されることになるかもしれない。

その場合には、 当然、科学的なデータや論理

に基づいた討論が行われることになろう。と

述べ、将来的にはCodex委員会の作業の一つ

に組入れることを示唆した。

E.Yetley （米国 FDA）は、米国の法規の中

では、機能性食品のカテゴリはなく、既存の

法規によって規制することになる。

機能性食品を食品とするか医薬品とするか。

食品とするならば、一般食品、医療用食品、

幼児食あるいは栄養強化食品のいずれかにあ

てはめることになろう。

規制のポイントは、製品に付される表示あ

Li± 

るいは、説明書および広告物におけるクレイ

ム （表現） の内容についてである。

C.Preston （オーストラリア食品庁）は、西

欧の法制下では、常に食品と医薬品の区分を

どうするかが課題となっている。

食品は栄養を摂取し、飢えや渇きを充足し

味覚を与えることを目的としており、医薬品

は特別な疾病の治療や予防を目的としている。

食品の規制の背景は、人々の健康の維持向

上のため、公衆衛生と安全性の保証、消費者

への情報の提供にある。一方医薬品に対する

規制は安全性と効能にあり、それに加え過剰

の摂取を防ぐために用量の制限をしている。

医薬品の許可のためには多くの試験データ

の裏付けを必要としている。

機能性食品の出現は、西欧がとってきたこ

れまでの食品と医薬品に対する法制度 （明確

な区分）に対する挑戦かもしれない。

一方、東洋では食生活の中で古くから機能

性食品をとり込んできた。

しかし国際的な流通がはじまれば国際的な

視点での検討が必要となってくるが、主たる

課題は、機能性についての証明の必要性とそ

の範囲、食生活の中で摂取するときの位置づ

け、表示内容、消費者教育などであろう 。

オーストラリアでは、目下法制化の研究を
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進めているが、食品と医薬品の境界を評価す

るためのデシジョンツリー、機能性の証明法、

消費者への情報が要点となる。

K. Xuegui （中国、保健省）は、中国では機

能性食品という名称、はなく健康食品と呼ばれ

る。健康食品には、強化食品、特殊栄養食品

および特定保健用食品の3つの区分ができそ

うである。しかし、これらを包括できる法律

はない。

一方、伝統的な漢方においては、食品や薬

用物質が基源を同じとするものが多い。この

点について、既存の法律では、食品は治療効

果をうたうことはできないが薬用に用いるも

のは、それができることである。従って将来

機能性食品の法制化があるとしても効能をど

のように表示するかが重要な検討事項となる。

G.E.Osuide （ナイジエリア FD A）はナ

イジエリアの食品法では、表示で効能を訴え

ない限り、機能性食品は食品として扱ってお

り、治療を示唆するようであれば医薬品とし

て扱うこととしている。

しかし市場には、機能性食品の類の商品が

出てきており法制化の必要性も高まっている。

さらに、アジア諸国のC.H.Kuan（シンガポ

ーjレ）、 P.Pothisiri（タイ）、U.Takain（インド

/LSI.イノルシ－ (No.45) 95. 12 

ネシア）、 M.S.BinAhwad （マレイシア）がそ

れぞれの国における機能性食品の法的位置づ

けについて述べたが、いずれの国においても

機能性食品を定義づけた り、法規制すること

はなく、特殊用途食品のうち、栄養強化食品、

病者用食品が当面の位置づけになろうとのこ

とであった。しかし表示における規制は医薬

品のように効能を訴えることができないこと

は、他の国々と同じである。

日本の状況については、特定保健用食品

(FOSHU）の背景、法規制、市場の状況に

ついて小島康平（麻布大学）から報告された。

セッション 7：ポスターセッション

会場内に掲示されたポスターセッションで

は、 49篇の報告があり、各種の機能性食品や

成分についての研究成果が紹介された。

セッション 8：将来に向けて

今回の会議をふまえて、機能性食品の枠組

み、定義、科学的な評価法、納得できる表示

などについて、今後、国際的な視点でどのよ

うにとり組んでいくべきであろうか。

D.P.Richardson （英国 ネスレ社）は産業界

からの見方として、この種の食品については、

L三
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すでに食物繊維入札ビタミンやミネラル強

化の食品が市場に存在し、行政上の措置もと

られている。

これからは抗酸化成分や免疫賦活成分など

が期待されるが、重要なことは、科学的に安

全で、効果あることが証明され、しかも表示

において消費者に誤認を与えないものでやる

べきである。

産業界は、消費者のニーズに応えて商品開

発を行わなければならないが、あくまでも

「おいしく、便利、安価jなものを目途すこと

になる、機能性食品であるから「まずく、高

価Jということでは受入れられない。消費者

保護を忘れず、安全で確かな効果をめざした

ものを提供していきたい。法制上、日本がF

OSH Uとして先行したが、他の国々では

まだである。

小島康平（麻布大学）は、東洋、とくに日

本の消費者の立場からみた機能性食品への期

待について、日本では古くから医食同源の考

えがあり、伝統的な食生活によって健康を維

持することが疾病予防になるとされてきた。

食品の役割りの研究の中で明らかにされた

食品成分の機能性を、加工食品に組入れた機

能性食品も消費者に受入れられ、従来の法体

~ 

系の中で、特定保健用食品としての位置づけ

が行われている。健康に対する効果、安全性

を確認するデー夕、成分の定量、形態や表示

内容について十分に法的な規制も行われてい

る。しかし、消費者の認知はまだ低く、 普及

にはいま一歩という段階であるとして日本の

現状が紹介された。

M.Hilliam （英国 食品研究協会）は機能性

食品に対するヨーロッパにおける消費者のと

らえ方について、機能性食品は存在していな

いが食物繊維、ビタミン、ミネラル、オリゴ

糖などを使用した食品や乳酸菌食品などに対

する期待が強いことが調査結果でも明らかで

ある。

疾病によって出費するコストを健康的な機

能性食品へ廻し、健康増進と疾病予防をした

いとの願望は強い。

安全で、機能性がしっかりと証明された美

味しい食品を手軽に安価に入手出来ることは、

消費者の欲することであると期待感を述べた。

W.D.Clay (FA 0）は、1992年のFAO/ 

W H  O国際栄養会議のフ ォローアップとして

の行動計画の中で、食品を中心とした食生活

指針作りが推奨されている。

まず、 十分な食生活が確立されなければな

/LSI.イJレシー （No.45)95. 12 
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らないが、それは各地域の伝統的な食事を基

盤とすべきであろうし、文化、社会、経済、

環境等の要因を組入れたものであろう。

F.M.Clydesdale （米国 マサチュセッツ大学）

は、必要な科学的データについて考察を加え

た。世界中の人々の健康は、まず食生活によ

って支えられるべきであるが、歴史的には、

飢餓つまり栄養不足をいかに解消するか、次

いで、飽食の時代に過剰の栄養摂取をいかに

低減化すべきかが大きな課題としてとり組ま

れてきた。

いまや、植物性成分や機能性食品の健康の

ための効能についての問題が浮上してきた。

しかし、予防とか治療という 言葉は一般的に

は医薬品に対して用いるものであるので、食

品や食品成分の健康への期待をいうのであれ

ば、むしろ「疾病のリスクを軽減するjとい

う方が妥当かもしれない。

食品が疾病のリスクを低減できることを裏

付ける科学的なアプローチを確立するために

は、本来、疫学、臨床、動物試験をはじめ

様々の情報を必要とする。

この場合、食品には疾病との関係を確立す

ることが困難であることも承知しておく必要

があり、また食品とは生理活性成分が全く純

/LSI.イノルシ－ (No.4勾 95.12

粋な形態では存在しない化学的に複合体であ

り、自然体であること、生理活性はいくつか

の成分の相乗作用によって効果が現れるかも

しれないことを知ってからデータの評価に入

るべきである。食品は複雑な系であり単一の

化学物質の試験とは全く異なったも のである。

機能性の評価では、このことも忘れてはなら

ない。

G.Pascal (E U食品科学委員会）は機能性食

品の法制化のあり方について、 EUあるいは

国際的に規格化をはかるときに考え易いシナ

リオを提案した。

1. まず機能性食品の概念は、食品と食品成

分に限定すべきで、サプリメントやハーブは

除外する。

2.機能性食品は医薬品とは明確に区分すべ

きであり、従って医薬的なクレイムは出来な

い生理学的な表現のみが許される。

3 .機能性食品に許される表示は、疾病予防

までであ り、治療的な表現は許されない。

4.機能性食品の可能性は、通常の食品の形

態のもので、一般の健康人に対するものであ

るべきである。

5.健康強調表示 （ヘルスクレイム）を許す

ことになれば、消費者に誤認を与えないこと

LE 
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が必要であるが、国際的レベルでの規制が必 うな発言はみられなかった。今後機能性食品

要となる。 Codex委員会での検討が必要。 の国際的な市場性が実現することを予測する

6 .機能性食品はまず安全であるべきである。 と、国際的な調和と納得性が要求されると思

第 l回のこの会議は、「機能性食品」という

言葉だけが先行して、実体について様々な理

解と解釈のある問題を原点から問い直そうと

いう試みであったが、東洋と西洋の食品に対

する考えの相違、とりわけ医食同源を基本と

する東洋の食生活の中での機能性食品のとら

え方とあくまでも疾病予防の証拠をきちんと

した科学的研究で証明すべしとする西洋的な

アプローチの差が理解しあえたと思う 。

一方、法制上、機能性食品というカテゴリ

ーや定義はないとしても、特殊用途食品の規

制の中でとらえうるとする国が多いことも判

明した。問題は、国際的な流通を迎えること

になったときの位置づけであろう。

今回の会議にはFA O、WHOをはじめE

U、各国政府機関の研究者や政策担当者も多

数出席した。

各国の代表はスピーチの中で異口同音に、

“日本はFOSH Uを先行させている”として

はいるものの、日本の制度にフォローするよ

Li!. 

われる。多くの関係者がこの問題はCodex委

員会の討議の中へ持ち込んではどうかとのコ

メントがあったことから、日本の機能性食品

(FOSHU）についてもそのような場での討

論に十分対応できるような位置づけと裏づけ

を要しよう 。

I LS I本部では、 機能性食品のテーマに

ついて、各支部と国際的なネッ トワークの中

で共同研究する方針であり、すでに北米支部

には技術委員会を編成して活動してお り、ヨ

ーロッパ支部でも、 EUの食品科学委員会と

ともに科学研究の具体的なプログラム作りに

入っている。

この他の支部も各国の研究者や行政関係者

との情報の交換に入っている。本協会も、 F

OSH U制度のある国の支部として、積極的

な活動に対応できる体制を編成する必要があ

る。

（福富文武）
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Nutrition Factsラペ、リング実施から 1年経過して

るものである。サーピングサイズは製品カテ

ゴリーを横断して標準化されている。栄養情

報を提供する文脈もまた変わってきた。それ

ぞれの栄養素についての%一日参考値は特定

の栄養素をその食品が一日参考値に対してど

れだけ含有しているかを示すものである。新

しい規則によってヘルス・クレームと栄養素

含有クレームは厳格な基準に適合したもので

なければならないことが規定されている。

－意識（知っていること）の向上

フード・マーケテイング・インスティテュ

ート（FMI）とプレペンションマガジンが

発表した調査リポート［健康のための買い物

’95」は新しい表示に対する消費者の関心が高

まっていることを明らかにしている。 1995年

2月には買い物客の43%が新しい表示方式を

見たと報告している。健康に関心の高い買い

物客、健康上の理由で食事を変更した人、食

1993年 1月、 FD Aは栄養表示教育法（N

LE A法， 1990年）の下での栄養表示の規則を

Federal Register に発表し、その後も色々な修正

や追加の提案を行った。 1994年3月31日、 F

D Aは1994年5月8日以降規定の栄養表示を

行っていない製品は欺蹄製品と見なされると

いう通達を出した。本年夏で新しい栄養表示

制度が施行されて約 1年経過したわけで、こ

の表示、特にそのNutritionFactsのa情報が消費

者にどのように評価され受け入れられている

かは興味ある問題である。 IF I CのFood

Insight 7 / 8月号の報告を参考に、 NLEA 

法施行後のこれに対する各界からの評価につ

いて展望する。

πu 

表 1: Nutrition Facts （栄養情報）
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食品成分
室官官一一

飽和脂肪
コレステロール
ナトリウム
カリウム
全炭水化物

食物繊維
タンパク質
ピ空ミンA
ビ空ミンC
カルシウム
鉄
ビタミンD
ピ空ミンE
サイアミン
リボフラピン
ナイアシン
ビタミン86
葉酸
ビタミン812
ピオチン
パントテン酸
リン
ヨウ素
マグネシウム
亜鉛
銅

Nutrition Factsの表示形式についてはすでに

「ILS I・イルシーJ40号、 21ページに「栄

養情報」として示されているが、もう一度参

考のために表lに記す。

この新しい表示について、スーパーマーケ

ット、消費者調査、電話調査、栄養専門家と

の討論などの結果、 NutritionFactsの表示は消

費者によい印象を与えていることがわかった。

この表示について知っている買い物客が増え、

この表示はわかりやすく、食品を買う場合の

参考になると言っている。しかし、この新し

い表示から読み取れるものをどのように食に

つなげるかについてはまだ疑問があるようで

ある。

NLE A法（1990年）により、実質的にす

べての包装食品は NutritionFactsを含む新しい

表示をつけなければならないことになったb

この新しいデザインによって、すべての製品

が同じ種類の情報をもつことになった。ここ

に示される情報の順序は公衆衛生上の意義が

ある栄養素（全脂肪、飽和脂肪、コレステロ

ール、ナトリウム、食物繊維など）を強調す

~ /LSI.イJレシー （No.45)95.12 
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事制限をしている人と一緒に生活している人

の聞で新しい表示について知っている人の率

が高かったことをこの調査は明らかにした。

電話調査を行っているアメリカ・ダイエツ

ト協会（ADA）のナンシー・シュワルツ博

士によれば、このような意識の向上にもかか

わらず、消費者は表示を正しく使うための教

育と勧告を必要としていると述べている。 A

D Aの電話調査によると、消費者は%一日参

考値ではなく、脂肪からのカロリーが30%ま

たはそれ以下の食品に注目していることが明

らかになった。「表示をどのように使うかにつ

いてのアドバイスとして、我々は消費者が%

一日参考値をどのように使うか、また彼らが

一日に摂取できる総脂肪のグラム数一脂肪予

算ーについて学ぶ助けをし、一日または一週

間、彼らの脂肪予算の範囲で食品の選択を行

えるような勧告を行いたいjとシュワルツ博

士は述べている。

FMI／プレペンション調査により、消費

者が食品を買う場合、最初に製品中の脂肪の

グラム（74%）、カロリー数（58%）、コレス

テロール含量（56%）、食塩／ナトリウム

(51 %）をチェックすることを確認した。

しかし、ある一つの栄養素に集中すること

により、消費者はある食品中の他の栄養素の

貢献を見落とすことになるかも知れない。「健

康的な食事のために食品を選択するには消費

者は彼らが切り捨てようとしている栄養素だ

けでなく、もっと多くのことを知る必要があ

る」とAD Aの以前のプレジデントで現在あ

る栄養通信社の社長であるマリー・アポット

ヘス博士は述べた。彼女は「あなたがもっと

摂取しようとしている栄養素（カルシウム、

繊維、ピタミン類）の量についてもよく見な

さいJと示唆している。

－表示から食事へ

Nutrition Facts にあるデータは2,000カロリー

L三i

の食事と特定のサーピング・サイズに基づく

ものであるが、栄養教育者は消費者がそのよ

うな情報を個人個人の必要性に適用するため

の指導を必要としていることを発見している。

FD Aの食品表示教育プログラムのコーデイ

ネーターのナオミ・クラコウ女史によれば

「単に消費者だけでなく栄養教育者達は、グラ

ム数を数え、パーセンテージを計算すること

から、単純に表示に示されている%一日参考

値を使うように調整しているJと述べ、考慮

すべき主要な 3点を挙げた。

自己発見：個別のサイズをコントロールす

る参考の枠組みのためにサーピングサイズを

使用する。もしあなたが標準サーピング・サ

イズの半分、 2倍、 3倍を食べるならば一日

値も半分、または倍加されなければならない。

「それは自己発見のプロセスであり、あなたが

現実に食べているものを標準サーピング・サ

イズと比較し、あなたの食品の選択があなた

の一日値にどのように影響しているかを見る」

とクラコウ女史は述べている。

個人化：人々はそれぞれ異なった優先順位

をもっている。「わたしの目標は脂肪の摂取を

減らすことで、あなたは繊維とカルシウムの

摂取を増やすことであろうj「%一日参考値は

あなたの摂取の評価を非常に容易にしたjと

クラコウ女史は述べた。

複雑にするな：「数学を使ったりパーセン

テージを計算したりする必要はない。%一日

値が数学的な仕事をしてくれる。ある食品が

ある栄養素について高いか低いかどうか、そ

してそれが全体の食事にどのように適合する

かについて教えてくれるので消費者は長期間

にわたって食品の選択のバランスをとること

ができるJ包装の上の栄養素含有クレーム

一例えば軽度、低い、減少したおよび高いー

も消費者が食品を選択するプロセスを単純に

する助けになるであろうとクラコウ女史は言

つ。

/LSI.イルシー （No.45,》95.12
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「クレームは厳格なFD Aの基準に適合し

なければならないので、消費者はこれらの記

述に信頼をおくことができるJFD Aからの

アドバイスは他の栄養専門家の聞に鳴り響い

て行く。「人々は食べているものの評価だけで

なく、どれだけ食べるかについても助けを必

要としているjとヘス氏は言っている。

AD AとFD Aはサーピング・サイズと食

事の中の食品の割合の決定にはアメリカ農務

省の食品ガイド・ピラミッドを使用すること

を勧めている。このピラミッドの中の勧告は

アメリカ健康福祉省の定めたアメリカの食事

指針に一致するものである。 NutritionFactsラ

ベル、ピラミッド及び食事指針はそれぞれが

補完し合うものである。クラコウ女史は「今

秋末に完成する予定の我々の新しい教育用ビ

デオはこれらの関係並びに健康な食の選択を

するためいかに表示を使うかについて説明す

るものである」と述べた。

食品ガイド・ピラミッドは食品の選択にお

ける品種、バランスおよび適度さを強調して

いる。それには 5つの食品群のそれぞれから

の一日のサーピング・サイズの適切な範囲に

ついての勧告が含まれている：パン、米飯、

穀類またはパスタ 6 -11サーピング；果物

2-4サーピング；野菜 3-5サーピン

グ；ミルク、ヨーグルトまたはチーズ、及び

畜肉、家禽肉、魚、乾燥豆、卵またはナッツ

2-3サーピング。

－取捨選択の問題を取り扱う

どれだけ多くの情報が表示に含まれ、消費

者がどのようによく理解しても、栄養教育者

は消費者が食品販売店で現実にどのように決

断をするかの問題を取り扱わなければならな

い。あわただしい生活スタイル、家族のメン

バーの食の好みの違い、及びその他の要因な

どにより多くの買い物客は食事設計や買い物

をし、ストアーにおける食品表示についてゆ

/LSI.イルシー （No.45)95.12 

っくり比較をすることを困難なものにしてい

る。

「疑いなく人々は一つの包装の中に良い栄

養、価値及ぴ便利さを望んでいる。我々のス

トアーでは家庭で容易に再現できるような調

理のデモンストレーションを行い、そのレシ

ピと一緒に栄養情報をつけて配布している。

そうすることによってお客は自分自身で簡単

に評価ができる」と北部ニューヨーク州とペ

ンシルパニア州の50の食品ストアー・チェー

ン、ウエグマンの栄養プログラム・コーデイ

ネーターであるジェーン・アンドリュー女史

は述べた。要点を言えば人々は「食品につい

ての回答」の助けを必要としている、とミシ

ガン州グランラピッツの食品卸問屋スパルタ

ン・ストアーズの消費者問題／広報責任者シ

ヤリ・スタインバーグは述べている。「毎週、

実際に座って21食を計画する人は少ない。買

ってきたすべての製品の表示を読む時間もな

いだろう。人々は食事を作る時には単なる表

示以上のもっと大きい枠組みの参考資料を必

要としている」スタインバーグは新しい方針

を取っており、スパルタンの取り引きしてい

る475のストアーを通じて買い物リストと夕食

プランを配布している。このメニューは食品

ガイド・ピラミッドの食事についての勧告に

基づいており、作るのに約15分程しかかから

ない。

－将来の必要性を満たす

専門家は表示について消費者を教育するこ

とはもっと大きな努力の一部である必要があ

るということに同意している。「食品表示をあ

たかも決定的な選択を与えるもののように考

えて食事の計画を立てることはできない。

我々は食品ガイド・ピラミッドを計画のため

の第 1の道具に使い、それぞれの群から食品

を選ぴ、それから表示の情報をその日のある

群の食品として良い選択であるかどうかの判

己
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断のために使用することを勧めているJとア

ンドリュー氏は言う。

シュワルツ女史も栄養素含量クレームをも

っと多くの人にもっと情報をもった食品の選

択をさせる手段として期待している。「ある消

費者がNutritionFacts表示を使うのが難しけれ

ば、製品表示の上にある栄養素含量クレーム

が情報を得た上での選択を行うためのもっと

直接的な手がかりを与えるものであろうjと

彼女は述べた。

アメリカにおけるNLE A法に基づくすべ

ての包装食品に対する強制的な栄養表示の施

行は国際的にも大きな影響を与え、また機能

性食品の開発や規制制度の調和、コーデック

ス委員会の動向などとも関係して、各国にお

ける強制的な栄養表示制度の導入が予想され

ている。

日本では現在栄養改善法の改正が進行して

いる。現行の栄養改善法の下で特殊栄養食品

の許可を受けた製品には栄養表示が義務づけ

られているが、特殊栄養食品の表示と紛らわ

しい表現を他の食品に付すことは禁止されて

いる。特に「高タンパクj「低カロリーj「減

塩Jなどの用語を使用することはできない。

特殊保健用食品制度（栄養改善法第12条の特

とする 0

・栄養成分に関する何らかの表示を行う場

合における主要重要成分（エネルギー、

タンパク質等）の表示の基準

－低、減、強化等の栄養強調表示（低カロ

リー、滅塩等）の基準

改正案も強制的な栄養表示を義務づけてい

るものではないが、ほほ強制的な栄養表示制

度の導入と考えられている。上記の表示基準

は10月12日に厚生省が関係者に説明会を開催

し「食品の栄養素表示基準（案）Jを示した。

（本稿では詳細は省略）

改正案は12月に関係者の意見をとりまとめ

原案を作り、 GAT  Tなどに通報し、必要な

圏内手続きを経て 5月に施行、 1-2年の猶

予期間の後実施されると予想されている。

いずれにしてもわが国でもごく近い将来、

栄養表示制度が確立し消費者が食の選択する

上で有効な情報が提供されることが期待され

る。しかしな治宝ら、アメリカのNLE Aにつ

いて繰り返し言われているように、表示制度

は栄養教育、食事指針などとともに一貫した

国民の健康増進政策の一つで、これらは相互

に補完しあってはじめて目的を達するもので

ある。このような考え方はわが国においても

殊栄養食品一特別用途食品のうち、「食生活に 必要ではないだろうか。

おいて特定の保健の目的で摂取する者に対し、

その摂取により当該保健の目的が期待できる

旨を表示するものJ）により指定された食品の

生理的な機能について限られた範囲ではある

が表示することが認められている。

現在進められている改正案は、食品を通じ

た健康づくりを推進するための栄養成分表示

の適正化を目指すもので、主要な改正は次の

点と考えられる。

食品に栄養成分に関する表示を行う場合は、

厚生大臣が定める次の基準に従って行うもの

己

（青木真一郎）
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「ワシントンの窓からJその1
一滞米雑感ー

今度のワシントン ILS I勤務で思いがけ

なく 20年ぶりでアメリカに戻ってきた。余り

変わっていないようにも見えるが、出張で見

ていたのとまた違ったアメリカが見えてきて

興奮している。在米3年、年に出張を何回も

し、知米派のつもりで居たわけだが、案外知

らないことが多いのに気がついた。まさに日

常茶飯事分かつているようで分かつていない

ことの数々。案外日米聞にまたがる誤解もこ

んな常識の違い、‘そんなことは常識だよ’と

いう発言の常識のなさから来るのかも知れな

い。知っている方にはつまらない駄言であり、

知らない人にとっては何が問題なのか分から

ないというようなものかも知れないが、敢え

て家事のど素人が一戸を構えるまでに見たこ

とごとを埋め草として出してみようと皆様の

ご寛容を期待する次第。

自分ではあまり自覚していなかったが、前

にこの地に住んだのが1975～78となると、 20

年近くの年月が過ぎてしまっている。結果的

に昔住んだワシントンの北郊、 NI HとFD 

Aの聞の公園のようなアパート群の一つに入

った。ある意味で同じ地域の定点観測を行っ

たようなもので、殆ど変わりがないようでい

ながら大きく変わっている部分も少なからず

あった。これをもってアメリカと言うつもり

もないし、まして外国では…とやる意図はな

＂＇。

1）基本物価の安いこと

旅行者としてホテルに泊まり、タクシーに

乗り、レストランで食事をしていた時にはそ
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れほどにも思わなかったが、こちらで生活し

てみると基本物価の低さ（日本の物価の高さ）

にもう一度び、っくりする。

ガソリン27円／ Lとか立派なサーロイン・

ステーキが期限表示、内容重量、重量当たり

単価、価格表示っきで200円／lOOgなどである。

2）スーパーマーケットのサイズ

言い古されていることだが、郊外の大型店

は土地が安いこともあってさらに巨大になっ

ている。昔から栄養表示等を率先実施し、有

名だったワシントン付近の食品スーパーは、

さらに巨大化し、支店網を拡げていた。食品

のサイズは相変わらず大きく、ジュース、牛

乳などガロン瓶（3.75L）だ。

昔はTVDinner （電子レンジで暖めればその

まま食べられる冷凍既製食品）全盛の頃であ

ったが、今は自然志向というか、木の実など

食品素材の秤売りが増えており、牛肉より鶏、

魚などが増え、生きたロプスターなども扱う

様になっていた。

野菜果物なども山積みにしてあり、きれい

にプラスティック個装するのは影を潜めてい

た。日本では当たり前のデリカテッセンの様

な総菜コーナーも、昔は見られなかったが出

来ていた。昔は支払は現金または予め届済み

のパーソナル・チェックに限られていたが、

今はクレジット・カードが幅を効かせている。

レジで“Paperor Plastic？”と必ず聞かれ、最

初は戸惑った。これは一戸建てに住んでいる

人は大きなごみバケツにごみを入れるので、

環境に優しい紙袋を選ぴ、アパートに住んで

己



一一一一一一一一－B1je－－さ百面記亙－＆－2.面 hfr/石lj-81/e

いる人は各階のごみ捨て穴に袋に入れて投げ

捨てるが、これはプラスティック袋でないと

落ちた衝撃で破れてしまうので、これを選ぶ

と云うことらしい。生ゴミはディスポーザー

で砕いて下水へ流してしまうので、ごみ集め

の方には出てこない。袋に入れたごみの方は、

瓶も缶も紙も一緒に捨てられ、この地方では

余り分別処理は進められていないようだった。

3）コンピューター屋

秋葉原の電気屋のコンピューター店への変

身ぶりも凄いが、こちらの郊外店の大きさに

は驚かされる。体育館ほどの広さにコンピュ

ーターの入った段ボール箱を山積みしてあら

ゆる種類のものを売っている。大変な顧客の

数で、洗濯機より一戸当たりコンピューター

の数の方が多いと言うのも領ける。巨大さは

ゴルフ、家具、家の材料を売っている店など

でも同じであった。家の材料と言ってもピン

と来ないかも知れないが、人件費が高いせい

もあって、アメリカではDo-it-yourselfが盛ん

だ。別荘ぐらい自分で、作ってしまう人さえい

るので、太い下水管からドア、パスタブなど

など材キヰを売っている店がある。スケールが

大きいので、風呂桶など3mぐらいの高さの

壁に 8種類ぐらい斜めにおいて実物展示して

あったりする。

手洗いの便座が冷たくないようにかぶせる

毛糸編み製品を探したが、分かつてもらえな

かった。結局便座上部25種類ぐらいのうち、

6種類ぐらいが冷たくない合成皮革でできて

いて、好きな人はそれごと取り替えてしまう

仕組みで、安いものは500円。これでは手編み

の凝ったカバーなどを出しても、とても売れ

ないと後で分かつた。

初めてアメリカに来た時に部屋を掃除しよ

うと、雑巾を買いに行ったことがあった。い

くら「ぼろ切れをミシンで縫ってjなどと説

明しても通じず、そこにあるタオルを使えと

L丘

店の人に言われ、英語が通じないとがっかり

したことを覚えている。これも人件費の高い

国で合理的に考えれば、雑巾など売っていな

いのが当然だったわけだ。

4）営業時間

昔は夕方早く閉店になり、日曜日で聞いて

いるのはユダヤ系の人がやっている小さな何

でも屋ぐらいだった。それが今度来てみると、

日曜開店は当たり前、夜も普通の所で21:30ま

でとなっていた。多くはないが‘小振りの

（それでも日本の普通のスーパーの10倍はあ

る）’スーパーマーケットで24時間年中無休の

店もある。 CD・テープと本を扱っていると

ころは、夜中零時まで聞いている。選択の多

さは大したもので、 Verdiのオペラ“ラ・ボエ

ーム”ーっとっても、 10種類以上のCDが出

ていた。

5）モール

自動車で大スーパーにやってきて、大きな

買い物カート 2台分ぐらいの山のような買い

物をして行くだけではやはり満たされないも

のがあるのか、デパート何軒かを中心にぶら

ぶら歩きできる商店街をつくっているモール

も増え、賑わっている。全部が車で来るので、

駐車場の規模は巨大となる。昔と違うのは、

聞こえてくる言葉がロシア語、中国語、スペ

イン語と極めて多彩で、移民国家アメリカが

さらに多くの外国人を吸収しながら発展して

いるといった実感だ。

6）電気の差し込みプラグ

日本から持ってきた差し込みも普通に使え

るし、電圧は少し違うが何も差がないと思っ

ていた。電気器具を買ってきて差し込もうと

すると入らない。壊れているのかなと思って

よく見ると、右と左の形が違っていた。アー

ス側をはっきりさせ、安全性を高めているの

/LSI.イJレシ－ (No.45) 95. 12 



-- B.rje－合政面否－＆ 2面 ::h"/iT石FB.r/e ---

だった。壁の差し込み口も必ず縦に二日並ん

だ形をしている。こう規格化が徹底している

ので、差し込み口を増やすための差し込み具

も上下三列ずつ二段6口となっていて、裏は

電極が二つ縦に並んでいる。これを壁の縦二

口に差し込めばよいわけだ。日本ではあまり

ない形なので印象的だった。（これは絵でも描

いてお見せしないと面白くないですね）

7) Cable TV 

ワシントンの郊外でのサービスは有名なC

N N等を含めて70チャンネルあり、大学など

のチャンネルも多い。 3大ネットワークなど

といってもこうなると70分の lになってしま

うわけで、マスコミの様相が大きく変わって

きた理由が分かるというものだ。 120チャンネ

ルまでセットできるので、そこまで行ってい

る地方もあるだろう。

芳 1995.11.25

問・イルシー （No.45)95.12 己；
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生
ロ予

第 2回シリーズ

ILSI奈良毒性病理セミナー

一肝臓一
期日 1996年5月8日（水）～10日（金）

場 所奈良県新公会堂

奈良市春日野町101 TEL: 0742-27-2630 

プログラム
第1日午前肝臓に関するシンポジウム

（招待シンポジストの鶏苦による講演）

午後症例・研究発表

（参加者の日本語による発表）

第2・3日実験動物の肝臓に関する病理組織セミナー
および9＼ネルデイスカッション

（招待講師の鶏苦による講演）

ゆ

長

・Jい
J

高
川

！

”

』

＝

r

価

授

授

究

授

評

教

教

研

教

性

部

授

授

長

学

授

一

学
全
学
教
教
学
団
大
教
タ

大
京
医
部
部
学
財
科
部
ン

科
塙
獣
学
学
大
究
医
学
セ

医
問
農
薬
医
立
研
一
医
ん

立
舵
事
学
学
学
市

l
パ
学
が

県
品
理
大
大
大
屋

S
一
大
立

良

食

本

里

京

古

L
ノ
島
国

奈

側

日

北

東

名

l
ハ
広
前

一
員
策
造
俊
行
ズ
ア
一
三

陽

公

裕

隆

信

ペ

一

栄

昭

A
A

一
A
西

本

原

川

束

ね

モ

原

山

田
貝
小
榎
藤
林
石
伊
M
U
田
高

委
長
員

必剛回目【

樹
委
委

会費：
7万円（参加費、スライド資料代、

懇親会費を含む）

事務局（問い合わせ先）
奈良県立医科大学腫蕩病理教室
奈良県橿原市四条町84 0 
電話 07442・2・3051 （内線2576)
ファックス 07442-5圃 7308

L三i

シンポジス卜
神代正道久留米大学医学部教授

小林健一金沢大学医学部教授

林 裕造北里大学薬学部教授

セミナー講師
Peter Bannasch, Dr. med. 

Deutsches Krebsforschungszentrum (Germany) 
Gary A. Boorman, DVM, MS, PhD 

National Institute of Environmental Health 
Sciences (USA) 

Kevin P. Keenan, DVM, PhD 
Merck Research Laboratories (USA) 

Dai Nakae, MD 
Nara Medical University (Japan) 

Robert R. Maronpot, DVM, MS, MPH 
National Institute of Environmental Health 
Sciences (USA) 

Paul M. Newberne, DVM, PhD 
Boston University School of Medicine (USA) 

James A. Popp, DVM, PhD 
Sterling Winthrop Inc. (USA) 

Rolf Schulte咽 Hermann,PhD 
lnstitut tor Tumorbiologie und Krebsforchung der 
Universitat Wien (AUSTRIA) 
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発刊のお知らせ

油脂の栄養研究委員会報告書
「畜産脂質の栄養と健康」

先に予告を致しておりましたが、「畜産脂質の栄養と健康Jが12月に「 ILS I ・イルシーj

別冊町として発刊されました。内容は次の通りです。

畜産指質の栄養と健康

巻頭言

序章

ILSIJAPAN副会長、科学研究企画委員長

第 1章畜産脂質概説

第1節 乳脂質概説

第2節 食肉脂質概説

第3節 鶏卵脂質概説

第2章加工動物脂概説

第 l節 乳脂（バター、バターオイル）

第2節 牛脂および豚脂

第3章畜産脂質と風味

第 l節 脂質の風味

第2節 乳および乳製品の脂質と風味

第3節 肉および肉製品の脂質と風味

第4節 卵および卵製品の脂質と風味

第4章畜産脂質と健康

第 1節 冠動脈性心疾患とコレステロール

第2節 食餌脂質と血中コレステロール値

第3節 癌に対する脂質の作用

第4節 酸化コレステロール

第 5章 わが国における畜産脂質の摂取量の実態

第6章畜産脂質の将来展望

粟飯原景昭

日野哲雄（東京農業大学）

小田切敏（岩手大学名誉教授）

菅野貴浩（明治乳業側）

高橋強（東京農業大学）

高橋強（東京農業大学）

菅野貴浩（明治乳業（槻）

日野哲雄（東京農業大学）

小田切敏（岩手大学名誉教授）

小田切敏（岩手大学名誉教授）

小田切敏（岩手大学名誉教授）

小田切敏（岩手大学名誉教授）

高橋強（東京農業大学）

高橋強（東京農業大学）

日野哲雄（東京農業大学）

高橋強（東京農業大学）

麓大三（ILSIJapan) 

森松文毅（日本ハム側）

なるべく多くの方にお読み頂きたいと執筆者一同希望致しております。

ご希望の方には実費（2,500円）にてお分け致しますので、事務局までお申込下さい。

/LSI.イJレシー （No.45)95.12 L丘



!.!! 

-£];faぜそ=Sc:re~＆－Q.函'frrrT万IB;fa 

入会年月日

1995. 12. 7 

交代年月日 組織名

1995.12. 7 鐘淵化学工業（株）

会員の異動（敬称略）

入会

組 織 名

三井製糖株式会社

理事の交代

孟

食品事業部技術部長

大藤武彦

盟一一嘉

取締役茅ヶ崎研究所長

中島良和

国

食品事業部長

山崎重軌
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日本国際生命科学協会活動日誌
(1995年5月1日～1995年10月31日）

5月8日 バイオテクノロジー研究委員会 於：大妻女子大学

科学研究小委員会を開催、調査・研究結果について討議。

5月10日 ILSI奈良毒性病理セミナ一（呼吸器系）

～12日 於：奈良県新公会堂

第 1日、呼吸器に関するシンポジウム；参加者の日本語による研究発表、第2～ 3

日、実験動物の呼吸器系に関する病理組織セミナー及びパネルディスカッション。

園内10名、国外10名の講師を招聴。

参加者： 160名

5月15日 油指の栄養研究委員会 於： ILSIJAPAN

畜産脂質の栄養に関する研究結果報告書についての各委員担当項目についての討議。

5月23日 バイオテクノ口ジ－研究委員会 於： ILSIJAPAN

p A （社会的受容性）小委員会を開催し、調査・研究事項について討議。

5月24日編集 委員会 於： ILSIJAPAN

「ILSI・ イルシーJNo. 43, No. 44およびNo.45の発行予定、掲載内容等に関す

る検討。

5月24日 第2回「栄養とエイジングJ国際会議実行委員会

於：ファイザ一

国際会議実行委員会に設置の運営、プログラム、財務及び広報各委員会より準備進

行状況の報告ならぴに討議。

6月14日編集委員会 於： ILSIJAPAN

「ILS I・イルシーjNo.43の校正およびNo.44の発行予定、掲載内容の検討。

6月19日広報委員会 於：コカ・コーラ

“ILSIJAPANコミュニケーションズ”の発行及び第2回「栄養とエイジングJ
国際会議の広報活動に関する検討、討議。

6月19日 油脂の栄養研究委員会 於： ILSIJAPAN

畜産脂質の栄養に関する研究結果報告書に関する各委員担当項目及び報告書のとり

まとめについての検討。
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6月21日編集委員会 於： ILSIJAPAN

「ILS I・イルシ－J No. 43の最終校正、 No.44の掲載内容の詳細検討及び、

No.45の発行予定、掲載内容の検討。

6月22日 安全性研究委員会 於：サントリー

安全性研究委員会における検討結果報告書として「加工食品の保存性と日付表示J
刊行に伴う総括及び今後の課題に関する検討。

6月27日編集委員会 於：昭和女子大学

「ILS I・イルシ－J No.44を国際会議開催記念特集号とするため、国際会議実

行委員会委員を加え、掲載内容を検討。

7月19日 第2回「栄養と工イジングJ国際会議実行委員会

於：ファイザ一

実行委員会傘下の各委員会の活動状況報告及び国際会議の運営計画等に関する討議。

7月20日 国際会議プログラム委員会 於：昭和女子大学

第2回「栄養とエイジングJ国際会議に関するアブストラクトの作成、ポスターセ

ッションの運営等に関する検討。

7月25日 油指の栄養研究委員会 於： ILSIJAPAN

畜産脂質の栄養に関する研究結果報告書について各委員担当項目及び報告書のとり

まとめについての検討。

7月31日広 報委員会 於：コカ・コーラ

ILSI JAPANコミュニケーションズの発行，掲載内容の検討、国際会議のアブスト

ラクト案に関する検討及び学会誌、業界誌（紙）等への予告掲載についての討議。

8月4日 国際会議・会議進行グループ打合せ於： ILSIJAPAN 

国際会議プログラム委員会において会議進行を担当するグループ（日野グループ）

により、会議開催時の分担項目に関する細部打合せ。

8月8日 国際会議・会場整理、受付グループ打合せ

於： ILSIJAPAN 

国際会議プログラム委員会において会場整理、受付を担当するグループ（浜野グル

ープ）により、会議開催時の分担項目に関する細部打合せ。

8月16日編集委員会 於： ILSIJAPAN 

己

国際会議アブストラクトの校正、及ぴ「 ILSI・ イルシ－J No. 44の受領原稿の

チェック。
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8月18日 バイオテクノ口ジ－研究委員会 於： ILSIJAPAN

バイオテクノロジー委員会正副委員長により、今後の活動計画等の討議。

8月23日編集委員会 於： ILSIJAPAN

国際会議アブストラクトの校正、「 ILS I・イルシーjNo.44の掲載内容等の検討。

8月30日編集 委員会 於： ILSIJAPAN

「ILS I・イルシーJNo. 44の原稿校正、及び掲載内容に関する検討。

9月4日 国際会議・ポスターセッショングループ打合せ

於： ILSIJAPAN

国際会議プログラム委員会においてポスターセッション、スピーカーとの折衝等を

担当するグループ（桑田グループ・大田グループ）により、会議開催時の分担項目

に関する細部打合せ。

9月5日 油指の栄養研究委員会 於： ILSIJAPAN

畜産脂質の栄養に関する研究結果報告書について各委員担当項目の討議及び報告書

の取りまとめについての検討。

9月6日広報委員会 於：コカ・コーラ

第2回「栄養とエイジングJ国際会議に関するプレス・コンファレンスの具体案に

ついての検討。

9月7日 国際会議プログラム委員会 於：昭和女子大学

プログラム委員会各作業部会報告、運営マニュアル最終案の検討、会議開催時の各

作業部会担当者及び業務内容明確化等の協議。

9月19日 国際会議の準備作業 於：昭和女子大学

プログラム委員会委員、事務局及び研修学生により、会場整備、配布資料の準備、

電話、ファックス、コピー機等機器の設置の準備作業。

9月19日 スピーカー・通訳の打合せ 於：ホテル・ニューオータニ

国際会議内外スピーカーと通訳者による発表内容に関する打合せ。

9月19日 国際会議ウ工ルカム・パーティー 於：ホテル・ニューオータニ

国際会議スピーカ一、 ILS I本部、 ILS Iヨーロッパ、 ILSIJAPAN関係者、

約50名による歓迎懇親会。
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9月20日 第2回「栄養と工イジングJ国際会議

～22日 於：昭和女子大学グリーンホール

主催： ILSIJAPAN、 ILS I、ILSI-HNI、ILSIEurope 

後援：厚生省、農林水産省、東京都、 WHO

USDA-Human Nutrition Research Center 

NI H、日本栄養・食糧学会、日本臨床栄養学会

日本老年医学会、日本基礎老化学会、

日本学術会議栄養・食糧科学研究連絡委員会

プログラム： I.生理学的加齢現象と栄養問題

第1日（9月20日）基調講演、セッション 1 （エイジングに伴

う消化管機能の変化）、セション 2 （エイジングに伴う身体的変

化と栄養効果）

第2日（ 9月21日）セッション 3 （エイジングと食行動・味覚

晴好の変化）、

セッション 4 （エイジングと栄養要求）

第3日（ 9月22日）セッション 5 （疫学調査からみた栄養状況

の現状）、

セッション 6 （アジア地域における加齢に伴う栄養状況の現状）

II.高齢社会における食生活と成人病問題

セッション 7 （高齢者杜会を迎えての食品開発）、

セッション 8 （成人病予防と食生活）

ポスターセッション：研究発表40題

講師：国内講師団名、海外講師13名

参加国及ぴ参加者： 12カ国， 410名

10月5日 国際会議プログラム委員会 於：ファイザー

第2回「栄養とエイジングj国際会議の開催結果の総括、プロシーデイングス編集

計画及ぴ国際会議特別掲載号「 ILS I・イルシーjNo.45の編集等に関する検討。

10月11日編集委員会 於： ILSIJAPAN 

「ILSI・ イルシーJNo.45の掲載内容、発行予定の検討。

10月11日広報委員会 於：コカ・コーラ

第2回「栄養とエイジング」国際会議・広報委員会関係事項の総括、及びILSI

JAPANコミュニケーションズ第2号の編集等についての検討。

10月13日 油指の栄養研究委員会 於： ILSIJAPAN 

畜産脂質の栄養に関する研究結果報告書各委員担当原稿とりまとめ及び最終検討。
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10月18日 昭和女子大学人見理事長を訪問

昭和女子大学人見理事長を、角田会長、木村副会長が訪問、第2回「栄養とエイジ

ング」国際会議会場提供、会議運営、研修学生の協力等の諸事万端に亘る大学側の

絶大なる協力に対する謝辞言上。

10月30日 油指の栄養研究委員会 於： ILSIJAPAN

畜産脂質の栄養に関する研究結果報告書の各担当委員原稿の最終チェック。

10月30日 広報委員会 於：コカ・コーラ

May8 

May 10 

May 15 

May23 

May24 

May24 

ILSIJAPANコミュニケーションズ原稿案についての検討。

RECORD OF ILSI JAPAN ACTIVITIES 
May 1 through October 31, 1995 

Research Committee on Biotechnology, at Otsuma Women’s University 
Discussion on the results of studies and investigations at the Scientific Research Subcommittee 

ILSI Nara Histopathology Seminar (respiratory organs), at New Nara Prefectural Holl: 

1st Day: Symposium on respiratory system, presentation of cases and research papers. 
2nd and 3rd days: Histopathology seminar on respiratory system and panel discussion. 

Speakers: 10仕omJapan and 10 from abroad, Participants: 160 

Research Committee on Nutrition in Oils and Fats, at ILSI Japan 
Discussion on the result of studies, and parts in the report on the nutritional aspects of da句
and animal oils & fats, assigned to committee members. 

Research Committee on Biotechnology, at ILSI Japan 
Discussion on the subject of studies at the Public Acceptance Subcommittee 

Editorial Committee, at ILSI Japan 
Review on the publication schedules and contents of ”ILSI”Nos. 43, 44, and 45 

Planning Committee for the 2nd”International Conference on Nutrition and Aging”， at Pfizer 
Progress of the arrangements for the conference was reported and discussed by the 
Steering, Program, Financial, PR Committees belonging to the Planning Committee of 

the International Conference 
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June 14 

June 19 

June 19 

June 21 

June 22 

June 27 

July 19 

July 20 

July 25 

July 31 

己

Editorial Committee, at ILSI Japan 
Proof記adingof No. 43 and review on the issuance and contents of No. 44 

PR Committee, at Coca Cola 
Review and discussion on the issuance of”ILSI Japan Communications" and 
白ePR activities for the 2nd”International Conference on Nutrition and Aging" 

Research Committee on Nutriton in Oils and Fats, at ILSI Japan 
Discussion on the parts in the report on nutritional aspects of dairy and animal oils and fats, 
assigned to committee members, and compilation of the report. 

Editorial Committee, at ILSI Japan 
Final proofreading of”ILSI”No. 43 and review on由econtents of Nos. 44 and 45. 

Research Committee on Safety, at Suntory 
Review on the issues following up the publication of the repo託，”Durabilityof Foods and 
Beverages in the Japanese Market" as a result of studies conducted by the Committee 

Editorial Committee, at Showa Women’s University 
Discussion on the contents of No. 44 of”ILSI" to be issued as a special! issue in commemoration 
of the Interτiational Conference jointly by members of the Planning Committee 

Planning Committee for the 2nd International Conference on”Nutrition and Aging”， at Pfizer 

Report on the progress in the arrangements for the conference by committees belonging 
to the Planning Committee, and discussion on plans for management etc. for the 

international conference. 

Program Committee for the International Conference, at Showa Women’s University 

Discussion on the preparation of abstract, management of the poster session, etc. 

Research Committee on Nutrition in Oils and Fats, at ILSI Japan 
Discussion on the p制 sin the report on nutritional aspects of dairy and animal oils and fats, 

assigned to committee members, and compilation of由ereport. 

PR Committee, at Coca Cola 
Discussion on publication and contents of”ILSI Japan Communications" Review on the draft 
of the abstract for the International Conference and discussion on the request for announcement 

of the conference in related scientific journals and business magaz血es
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August4 
Meeting of the group involved in the managements of the International Conference, at ILSI Japan 
Detailed discussion on the work assignments to the group (Hino Group) inthe Program 

Committee involved in the managements during the conference 

August 8 
Meeting of the groups involved in the hall a町angementsand reception of 
the International Conference, at ILSI Japan 

Detailed discussion on the work assignments to the group (Hamano Group )in the 
Program Committee, involved泊由ehall紅rangementsand reception during the conference. 

August 16 
Editorial Committee, at ILSI Japan 
Proof民adingof the abstract of the International Conference and No. 44 of”ILSI” 

August 18 
Research Committee on Biotechnology, at ILSI Japan 
Chairman and Vice Cha廿manof the Committee discussed plann泊gof the白tureactivities 

August 23 
Editorial Committee, at ILSI Japan 
Proof詑adingof the abstract of the Conference and review on the contents of No. 44 of”ILSI” 

August 30 
Editorial Committee, at ILSI Japan 

Proo仕eadingof No. 44 and review on出econtents 

September4 
Meeting by the group involved in訂rangementsfor the poster session, at ILSI Japan 

Detailed discussion on the work assignments to出egroup (Kuwata Group, Ota Group) 
in the Program Committee, involved in the poster session and contact with speakers 
during the conference 

September 5 
Research Committee on Nutrition in Oils and Fats, at ILSI Japan 
Discussion on出ep制 sin the report on nutritional aspects of dairy and animal oils and fats, 

assigned to committee members, and compilation of也ereport. 

September6 
PR Committee, at Coca Cola 
Discussion on pl創mingof press conference regarding the 2nd International Conference 
on”Nutrition and Aging" 

September? 
Program Committee for the International Conference, at Showa Women’s University 
Report and discussion on the progress by individual groups involved in the conference 

managements, review on the final draft of the operation manual Confirmation of血e

work assignments during the conference to the group members 
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September 19 
Arrangements for the conference, at Showa Women’s University 
Preparation of the conference hall, distribution materials, arrangements for office machines such as 
telephone system, copy machine, etc. by members of the Program Committee, ILSI Japan 

office staff, and students 

September 19 

Meetings of inte中retersand speakers, at Hotel New Otani 
Preliminary review on the presentation of individual speakers by interpreters 

September 19 
Welcome pa口yfor the International Conferenα，at Hotel New Otani 
A reception party attended by conference speakers, members of ILSI Headquarters, ILSI Europe 

and ILSI Japan Participants: about 50 

September 20 -22 
The 2nd International Conference on Nutrition and Ag泊g,at Green Hall, 

Showa Women’s University 
Sponsored by: ILSI Japan, ILSI-HNI, ILSI Europe Supported by: Ministry of Health and 
Welfare, M担istryof Agriculture, Forestry and Fisheries, Tokyo Metropolitan Government, 
WHO, NIH, Japanese Society of Nutrition and Food Science, Japanese Society ofClinical Nutritoin, 
Japan Geriatrics Society, Japanese Society for Biomedical Gerontology, Nutrition and Food Science 
Committee-Science Council of Japan 
Postersession: 40 papers, 
Speakers: from Japan 18, from abroad 13 

Participants: 410 from 12 countries 

October 5 
Program Committee for International Conference, at Pfizer 
Review on the result of the 2nd International Conference on ”Nutrition and Aging”，組d
discussion on the editorial work for the proceedings of the conference and also 
”ILSI”No. 45 (Special Issue for the Conference) 

October 11 
Editorial Committee, at ILSI Japan 

Review on出econtents and issuance of No. 45 

October 11 

PR Committee, at Coca Cola 
Review on the role of the PR Committee in relation to the International Conference and 
discussion on editorial work for ILSI Japan Communications No. 2 

October 13 

!z! 

Research Committee on Nutrition in Oils and Fats, at ILSI Japan 
Final discussion and compilation of the parts担 thereport on nutritional aspects of dairy and 
animal oils and fats, assigned to committee members 
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October 18 
Courtesy visit to Dr. Hitomi, the Chairman of由eBoard, Showa Women’s 
University by Dr. Tsunoda, President and Dr. Kimura, Vice President of 
ILSI Japan. They expressed sincere thanks for the excellent cooperation (such as making the 
hall available for the conference and assistance to the conference management by staff and students) 
provided to the International Conference by the University 

October 30 

Research Committee on Nutrition in Oils and Fats, at ILSI Japan 

Final check of the parts in the report on nutritional aspects of dairy and animal oils and fats, 
assigned to committee members 

October 30 

PR Committee, at Coca Cola 

Review on the draft print of the ILSI Japan Communications No. 2 
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ILSI JAPAN 出版物

（在庫切れのものもございますので、在庫状況、値段等は事務局にお問い合わせ下さい）

＊印：在庫切れ

;・ .. ・・New’95年度出版物及び出版予定

；く定期刊行物〉

ILS l・イルシー

No.42 特集第2回「栄養とエイジングJ国際会議開催に向けて、

食品流通の国際化と PL問題対応策としてのHACC Pシステム

No.43 特集世界の老化研究の動向、

食生活の不安とマスメディア

No.44 特集第2回「栄養とエイジングJ国際会議開催

No.45 特集第2回「栄養とエイジング」国際会議概況報告

栄養学レビュー

第3巻

第2号 老人ホームにおける低栄養の問題、 n-6系とn-3系脂肪酸の新たな生

物的・臨床的役割、栄養所要量（RDA）はどのように改訂される

べきか？、「食品の期限表示jについて ； 

第3号 疫学におけるメタ・アナリシスの有用性、フリーラジカルと抗酸化 j
剤、糖尿病と食生活 j 

第4号 血圧調節における微量栄養素の効果、授乳婦は運動してもよいのだ；

ろうか？、アメリカ国民のための食事指針の改定、高齢者の食生活 j
と栄養 E 

第4巻

第1号鉄欠乏症貧血の管理、食事性サプリメント一最近の経緯と法制化、

マグネシウム補給と骨粗繋症

；く研究委員会報告書＞

； 「加工食品の保存性と日付表示 加工食品を上手においしく食べる話－J
j 「バイオ食品の社会的受容の達成を目ざしてj

； 「魚介類脂質の栄養と健康」

「畜産脂質の栄養と健康」（本誌67頁参照）

；く国際会議講演録〉（出版予定%年4月）

「栄養とエイジング2J （第2回「栄養とエイジングJ国際会議講演録）

/LSI.イJレシ－ (No.45) 95.12 
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く定期刊行物＞

01 LS I JAPA N機関誌

（食品とライフサイエンス）

No. 1～No. 30 

（内容・在庫等については事務局にお問い合わせ下さい）

(IL S I・イルシー）

No. 31 特集新会長就任挨拶、栄養とエイジング研究の方向性

No. 32 特集

No. 33 特集

No.34 特集

No. 35 特集

No.36 特集

No. 37 特集

No. 38 特集

No. 39 特集

No.40 特集

No. 41 特集

No.42 特集

No.43 特集

No.44 特集

No.45 特集

エイジング研究とクオリテイ・オブ・ライフ

委員会活動報告

化学物質の安全性評価、「エイジングと栄養j公開研究集会

魚介類油脂の栄養、委員会活動報告

エイジングと脳の活性化、「毒性学の将来への展望」シンポジウム

エイジングのメカニズムについて、委員会活動報告

「ノTイオテクノロジ一応用食品国際シンポジウムj

本部総会報告、脳の生理機能と老化について

ILSI奈良毒性病理セミナ一第2シリーズ、百歳老人のための食生活

米国における栄養表示と栄養教育の現状と問題点、食物とアレルギ一

HACC Pシステムのコンセプトと実例、食物とアレルギー、 ILSI常任

理事会

第2回「栄養とエイジングj国際会議開催に向けて、

食品流通の国際化と PL問題対応策としてのHACC Pシステム

世界の老化研究の動向、食生活の不安とマスメディア

第2回「栄養とエイジングj国際会議開催

第2回「栄養とエイジング」国際会議概況報告

0栄養学レビュー（NutritionReviews日本語版） （株）建吊社から市販。（季刊）

第 1巻

第1号脳神経化学と三大栄養素の選択、栄養政策としての食品表示、

日本人の栄養と健康他

第2号高齢者のエネルギー需要、食餌性脂肪と血中脂肪、長寿者の食

生活の実態と動向他

第3号運動と徐脂肪体重、魚油はどのようにして血紫トリグリセリド

を低下させるのか、セロトニン仮説の信濃性他

第4号高脂肪食品に対する子供たちの噌好、加齢と栄養

発癌の阻止剤および細胞－細胞間コミュニケーションの誘発剤と

してのレチノイド、カロチノイドの機能

/LSI.イJレシー （No.45)95.12 己



一 一一－－－-E1Jeーさ百面ce-&-2函 firrTQ/-81/e

!.!!2 

第2巻

第1号 食品中の脂質酸化生成物と動脈硬化症の発生、栄養に関する世

界宣言、食物繊維と結腸癌一これまでの証拠で予防政策を正当

化できるか、食品の健康強調表示について確定したFD Aの規

則、日本人のコメ消費とごはん食を考える

第2号 強制栄養表示（FDA）、成長に対するカルシウム必要量、

食物繊維と大腸癌の危険性との関係、「百歳長寿者調査」結果

第3号 ピタミンB6と免疫能力、魚、油補充と大腸癌抑制、新しい満腹感のシグナル、

日本人の肥満について

第4号 ビタミンc（アスコルビン酸一新しい役割、新たな必要性、ヒト免疫不全症

ウイルスの感染と栄養の相互作用、 トランス酸、血液の脂質と心臓病の危険性、

第5次改定日本人の栄養所要量一改定の背景とその概要

第3巻

第1号 ヒトの食物摂取調節における腸の役割、食餌，Helicobactorpylori感染，食品保蔵

と胃癌の危険性、カルシウム補助剤の安全性について、微量栄養素補給実験と

癌，脳循環器疾患の発生率ならびに死亡率の減少

第2号老人ホームにおける低栄養の問題、 ri-6系とn-3系脂肪酸の新たな生物的・臨床

的役割、栄養所要量（RDA）はどのように改訂されるべきか？、「食品の期

限表示」について

第3号疫学におけるメタ・アナリシスの有用性、フリーラジカルと抗酸化剤、糖尿病と

食生活

第4号血圧調節における微量栄養素の効果、授乳婦は運動してもよいのだろうか？

アメリカ国民のための食事指針の改定、高齢者の食生活と栄養

第4巻

第l号鉄欠乏症貧血の管理、食事性サプリメント 最近の経緯と法制化、マグネシウム

補給と骨粗暴症

く国際会議講演録＞

「安全性評価国際シンポジウム講演録j

「バイオテクノロジー国際セミナー講演録」 ＊ 

「栄養とエイジング」（第1回「栄養とエイジング」国際会議講演録）

「ノTイオ食品一社会的受容に向けて－J（バイオテクノロジ一応用食品国際シンポジウム講演録）

く研究委員会報告書等〉

0ワーキング・グループ報告シリーズ

No. 1 「食品添加物の摂取量調査と問題点」

No. 2 「子供の骨折についての一考察J

/LSI.イJレシ－（N＇。.45)95.12 
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No. 3 「食生活における食塩のあり方（栄養バランスと食塩摂取）J
No. 4 「砂糖と健康J
No. 5 「食と健康J ＊ 

No. 6 「日本人の栄養」

No. 7 「泊脂の栄養と健康J

0研究委員会報告書

「パーム油の栄養と健康J(I I LS I・イルシー」別冊 I) 

「魚介類脂質の栄養と健康J（「 ILSI・ イルシーj別冊 II)

「畜産脂質の栄養と健康J（「 ILS I・イルシーJ別冊 N)

「加工食品の保存性と日付表示－加工食品を上手においしく食べる話一」

（「 ILSI・ イルシー」別冊 ID)

「バイオ食品の社会的受容の達成を目ざして」

くその他出版物＞

OILS Iライフサイエンス シリーズ

No. 1 ［毒性試験における細胞培養J(U.モーア）

No. 2 「Ec Cにおける食品法規の調和J( G. J.ファンエシュ） ＊ 

No. 3 「ADI J (R. ウォーカー）

No. 4 「骨粗繋症J(B. E. C.ノールデイン、 A. G.ニード）

No. 5 「食事と血柴脂質パターンJ(A.ボナノーム、 S.M. グランデイ）

0最新栄養学（第5版／第6版）

”Present Knowledge出Nutrition,Vol.5及び、Vol.6の邦訳本が、（株）建吊杜から市販。

0バイオテクノロジーと食品 （株）建吊社から市販。

0FAO/WHOレポート「バイオ食品の安全性J（株）建吊杜から市販。

/LSI.イノルシ－ (No.4勾 95.12 ~ 
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日本国際生命科学協会会員名簿
[1995年12月1日現在］

会長 角田俊直 味の素（株）常任顧問 03-5250-8304 
104 東京都中央区京橋 1-15-1

副会長 粟飯原景昭 大妻女子大学教授 03-5275-6389 
102 東京都千代田区二番町 12 

※ 。 木村 修 一 昭和女子大学教授 03-3411-5111 
154 東京都世田谷区太子堂 1-7-57

今 小西陽一 奈良県立医科大学教授 07442-2-3051 
634 奈良県橿原市四条町84 0 

今 ※十河幸夫 雪印乳業（株）技術顧問 06-397-2014 
532 大阪府大阪市淀川区宮原 5-2-3

今 戸上 貴 司 日本コカ・コーラ（株）取締役上級副社長 03-5466-8287 
150 東京都渋谷区渋谷4-6-3

今 ※山本 康 キリンビール（株）顧問 03-5540-3403 
104 東京都中央区新川 2-10-1

本部役員※林 裕造 北里大学薬学部教授 0427-46-3591 
228 神奈川県相模原市鵜野森1 30 2-711 

今 杉田 芳久 Executive Director, ILSI Globalization (202) 659・0074
味の素（株）顧問
1126 Sixteenth Street, NW, Washington, DC 20036 U.S.A. 

監事 川崎 通 昭 高砂香料工業（株）社長付研究技術部長 03・3442・1211
108 東京都港区高輪3-19-22

青木真一郎 青木事務所 0422・55・0432
180 東京都武蔵野市中町2-6-4

顧問 森実孝郎 （財）食品産業センタ一理事長 03・3716・2101
153 東京都目黒区上目黒 3-6-18 TYピル

~ 石田 朗 前（財）食品産業センタ一理事長 03-3445-4339 
108 東京都港区高輪1 5-33-514 

※印：本部理事

L三i /LSI.イJレシー （No.45)95. 12 
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[ 33号より会社名アイウエオ！｜慎

理事 村瀬行 信 旭電化工業（株）理事食品開発研究所長 03-3892-2110 
116 東京都荒川区東尾久8-4-1

，》 福江紀彦 味の素（株）品質保証部長 03-5250-8289 
104 東京都中央区京橋 1-15-1

/; 団野定次 味の素ゼネラルフーヅ（株）研究所長 0593-82-3186 
513 三重県鈴鹿市南玉垣町6410

今 天野 肇 天野実業（株）取締役社長 0849-22-0484 
720 広島県福山市道二町8-14

。 高木紀子 （株）アルソア央粧アルソア総合研究所次長 03-3499-3681 
150 東京都渋谷区東2-26-16

渋谷HAN Aピル

/; 鈴木嘉 之 エーザイ（株）食品化学事業部長 03-3817-3781 
112・88 東京都文京区小石川 5-5-5

今 清水精 一 大塚製薬（株）佐賀研究所所長 0952-52-1522 
842-01 佐賀県神埼郡東脊振村

大字大曲字東山 5006-5

/; 岡本 悠紀 小川香料（株）取締役商品開発部長 03-3270-1541 
103 東京都中央区日本橋本町4-1-11

/; 大藤武 彦 鐘淵化学工業（株）食品事業部技術部長 06幽 226-5266
530 大阪府大阪市北区中之島3-2-4

イシ 平原恒 男 カルピス食品工業（株）研究開発センター常務取締役 0427・69・7835
229 神奈川県相模原市淵野辺5 1 1 -1 0 

ク 斎藤成 正 キッコーマン（株）取締役研究本部長 0471-23-5506 
278 千葉県野田市野田 39 9 

，， 本田真樹 協和発酵工業（株）酒類食品事業本部 03-3282-0075 
食品営業本部食品営業第二部次長
100 東京都千代田区大手町 1-6-1大手町ピル

今 森本圭一 キリンピール（株）取締役 03-5485”6190 
研究開発本部副本部長
150”11 東京都渋谷区神宮前6-26-1

。 本野 盈 クノール食品（株）取締役商品開発研究所長 044-811-3117 
213 神奈川県川崎市高津区下野毛2-12-1

今 入江義人 ニ栄源エフ・エフ・アイ（株）取締役学術部長 06-333-0521 
561 大阪府豊中市ニ和町 1-1-11

イシ 松本 清 ニ共（株）特品開発部部次長 03-3562-7538 
104 東京都中央区銀座2-7-12

Z》 渡辺 1孟 サンスター（株）専務取締役 0726-82-7970 
569 大阪府高槻市朝日町3-1

/LSI.イJレシー （No.45)95. 12 」ぇi



一一 ---B.ife－可=Sc.re.耐乏－＆ 2函 :-h"/rT石FB1Je －一 一一一

理事 東 直樹 サントリー（株）研究企画部長 03-5276-5071 
102 東京都千代田区紀尾井町4-1

ニューオータニガーデンコート 8F

a砂 高久 肇 昭和産業（株）総合研究所取締役所長 0474・33・1245
273 千葉県船橋市日の出 2-20-2

，， 宮垣充弘 白鳥製薬（株）常務取締役 043-242-7631 
261 千葉県千葉市美浜区新港54 

.,,, 萩原 耕 作 仙波糖化工業（株）取締役 02858-2-2171 
321・43 栃木県真岡市並木町2-1-10

。 福岡文ニ （株）創健社社長 045-491-0040 
221 神奈川県横浜市神奈川区片倉町 72 4 

今 成富 正温 大正製薬（株）取締役企画部長 03-3985-1111 
171 東京都豊島区高田 3-24-1

.,,, 下広 純 之 大日本製薬（株）食品化成品部開発部長 06・203-5319
541 大阪府大阪市中央区道修町2-6-8

今 山 崎義文 太陽化学（株）代表取締役副社長 0593-52-2555 
510 二重県四日市市赤堀新町9-5

.,,, 小林 茂夫 大和製纏（株）専務取締役 03-3272-0561 
103 東京都中央区日本橋2-1-10

。 黒住 精 二 帝人（株）医薬企画部長 03・3506-4815
100 東京都千代田区内幸町2-1-1

再P 石川 宏 （株）ニチレイ取締役総合研究所所長 0423-91・1100
189 東京都東村山市久米川町1-52-14

今 越智宏倫 日研フード（株）代表取締役社長 0538-49-0122 
437・01 静岡県袋井市春岡 72 3 -1 

.,,, 長尾 精 一 日清製粉（株）理事製粉研究所長 0492・67司 3910
356 埼玉県入間郡大井町鶴ヶ岡 5-3-1

.,,, 神田 洋 日清製油（株）取締役研究所長 0468-37・2400
239 神奈川県横須賀市神明町1番地

.,,, 神 伸明 日本ケロツグ（株）代表取締役会長 03-3805-8101 
116 東京都荒川区西日暮里2・26-2

日暮里UCピル5階

.,,, 岡田 実 日本食品化工（株）研究所長 0545-53-5995 

417 静岡県富士市田島30 

己 /LSI.イJレシ－ (No.45) 95. 12 



一一一一一一一一－ ~1'三ーさc;-ence-&-Q.面白マ石fBI1e－－一一一一一一一一

理 事秦邦男

羽多 賓

，〉 田中健次

，砂 山根精一郎

// 藤原和 彦

E砂 末木一夫

// 藤井高任

イシ 杉j畢公

。 秋山 孝

// 笹山 堅

。 森田雄平

今 山内久実

，砂 新保喜久雄

。 中 島 良和

。 山田敏伸

イシ 吉川 宏

今 三木勝喜

/LSI.イJレシー （N＇。.45)95.12 

日本製紙（株）専務取締役研究開発本部長

100 東京都千代田区丸の内 1-4-5

日本ハム（株）中央研究所常務取締役
300・26 茨城県つくば市緑ケ原3 3 

03・3218・8885

0298-47-7811 

日本ペプシコ社生産管理本部長 03-5561・1830
107 東京都港区赤坂1-9-20第 16興和ピル

日本モンサント（株） 03・5562・2624
アグロサイエンス事業部バイオテクノロジ一部部長

107 東京都港区赤坂1・12・32アーク森ピル31階

日本リーパB.V. 03・3499・6061
テクノロジーグループマネージャー

150 東京都渋谷区渋谷2・22-3渋谷東口ピル

日本ロシュ（株）化学品本部 03・5443・7052
ヒューマンニュートリッション部学術課長

105 東京都港区芝2-6-1日本ロシュピル

ネスレ日本（株）学術部長 03・5423・8256
150 東京都渋谷区恵比寿4-20-3

恵比寿ガーデンプレイスタワー15階

ハウス食品（株）専務取締役 06-788・1231
577 大阪府東大阪市御厨栄町 1-5-7

長谷川香料（株）理事 03-3241・1151
103 東京都中央区日本橋本町4-4-14

ファイザー（株）代表取締役社長 03・3503・0441
105 東京都港区虎ノ門 2-3-22第一秋山ピル

不二製油（株）つくば研究開発センター長
300・24 茨城県筑波郡谷和原村絹の台4-3

（株）ボゾリサーチセンター取締役社長

151 東京都渋谷区大山町36-7

0297-52-6321 

03-5453四 8101

（株）ホーネンコーポレーション食品開発研究所長 0543”54-1584
424 静岡県清水市新港町2

三井製糖（株）取締役茅ヶ崎研究所長 0467・52・8882
253 神奈川県茅ヶ崎市本村 1-2-14

三菱化学フーズ（株）常務取締役営業第二部長 03・3563・1513
104 東京都中央区銀座1-3・9実業之日本社銀座ピル

三菱商事（株）食料開発部ヘルス7-J.,ゃ←ムリーダー

100 東京都千代田区丸の内 2-6-3

ミヨシ油脂（株）常務取締役
124 東京都葛飾区堀切4-66-1

03-3210-6415 

03-3603-6100 

己
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理事 足立 尭 明治製菓（株）生物科学研究所長 0492-84-7 586 
350・02 埼玉県坂戸市千代田 5-3-1

// 桑田 有 明治乳業（株）研究本部栄養科学研究所長 0423田91-2955
189 東京都東村山市栄町1-21-3

今 荒木 一 晴 森永乳業（株）研究情報センター食品総合研究所
分析センタ一室長 0462-52-3080 
228 神奈川県座間市東原 5-1-83

4’ 郷木達雄 （株）ヤクルト本社中央研究所研究管理部副主席
研究員 0425-77-8961 
186 東京都国立市谷保 17 9 6 

// 山崎晶男 山崎製パン（株）常務取締役 03-3864-3011 
101 東京都千代田区岩本町3-2-4

，， 斎藤 武 山之内製薬（株）健康科学研究所長 03・3244・3446
103 東京都中央区日本橋本町2-3-11

今 高藤慎一 雪印乳業（株）技術研究本部技術企画部長 03-3226-2407 
160 東京都新宿区本塩町 13番地

イシ 神田豊 輝 ライオン（株）食品研究所長 03-3621-6461 
130 東京都墨田区本所1-3-7

// 曾根 博 理研ビタミン（株）代表取締役社長 03-5275-5111 

101 東京都千代田区ニ崎町2-9-18(TDCピル）

イシ 伊東 耀 男 （株）ロッテ中央研究所基礎研究部部長代理 048-861-1551 
336 埼玉県浦和市沼影3-1 1 

事務局長 桐村二郎 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

事務局次長 福富文武 コカ・コーラパシフイツク技術センター（株）

学術調査マネージャー 03-5466-6715 

事務局次長 麓 大ニ 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

事務局員 池畑敏江 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

// 斎藤恵里 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

＃ 大沢満里子 日本国際生命科学協会 03-3318-9663 

!.!!. /LSI.イノルシ－ (No.4.勾 95.12
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編集後記

長期予報によればこの冬は平年並の寒さが予想されていますが、そういえば寒さの訪れ

がいくらか早いような気が致します。

ILSI JAPANの総力をあげて準備した第2回「栄養とエイジングJ国際会議も無事終わり

ました。この会議の成果については参加された方々から高い評価を受けております。

本号（No.45）ではあらためてこの会議を振り返り、今後の活動を方向づけるため、基

調講演の記録と木村組織委員長及びプログラム委員による各セッションの内容のまとめ

を紹介しました。栄養とエイジング国際会議に引き続きシンガポールで聞かれた機能性

食品に関する国際会議には、日本から講演者を含めて20名以上の参加があり、関心の高

さが伺われました。この会議の成果について、福冨事務局次長から報告を頂きました。

「今世界の各地ではjには、昨年から実施されているアメリカの新しい食品表示制度に

ついて、各方面からの 1年後の意見を紹介しました。

年頭の阪神大震災に始まり、いろいろな出来事の多かった1995年も間もなく終わります

が、本年はILSIJAPANにとっても実りの多い年でありました。国際会議開催の他に研究

報告書が多数刊行され、各研究委員会も活発に活動しました。 1996年も「ILS I・イ

ルシーjはILSIJAPAN及びILS Iの主要な活動を報告すると共に、世界各地における

栄養、健康、安全性などに関連のある情報を紹介して行きます。皆様のご意見を頂きた

いと思います。

(S. A.) 
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